
C群第1次．2次、E群第1次調査の報告

福岡市埋蔵文化財調査報告書第351集

1993

福岡市教育委員会



柏原 項群2
－C群第1次・2次、E群第1次調査の報告－

福岡市埋蔵文化財調査報告書第351集

1993年

福岡市教育委員会



1．柏原C群．E群．今宿平野を臨む（南から）

2．C群第6号墳（上）・21号墳（下）
出土耳環

3・C群第12号墳出土小玉



本市の西郊に位置する今宿．周船寺地区の南部一帯の丘陵部は国

指定史跡である丸隈山古墳、今宿大塚古墳を始めとして、多数の前

方後円墳や古墳時代後期群集頃が分布している地域として著名であ

ります。

今回、発掘調査の対象となった柏原古墳群は民間の土砂採取に伴

うもので、福岡市教育委員会が調査主体となって国庫補助を受けて

調査を実施いたしました。
l

調査の結果、この地区の古墳時代後期における古墳の形成過程や

当時の墓制の形式、さらには生活様式の一端を知るうえで貴重な成

果を得ることができました。

本書が、郷土の文化財の保護の一助として、また古代史研究の一

手掛かりともなれば、誠に幸いかと存じます。

調査にあたりまして地元関係者、酷暑の時期にもかかわらず調査

作業を遂行されました作業員の皆様のご協力に対して厚く謝意を表

します。

平成5年3月31日

福岡市教育委員会

教育長　井　口　雄　哉
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1、本書は平成元年度～3年度にかけて、福岡市教育委員会が調査主体となり調査を実施し

た柏原古墳群C群第1次、第2次、E群第1次の調査報告書である。

2、各年度の調査はいずれも民間の土砂採取に先行して、緊急発掘調査を実施したものであ

り、調査の実施にあたっては国庫補助を受けた。

3、本報告書名は、「柏原古墳群2－C群第1次・2次、E群第1次調査の報告－」とした

がこれは柳沢一男編「柏原古墳群」福岡市埋蔵文化財調査報告書第28集　福岡市教育委

員会1974に続くものである。

4、本書に使用した地図は、Fig．1に国土地理院発行の1／25000の地形図「福岡西部」、「福

岡西南部」、「宮浦」、「前原」を、Fig．2に福岡市編集の道路管理図（1／500）を原図と

して使用した。

5、本書に使用した方位はすべて磁北である。真北とは西偏6。40′である。

6、古墳番号は、福岡市教育委員会刊行の文化財分布地図「西部Ⅱ」に準じた。

7、掲載した遺物には、種類、材質、出土遺構の別を問わず掲載順に通し番号を付した。

8、実測図と写真図版中の遺物番号は同一である。

9、各古墳の報告執筆分担は下記のとおりである。

柏原古墳群C群第1次、6号・21号填、　　　　　　　　　　　　　　　　　　菅波正人

第2次、8号．9号・11号・12号・22号填、1～5号焼土壌　田中書夫

E群第1次、1号墳・1～2号焼土壌　　　　　　　　　　　　　　山崎龍雄

10、本書に収録した遺構の写真・実測図は各古墳の調査担当者が撮影．実測した。

11、遺物実測は宮園登美枝が主として行ない、古川千香子・田中が一部を実測し、製図．ト

レースは田中が行なった。

12、須恵器観察表は官園が作成した。

13、本書の編集．総括は田中と官園が行なった。報告書作成にあたっては安部国恵、山口英

子、山中けい子、桐田八千柔、山元正典、西山めぐみ、小島勇一の補助を受けた。

14、本報告に関わる出土遺物・記録類はすべて福岡市埋蔵文化財センターに収蔵管理される。

調査番号 遺 跡 名 遺 跡昭号 所　　 在　　 地 調 査 面／積 調 ／査 期 間

902 1．． C 群 1 次 A B K －C －1 西 区大字 青木上 ノ原 地 内 16 0㎡（古墳 1基 ） 19 90 07 09／～90 08 03

9 10 5 C 群 2 次 A ．B K －C －2 ・同　 上 58 0㎡（古墳 5基 ） 19 9 104 22／～9 10 90 2

8 9－7 2 E 群 1一次 A B K ⊥E －1 同　 上・／ 12 1㎡（古墳 2基 ） 19 00 92 13／～90 0 31 3
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調査に至る経過　－1－

Ⅰ・はじめに
1．調査に至る経過

柏原古墳群は、1968年に本市教育委員会が行なった分布調査によって「柏原古墳B群」とし

て初めて認知され、その後、1973年に一般林道開設工事に伴い、第3号．4号・6号頃の調査

が実施されている。また、1982度に行なった分布調査によって今宿から周船寺地区にまたがる

詳細な約350基の後期古墳の分布が把握され、当古墳群は70数基からなる群集頃であることが

周知されている遺跡である。

1989年に西山主一氏から埋蔵文化財課に対し、土砂採取にあたって所有地内の古墳の事前調

査の依頼が出された。埋蔵文化財課ではこれを受け現地踏査を行なったところ、依頼があった

古墳は（E群第1号墳）石室の遺存状況は比較的良好だったが、墳丘裾部、周溝およびその周

辺がすでに掘削され、墳丘の本来め形状がかなり失われている状況であった。埋蔵文化財課で

は土砂採取工事を中止させ、西山氏と保存上の措置等も含め協議を行なったが、やむを得ず緊

急に調査を行なうこととなり、1990年2月13日から実施する運びとなった（柏原E群第1次調

査）。

同年4月になり再び西山氏より所有地内の古墳の調査依頼を受けた埋蔵文化財課では、現地

踏査を行ない、土砂採取のために柏原C群のうち6号墳の墳丘の一部が消失していることを確
．

認した。これに対して、埋蔵文化財課は西山氏に対して調査費用等の一部原田者負担（現物支

給）と、所有地内の他の古墳の破壊を最小限に留めるための工法等の検討を要望する旨を申し

入れし、調査中の安全管理のため土砂採取工事を一時中止させ、緊急に調査を行なうこととなっ

た。調査は1990年7月9日から着手した。

1991年度は前年度の協議を踏まえ、1991年4月から調査に着手した。

2．調査の組織

各年度の調査は下記の体制で実施した。

1989年度

柏原古墳群E群第1次調査（遺跡略号ABK－E－1、調査番号8972）

調査原田者　　西山主一

調査主体　　　福岡市教育委員会　教育長　井口雄哉

調査総括　　　埋蔵文化財課長　　　　　　柳田純孝

埋蔵文化財第1係長　　　　飛高憲雄

調査庶務　　　埋蔵文化財第1係　　　　　松延好文、安部徹

事前審査　　　文化財主事　　　　　　　　横山邦継
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調査担当 山崎龍雄

1990年度

柏原古墳群C群第1次調査（遺跡略号ABK－C－1、調査番号9021）

調査原田者

調査主体

調査総括

調査庶務

事前審査

調査担当

西山主一

福岡市教育委員会　教育長

埋蔵文化財課長

埋蔵文化財第2係長

埋蔵文化財第1係

文化財主事

埋蔵文化財第1係

井口雄哉

柳田純孝

柳沢一男

中山昭則、松延好文

塩屋勝利、横山邦継

下村智、常松幹雄、荒牧宏行、佐藤一郎

菅波正人

1991年度　　　　　　　　　　　　　　　　　

柏原古墳群C群第2次調査（遺跡略号ABK－C�(��+(ﾛ窺Hﾘc���X�｠

調査原田者　　西山主一　　　　　　　　　

調査主体　　　　　　　　　　　　　　　　

調査総括　　　　　　　　　　　　　　　　　

調査庶務　　　　　　　　　　　　　　　　

事前審査　　　　　　　　　　　　　　　　

調査担当　　　　　　　　　　　　　　　　　

福岡市教育委員会　教育長

埋蔵文化財課長　　　　　

埋蔵文化財第1係長　　　

埋蔵文化財第1係　　　　

文化財主事　　　　　　　

埋蔵文化財第2係　　　　

井口雄哉

折尾学

飛高憲雄

中山昭則、寺崎幸男、吉田真由美

横山邦継

田中書夫、荒牧宏行、大庭康時、小畑弘己



位置と環境　－3－

Ⅱ．柏原古墳群C群・E群の位置と歴史的環境

1．古墳群の位置
柏原古墳群は、福岡市西区今宿上之原・柏原・相ノ浦に所在する、70数基からなる古墳群で

ある。今回報告するC群．E群の各古墳は、西区今宿柏原地内に所在し、柏原古墳群の主体を

なすものである。調査地点の位置を、国土地理院発行の1／25，000の地形図「福岡西南部」上に

求めると、西側線から10cm，北側線から10．3cmを測る交点に該当する。

本古墳群は博多湾に画して形成された今宿平野部東部甲縁に位置している。

今宿平野は叶嶽．長垂山山塊を東端とし、西端は、今津湾に流入する瑞梅寺川下流東岸まで

の東西約3血、南北1kmほどの狭長な平野である。平野の東部には、叶嶽と高祖山との間に扇

状台地が形成されている。博多湾に画するこの平野の南縁には、高祖山から派生する舌状の低

丘陵がヤツデ状に延び、入り組んだ谷地形が展開している。この台地上には13～15群に分かれ

る総数320基以上の後期古墳と12基の前方後円墳が造営されており、特に古墳が集中する特異

な地域として注目される。本古墳群はこれらの古墳群の分布範囲の最東端に位置している。

2．周辺の遺跡

考古学の上で、今宿地区の特異性が目立つのは、弥生時代から古墳時代にかけてである。縄

文時代や奈良時代以降は当該地区の調査例が少ないこともあり、あまり明確ではない。したがっ

てここでは弥生～古墳時代の主要な遺跡を取り上げ、若干の問題点についてみてゆく。

弥生時代の遺跡には、その初期の遺跡として、周船寺に千里シビナ遺跡、今宿地区に大塚遺

鋤崎古墳遠景（南から）
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跡などがあげられるが、集落遺跡については未だ明確となっていない。前期末になると博多湾

に沿って形成された砂丘の西端部にあたる今山で、玄武岩を素材とした太形蛤刃石斧の生産が

始まる。近接する砂丘上には、今宿横浜遺跡があり、甕棺墓が検出されている。遺構は明確で

はないが、細形銅剣、硬玉製勾玉が出土している。弥生中～後期の集落遺跡として注目される

のは、本古墳群に距離的にも近い、今宿五郎江遺跡である。当遺跡は、平面形が楕円形を描く

と予想される環濠が確認されている。近接する地点では集落を画すると思われる大溝から小銅

鐸が出土しており、今宿平野における拠点的な集落である可能性が指摘できる。

古墳時代においては、今宿大塚古墳9周辺に大塚遺跡高田地区、若八幡宮古墳6周辺に女原

遺跡など集落遺跡がある。いずれも丘陵部から平野部への変換点にあたる斜面上に集落が形成

されている。狭除な谷部に形成されているために集落規模はさほど大きくはないが、古墳時代

後期を主とするこれらの集落は、山麓に分布する群集頃の成立と展開の担い手であったことは

大いに予想されよう。

先述したように、当該地区には高祖山北麓の丘陵部に、12基の前方後円墳と320基以上の後

期群集頃が分布している。北部九州の中でも特に際立って集中している旧糸島群域の前方後円

墳42基中の約35％が今宿地区にあるということになり、その特異性については注目されてよい。

これらの前方後円墳の造営期間は、4世紀半ばまで遡ると考えられる山の鼻1号墳5を初現と

して、若八幡宮古墳6が、次いで5世紀代になると鋤崎古墳12、九隈山古墳3、山の鼻2号墳

4が、さらに6世紀になると今宿大塚古墳9、下谷古墳7、飯氏二塚古墳が、6世紀半ばから

後半にかけては、群集頃の爆発的な増加とともに本村（Al）古墳11、谷上（Bl）古墳10、女原（C1

4）古墳8、飯氏（B14）古墳2が造営されており、古墳時代の全期間を通してみられる。これら

の古墳の在り方について柳沢一男氏は、12基の前方後円墳の立地条件や規模によって分類し、

丘陵端部に独立して造営され墳丘全長が50m以上の8基の大型古墳と、丘陵上にあって、群集

頃に取り囲まれ、30mを越えない規模の4基の小型古墳（本村（A1）、谷上（Bl）、女原（C14）、

飯氏（B14））に分けた。そして前者が今宿地区を基盤とした首長層の系列、後者が6世紀半ば

以降に急激に群集墳造営を始めだした新たな階層の盟主的な墳墓の系列としてとらえている。

その実態については今後の研究の進展を得たねばならないが、今宿地区のこうした在り方は古

墳時代における社会的、政治的な動向を少なからず反映していると考えられよう。しかし群集

墳造営の契機とその具体的な展開をより明らかにするためには、今山下遺跡53における製塩土

器の出土例や、当該地区の後期古墳にしばしばみられる鉄滓供献などの事例28・29、あるいは

新開窯跡52でみられる須恵器生産等を踏まえた生産関係の実態の解明も必要と思われる。

なお当該地区の遺跡関係の文献については74頁の文献一覧を参照されたい。
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Ⅲ．調査の記録
1・調査の概要

発掘調査は、各年度の担当者が、調査対象となった各古墳の現状に合わせて実施したが、作

業上の安全確保のために、通常の調査よりもかなり省略して行なわざるをえなかった。これは、

各古墳がいずれも土砂採取により削平され、調査のための足場確保さえままならない状況が多々

あったからである。しかし各担当者の調査方法についてははぼ共通した問題意識のもとで行な

われたために極端な調査の成果のずれはほとんどなかったといえる。ただし報告にあたっては、

古墳の部分名称は下図のように統一し記述した。以下では調査の方法と概要について述べる。

調査の方法　調査は墳丘周辺の伐採、現況地形測量、古墳主軸の設定、墳丘トレンチ掘削、

主体部石室の埋土の掘り下げ、石室床面の観察、羨道部閉塞状況の観察、墓道・周溝等の外部

施設の検出、写真撮影・実測作業、地山成形面の検出墓壙の確認、などを順次行なった。伐採

作業と表土掘り下げ作業によって、C群では21号頃を新たに確認できた。現況地形測量と、地

山成形面測量においては、墳丘の遺存状況と旧地形面の把握を主目的として、調査区全面にわ

たって25cm毎の等高線を追い、徴地形の復元に努めた。墳丘盛土の堆積状況を把握するための

トレンチは、石室主軸方向とそれに直交する横軸を玄室中心部で設定し、時計まわりに石室に

むかって左からAトレンチ、Bトレンチ、Cトレンチとしそれぞれの壁面において土層断面図

を作成した。また第6号境と第21号頃、第8号頃と第9号填、第11号頃と第12号頃の築造の先

後関係を把握するために任意にトレンチを設定し、土層観察を行なった。墳丘と周溝ならびに

馬釉形、

溝

レンチ ；…；／C ト

遠　　　 墓壙

山
整　　　 玄
地　　　 室

4区

面 欄石
こモ・・・．こここ ） 悪 羅 門

1．
． 尊　　　　 ′

主 軸 線

地山成形面における部分名称

その周辺部の調査にあたっては石室にむかって左

側開口部の周辺を1区として、そこより時計回り

に1区～4区に区分し遺物の取り上げなどを行なっ

た。

なお古墳の名称は、福岡市教育委員会刊行の文

化財分布地図「西部Ⅱ」に登載の古墳番号に準じ、

焼土壌などの遺構は発見順に番号を付した。



Fig．2　柏原古墳群C・E群の現況地形測量図（l／600）
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2、柏原古墳群C群・E群の立地と現状
柏原古墳群が立地する舌状に延びる丘陵は、高祖山山麓からの急な傾斜を保ちながらほぼ北

東に延び、C群第1号墳南側付近でいったん嘩斜をゆるめると同時に、若干北東に向きを変え

て、麓の相ノ浦集落まで大小の起伏を織まぜながら続いている。丘陵の東西には、高祖山から

派生した丘陵がほぼ並行して北から東北方向に延びておりこれらに挟まれて狭長な谷地形が形

成されている。柏原古墳群はこういった丘陵上に大きく10群に分かれて分布する総数73基を数

える群集項である。最高位に位置する古墳は柏原古墳群A群の第1号古墳であり標高約95mほ

どの傾斜面に造営されている。また最低位の古墳はすでに消滅してしまったが柏原古墳群J群

第4号頃で標高約24mの扇状台地部に占地している。

これらの中にあってC群は総数22基を数え、数的にも柏原古墳群の中核をなしている支群で

ある。C群の占地する丘陵の中腹から先端部は、ぶどう畑に戦後造成されており、C群中の古

墳分布の在り方からみて、相の浦集落にかけて本来は古墳がさらに存在していた可能性がある。

一方E群は、地形的なまとまり方からみてもわずかに2基で構成されているにすぎず、第2号

頃は遇成工事によってすでに消滅している状況である。こうした支群の在り方は地形的な制約

による群の規模の差異とするよりも、群を構成した集団間の社会的な背景に起因するものと考

えられよう。

なお今回調査した各古墳の概要は下表のとおりである。

号

墳　　 丘 （m ） 石　　　　　　　　　 室 （㎡ ） 出　 土　 遺　 物

時 期

墳　 形 径 日岡
形　 式 却 荊 全 軍 玄 室 長 玄 室 幅 羨 道 長 羨 道嘩 石 材 玄 室 羨 道 革 道 墳 丘

C 癖

6

円 墳 8／一一10 （1 8）
横 穴式 石室

（両袖 ．単室 ）
N －3．－W

右 側 長

4 ・6

軍 側 長

4 ．4

右 側 長

一1．1 －
左 側 長

1．1

奥 壁 幅

－1・・5

前 幅

1 ．1

右 側 長

2 ・8

左 側 長

2 ・6

1．2

一花

牒

石

須 恵 器

杯 、高 杯

耳環 耳環 鉄滓

須 恵 器

杯 、高 杯

6 C 末

～ 7 C 前

8 円 墳
9．3

／－10．5
（2 ．0）

横穴式 石室

（両袖 ・単室 ）

N ＿176

45’－E

右 細 長 右 側 長 ／奥 壁 幅 右 側 長

0 ．42

花
崗

1⊥J石

鉄 鏃 須恵 線 須恵 器 6 C
2．86

左 側 長

2．4

2・35

左 側 長

1・78．／

1 ．8
前 幅

1．12．／

－0．61

左 側 長

0 ・6

刀子 杯身 ．塞 、確 、甕 提

瓶　 －

土 師器

杯身 ．蓋

甕

～ 前 半
i

6 C 半 ば

9 円 墳 ．
1．1・5 （1 ・8 横穴式 石室 N －54。

右 側 長 右 側 長 奥 壁 幅 －右 側 長

0・77 ．

巷
須 恵器 ．須 恵器 土 師器 6 C 後半

4 ．0 2・42 1．75 1・6 一杯 身 ・蓋 杯身．蓋．甕、頗 壷、頼 壷 杯 ．－甕 、 ～ 末

（－12 ～ 2・0 ）．（両袖 ．単 室） 30，＿E 左 側 長

3・86 ‥

左 側 長

2・30

前 幅

1．．7

左 側 長

1．6

岡
111石

高杯 －、提

瓶 、壷

土 師器

高杯 ，／杯

長頸 壷

鉄滓

11 円 墳 12．5 （2 ．5 横穴式 石室 N ．30°

右 側 長 右 側 長 奥 壁 幅 右 側 長

0．8 2 ．－

／花
計

石

須恵削 ・片 須 恵器 須 恵器 6 C ．後半

2．64． 2．0 ・長　 壷、　 壷 ． ヽ
～ 末

～ 13 ～ 3．0 ） （両釉 ・単 室） 30，－E ・左 側 長

4．83

左 側 長

2．95 －

前 幅

2．51

左 側 長

1．6　－

土 師器 ．

杯

甕 、

高 杯 、慮

12　－円 墳 ／ 10．・5 （1・8 横穴 式石室 －N －46°

右 側 長

・4／42

右 側 長

2・35

奥 壁 幅

2 ．0 ．

右 側 屍

2．2
0・66

花
崗

岩

須 恵器 片

土 師器 片

須恵線
的 か蓋農
高杯、嘘
土 師器
甕 、高杯

須 恵器

脚 付 長

6 C 後半

～末
／一一11 ’～－2－・0 ） （両袖 ・－単 室 ） －E 左 側 長
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2．33

前 幅

1．8

一左 側 長

2．2

頸 壷

21 円 ．墳 7／－8 （1．3）
横穴 式石室

（両 袖．単 室 ）
N －4。，W

右 側 長 右 側 長 奥 壁 幅 右 側 長

1 ．1．
花
崗
岩

須恵器 須 恵器 須 恵 器 須 恵 腋 6 C 後半
3．．9

左 側 長

3．6 ．

1．5
左 側 猿
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1．6

前 幅

1．2

－2．1

左 側 長 一

1．7 、

杯か蓋、新
長頸壷
土師器
杯 、耳環

杯身．蓋、高杯

土 器 師 一

杯 耳環

高 杯 － 杯身 ・蓋 、

高 杯

～ 7 C

22 甲 墳
6 ．5

「 7．0
（1．5）

横穴 式石 室

（両 袖．単室 ）

N ・l51。

30’－E

有 側 長

2 ．66

左 側 長

2 ．68

右 側 長 一

1・89 ・

左 側 長

1．59

奥 壁 幅

1 ．62

前 幅 1

1 ．47

右 側 長

0 ．77

左 側 長

1．09

0．62

花
崗
岩

須 恵 器

杯 （身 ）

須 恵器

杯 （蓋 ）

土 師 器 片 土師器片 6 C 後半

～ 7 C

E 群
円 墳

7 ．8 ．
（－2・0）

横穴 式石 室 N －59°

右 側 長 右 側 長 奥 壁 幅 右 側 長

0．94

’花
崗
山石

須 恵 器 須 恵 器 l 須 恵 器 6 C 後半
4 ．6 0 1・60 1 65 3 ．00 杯身．蓋、平瓶 壷 ． 握 瓶 ～．7 C

1 ．
／）9・0 （両 袖．単室 ） －E 左 側 長

4 ．30

左 側 長

1．80

前 幅

1－．70

左 側 長

2 ．．50

臥刀子、耳環、

小五勾玉
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（1）柏原C群第6号墳

1）位置と現状（Fig．2～4、PL・1．2）

古墳群の南西隅に位置し、東側の第21号頃と墳丘端部が接する。墳丘端部の西側は山道で、

南側は土取りのため、削られている。墳丘上面は59．2m、東側裾で57・0mを測る。石室は天井

部が欠失し、土砂が流入していたが、閉塞石は残存していた。

2）墳　丘（Fig．3～5・7、PL．4・5）

地山成形　　本墳は西から東に延びる丘陵尾根の南側に位置し、南側に開口する石室を構築

したものである。地山成形作業は石室の西の溝の掘削と墳丘基底面の整地である。溝は南側部

分は切れている。幅0．8～1．4mを測る。基底面は平坦であるが、東側にゆくにつれて、傾斜が

増す。標高は58．5mを測る。

墳　　丘　　墳丘は削平のため、遺存状況は極めて悪く、盛土は西側で約0．8m、東側で約

0．9mを測る。基底面は西から東に傾斜しているので、東側からの見かけの高さは約1・8mを測

る。墳丘は石室の墓壙に腰石を据えたのちに、壁体を構築しながら盛土している。盛土は壁石

の裏込め部分は比較的薄く積み上げるが、版築はなされていない。石室構築後、墳形を整える

ための盛土が行われる。墳形を整える盛土はあまり締まりがない。したがって、墳丘の盛土は

石室構築時のものと墳丘成形時のものに分けられる。墳丘の平面形は西、南側が削平を受けて

いるため不明瞭だが、円形を呈し、直径は約8～10mを測る。

3）石．室（Fig．6、PL．3・4）

本墳の埋葬施設は主軸をN－3°　－Wにとり、南側に開口する単室の両袖型横穴式石室である。

石室は天井部と壁石の上部を欠失している。

石室は墓壙の内側に構築され、羨道部の先に墓道が続く。石室は長方形の玄室を有し、玄室

の長軸部分に細長の羨道が連結する。左壁で4．4m、右壁で4．6mを測る。石材には主に花崗岩

を使用する。

玄　　室　　奥壁幅1．5m、玄門幅1・1m、左壁で1・1m、右壁で1・1mを測る。壁体は幅50～

100cm、高さ50cm程の転石を立てて腰石としている。奥壁には2石、両側壁には1石使用する。

腰石より上は人頭大の転石を持ち送りながら積み上げている。奥壁と両側壁の隅角における石

材の構築は原石より上は三角持ち送り手法を用いる。天井石は欠失しているが、墳丘と奥壁の

残存状況から奥壁にあと1段の石が積まれていたと考えられる。それから推定される玄室の高

さは約1・4mほどと思われる。

玄門部は素型の両袖で、高さ約70～80cmの転石を立てて袖石としている。袖石幅は左が40cm、
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Bトレンチ西壁
表土
暗黄褐色粘質土層

黄褐色粘質土層（やや暗い）
赤橙色粘質土層

黄褐色粘質土層（やや暗い）1

赤橙褐色粘質土層1
赤橙褐色粘質土層1
黄褐色粘質土層　1

1

赤橙褐色粘質土層1

赤橙色粘質土層
黄褐色粘質土層
黄褐色粘質土層

16．黄褐色粘質土層（ふわふわしている）
17・赤橙色粘質土層（しまっている）
18．赤褐色粘質土層

赤橙色粘質土層（粗砂が多い）　　19．黄褐色粘質土層
赤橙色粘質土層（ふわふわしている）20．黄褐色粘質土層

Fig・7　第6号墳丘土層断面図（1／60）

cm、高さ50cm程の転石を腰石とし、その上に人頭大の転石を積み上げている。それより先、墓

道までほ人頭大の転石を下から積み上げている。天井石の架構の有無による相違と考えられる。

床面には2カ所に梱石が配置される。第1梱石は羨道入口から1・9m測る位置にあり、2個

の割り石を組み合わせて閉塞石の根石としている。第2梱石は細長い石2個を配置している。

床面から約20cmの高さを測る。第1梱石との距離は70cmを測る。床面には敷石は認められず、

直接地山となっている。墓道に行くにつれて若干傾斜していく。

閉塞施設　　羨道部中央からやや玄室寄りに第1梱石を根石とした閉塞施設が存在する。拳

大の転石を積み上げて閉塞するもので、現存高80cm、幅70cmを測る。石積みは雑然とした状態

であるが、内側は比較的整然と積まれている。積み方は下部には大きめの石を、上にゆくにつ

れて小さな石が使用されている。

基　　道　　墓道は羨道端から直線的に接続する。現存長1・7m、幅1．2m、深さ20cmを測る。

墓道は地山を削って造られており、暗褐色粘質土が堆積する。墓道は南にゆくにつれて浅くな

り、断面形はU字形を呈する。

墓　　境　　地山整地面は北から南に傾斜しており、墓境はその傾斜に直交して掘りこまれ

ている0墓壙の平面形は、玄室部で隅丸長方形を呈する。羨道付近になると徐々にすぼまって
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いる。規模は全長約5．3m、幅約2．9m、深さは整地面から約0・5mを測る。

4）出土遺物（Fig．8・9、PL．5）

出土状況　　石室は天井石が取りさられ、玄室敷石も荒らされていることから盗掘を受けて

いたものと考えられる。遺物は破砕されたものが多く、原位置を保っているものは少ない。玄

室からは須恵器、土師器、耳環等が出土した。羨道からは須恵器、土師器、耳環等が出土した。

墓道からは少量の須恵器等と共に鉄浮が出土した。この他、墳丘盛土中から須恵器、土師器等

が出土した。

石室出土の遺物と墳丘出土の遺物を列記すると以下の通りになる。

墳丘

鉄滓

須恵器　　　　　7（内墓道）

土師器　　　　　　2

1

2以上

遺物は細片が多く、図化しえたものは少ない。以下では遺物の特徴を出土地点に関係なく、

述べていく。

須恵器

杯蓋（1～2）1、2とも石室から出土した。1は天井部は丸みをもち、体部と天井部の

境は不明瞭である。ロ縁部に向かって広がりながら続き、ロ縁付近で内側に少し折れる。端部

は丸く仕上げる。天井部は回転ヘラケズリで、範囲は砲以下である。2は天井部は丸みがあり、

体部と天井部の境は不明瞭な作りである。口縁に向かって広がりながら続き、ロ縁付近で内側

に少し折れる。端部は丸く仕上げる。天井部は回転ヘラケズリで、範囲は弘に及ぶ。

杯身（3～5）　3、4は石室、5は墳丘から出土した。3の立ち上がりは低く、内懐する。

端部は丸く仕上げる。鹿部は回転ヘラケズリで、範囲は抜程度である。鹿部は平坦である。4

はロ縁部の立ち上がりは低く、内傾する。端部は丸く仕上げる。鹿部は回転ヘラケズリで、範

囲は抜程度である。鹿部は平坦である。5も同様に口縁部の立ち上がりは低く、内傾する。端

部は丸く仕上げる。鹿部は回転ヘラケズリで、範囲は宛に及ぶ。

高杯（6）　6は墳丘から出土した。杯部のロ縁は直線的に延び、端部は丸く仕上げる。体

部と底面の境には凹線がめぐる。鹿部は回転ヘラケズリを施す。脚部は筒形で、裾部は緩やか



柏原C群第6号墳　－15－

10C田

．一一．．一一　．＼

Fig．8第6号墳出土遺物実測図（1／3）

5．　－　－　I i　　　　　　　　1
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に広がる。端部は丸く仕上げる。裾内面が接地する。脚中位には二条の凹線がめぐる。

短頸壷（7）　7は墳丘から出土した。口縁端部を欠いている。頸部は短く直立する。体部

は扁平な球形を呈する。調整は頸部がヨコナデ、それ以下はカキ目を施す。内面はナデ調整で

ある。

平瓶（8）　8は石室から出土した。口縁は直線的に延び、端部付近でわずかに内湾する。

体部は丸みをもち、肩部は張る。鹿部は平底である。鹿部から体部上半にかけて回転ヘラケズ

リが施される。頸部にへラ記号がある。

甕（9）　9は墓道から出土した。口縁部は外反し、端部は肥厚する。体部は球形で肩が弱

く張る。休部外面には平行叩きの後、カキ目を施す。内面は同心円文の当て具痕が残る。

土師器

脚付壷（10）10は石室から出土した。器形は丸底壷に脚がついたものである。口縁部はや

や内湾気味に立ち上がる。体部は丸みをもち、上半に胴部最大径をもつ。鹿部は丸底である。

外面はへラミガキが施される。脚は緩やかに開く。脚部の下半を欠いている。外面はヘラケズ

リによって面取りされている。

杯（11）11は石室から出土した。鹿部は欠損している。口縁はわずかに折れて「く」の字

形を呈する。鹿部は丸底である。

装身具

耳環（12・13）12は羨道、13は玄室から出土した。12は銅芯に金箔を施したもので、金箔

はわずかに残る。外径は長径が1．98cm、短径が1．81cmを測る。13は銅芯で金箔は見られない。

外径は長径が1・95cm、短径が1・77cmを測る。

C）12　　　　　　　C013

0　　　　　　　　　　　　10cm

ト「．．．；　　　一・　一」

Fig．9　第6号墳出土遺物実測図（1／3、1／2）

0　　　　　　　　　　5cm
土一　一　I l　．一一二1
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（2）柏原C群第8号墳

1）位置と現状（Fig．2～4、PL．1・2）

調査区の西側中央部に位置し、ほぼ真北へ延びる丘陵尾根筋上に占地している。墳丘東南端

は第9号頃に接し、第9号境の地山成形に際して大きく削平されている。西側部分は林道開設

時に掘削され消滅している。墳丘は盗掘と石室の崩壊により陥没していた。現存の古墳頂部は、

標高59．2mを測る。

2）墳　丘（Fig．3～5・11、PL．2）

地山成形　　古墳構築に伴う地山成形は、墳丘の西南側の三日月形の溝の掘削と、墳丘基底

面の地山整地が行なわれている。三日月形の溝は後世の削平によってその形状はほとんど留め

ていないが、溝鹿部の形状から、尾根筋を横断する形で掘削されたものと思われる。地山整地

面は斜面の傾斜に沿って平坦な面に仕上げられており、平面形は南北に6．5m、東西に約5・5m

のやや不整形な円形である。断面形は台状となり、三日月形の溝基底面との比高差は約0．5mを

∈

宗

票

∈

3
－

票

1

0　　　　　　1

し口口；　．1

Fig．10　第8号墳石室平面及び断面図（1／60）

g
・

g
ヨ
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測る。北側は二段に削平されている点が注意される。削平面には木炭片をブロック状に含む凹

凸面がみられた。古墳築造地点の木立の伐閑と焼却が整地作業に際して行なわれたことが推定

できる。

墳　　丘　　墳丘は、地山整地面を基底として盛土が行なわれているが、盛土のほとんどは

削平または流失しており、土層堆積の状況は不明である。墓壙と石室腰石部分間の裏込めは、

厚さ約5～10cm程で版築状に叩き締められているが、締まりは悪い。

なお墳丘東側は第9号頃の地山成形時に大きく削平されており、その原形はほとんど留めて

いない。

墳丘規模は、現存径が約8．5mで、復元径は約9．5～10mと思われる。

3）石　室（Fig．10、PL．6・7）

石室は単室の両袖型横穴式石室である。南に開口し、その主軸はN－17。45－Eをとる。天井部、

側壁上半部は崩落しており、大量の土砂とともに埋没していた。壁体は腰石から2段目ほどが

遺存しているのみである。石室右側壁は全長2・86m、左側壁は全長2・40mを測る。

基　　境　　地山整地面から約80～90cmの深さで掘り下げている。平面形は不整形な長方形

で長さ3．45m、幅2．70mを測る。墓壙の南端は羨道部端に一致し墓道掘り方に連結している。

玄　　室　　平面形は羽子板状の長方形で奥壁幅1・80m、前幅1．12m、右側壁2．35m、左側

壁1・78mを測る。北西隅部がやや内側に迫り出しており、左側壁長がやや短くなっている。石

室の構築に用いられた石材は花崗岩である。全体的に小振りである。腰石は約20～30cm厚のや

や大きめの板石をいずれも垂直に据えている。石室壁体の構築状況は腰石から上の壁体が崩落

しているため不明である。玄室床面には厚さが3～5cmの板石を床面全体に二重に敷きつめて

いる。墓壙床面と敷石間は小石をやや多く含む明褐色粘質土により整地している。奥壁周辺は

第1面が剥がされており第2両のみ残っている。盗掘によるものと思われる。第2両の北東部

隅に刀子、鉄鏃が出土している。

羨道及び閉塞状況　　羨道は平面形がハの字形に広がり開口している。前幅0．55m、奥幅0．

42m、長さ右側壁0．61m、左側壁0．6mを測る。開口方向は玄室主軸からやや西側に向き、左側

壁が短くなっている。墓壙斜面に板石を小口を揃え3～5段積み上げ構築している。閉塞は玄

門部から行なわれている。閉塞石として縦50cm、横55cm、厚さ12cmの扁平な板石を梱石に接し

て立て、－下半部を真土で埋め戻した後に、羨道部いっぱいに長めの礫石を積み上げ閉塞してい

る。閉塞後に羨道左壁には、須恵器杯（身・蓋）が供献されている。

基　　道　　墓壙から連接して南へ延びている。長さ約1．3m、幅約1．2mで確認された。

すでに削平されており墳丘外には墓道の痕跡は認められないが、羨道部の方向性から考えて、

羨道から南へ続いた後に、西南側に方向を変え延びていたことが予想される。



58．50m

Bトレンチ北壁

0　　　　　　　1

第8号墳Bトレンチ

1．表土層
2．灰黄褐色砂土層
3．褐色砂土層
4．黄灰褐色土層（混木炭）軟質土
5．黄灰褐色土層（混木炭）軟質土
6．黄灰褐色土層（混木炭）軟質土
7．明灰黄褐色土層（木炭含む、第9号項と比べ少い）
8．灰黄褐色土層

Fig．11第8号墳墳丘土層断面図（1／60）

第9号墳Bトレンチ西壁　　第9号墳Aトレンチ北壁　　第9号墳Cトレンチ北壁

1．

2．

3／

4・

5／

6

7

8

9

10

1I

l2

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

赤褐色土層
暗灰色土層

褐色土層
赤褐色土層

黄灰褐色土層
赤褐色土層
赤黄褐色土層
明赤褐色土層
褐色土層（混砂）
黄灰褐色土層

明黄灰褐色土層
灰黄褐色土層（木炭片が点在）
黄褐色土層
黄灰褐色土層
赤褐色土層

1．表土
2．表土直下暗褐色～褐色砂土層
3．灰（赤）黄褐色土層
4．明褐色土層
5．明褐色砂土層
6．　　　〝

7．赤黄褐色土層
8．赤褐色土層
9．黄灰褐色土層
10．　　・・

11．黄灰褐色土層
12・赤褐色土層
13．　　　′・

14．黄灰褐色土層
15．　　　′・

16．赤褐色土層
17．黄灰褐色土層
18．赤灰褐色土層
19．赤灰褐色土層
20．黄灰褐色土層

1．根による撹乱
2．灰色粗砂
3．

4．暗褐色土層
5・暗灰褐色土層
6．褐色粘含土層
7．暗褐色砂土層
8．黒灰褐色土層
9．褐色砂土層
10．時黄褐色土層（木炭片を含む）

11．黄褐色土層
12・　　．．

13・暗褐色土層
14子－／暗褐色土層

15．褐色土層
16．赤褐色土層
17．時赤褐色土層
18・灰黄色土層（木炭）
19．赤褐色土層
20．赤褐色土層
21・赤褐色土層

22．赤褐色土昏1
23．赤褐色土層
24．時黄灰褐色土層
25．　　・・

26．　　・・

27．明赤褐色土層
28・明褐色土層
29．明赤褐色土層
30・　　・・

31．　　・・

32．黄灰褐色土層
33．明黄灰色土層
34．　　・・

35．　　　′′

36．黄灰褐色土層

37．明赤褐色土層（砂）
38．赤褐色土層
39．赤褐色土層
40．約10cmずつの赤褐色土と

黄灰色土との互層
41．黄灰色、黄灰褐色土層
42．　　・／

43．黄灰色粘質土層（地山）

59．00m

第8号墳Cトレンチ

1・表土層
2．灰褐色砂質土層（粗を多く含む）
3．暗褐色一褐色粘質土層（須恵甕の掘り方）
4．時補色一褐色粘質土層（赤褐色須恵甕の掘り方）

5．褐色粘質土層（墳丘盛土）
6．褐色粘質土層
7．褐色粘質土層（木炭片を多く含む）
8．（黄）褐色砂質土層（大粒の砂混）盛土
9．（赤）褐色砂質土層（大粒の砂混）盛土

10．赤褐色粘質土層木炭砂を若干含む
11．褐色粘質土層
12～19．第9号墳周構内埋土褐色～赤褐色土の2次堆積土層

（13層は盛土）
20．黄褐色土層（木炭を多く含む、下層は厚く堆積している）

Bトレンチ西壁

59．00m

Fig・12　第9号墳墳丘土層断面図（1／60）

A・Cトレンチ北壁

0　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　3m
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4）周　溝（Fig．4．5、PL・6）

周溝は遺存状況が悪く、第1区墳丘裾部で幅1・5m、長さ約2m、第3区において幅1m、

長さ1．5m程が確認された。暗灰褐色粘質土を覆土としている。第1区では墳丘祭祀に供され

た須恵器片が二次堆積で出土している0

5）出土遺物（Fig．13～15、PL・8・9）

出土状況　　盗掘を受けているために遺物の出土量は少ない。石室内からは、鉄鏃が約15個

体（67片）刀子が1個体分（4片）、羨道・墓道からは須恵器杯（身3片・蓋13片）、嘘2片、

甕1個体（10片）、土師器高杯1点、提瓶1点、甕1個体（48片）、墳丘からは須恵器杯（身14

片、蓋2片）、甕1個体、表土からは土師器片が出土している。羨道部で出土した14～21は閉

塞後の供献土器と考えられるもので、第8号頃の造営時期の一端を知り得る遺物である。その

他はいずれも原位置を留めておらず、盗掘等により二次的に堆積したものである。なお、墳丘

第1区で出土した甕の鹿部は盛土内に据えた状況で出土したが、墳丘祭祀が行なわれた可能性

を示している。

羨道部出土遺物（14～21）

須恵器

杯蓋（14～16）　口径は13・2～15cm、器高は4．4cmを測る。いずれも天井部と休部の境に弱

い沈線がめぐり、口縁部内両端部に段または弱い沈線がめぐる。焼成は良好でよく焼き締まっ

ており硬質である。天井部はシャープなロクロ回転ヘラケズリにより成形されている。15と16

の天井部内面にはシック痕が残る。14は回転ナデにより消している。色調はおおむね青灰色で

ある。杯身（17～19）とはセットとなる。

杯身（17～19）　口径は11．7～12．8cm、器高は4．7～5．3cmを測る。いずれも鹿部はシャープ

なロクロ回転ヘラケズリにより成形されている。口縁部は直線的に引き出されやや内懐してい

る。受け部と立ち上がり部の境には細い沈線がめぐる。18は口径に比して器高がやや高い。焼

成はいずれも良好で、よく焼き締まっており硬質である。胎土はきめ細かく精良。色調はおお

むね青灰白色である。

提瓶（20）　復元口径は5．1～5．3cm、器高は17．4cm、休部径は14．8cmを測る。扁平な球形の

休部の横位にラッパ状に開く口縁部を接合している。体部の外面は回転カキ目とヘラケズリに

より成形している。口緑部はヨコナデ。胎土はきめ粗く、焼成はあまり良くなく脆い。

色調は明褐色。

高杯（21）　口径は12．3cm，器高13・9～14．3cmを測る。焼き歪みがみられる。杯部は鹿部と

口縁部との境に弱い段．沈線をめぐらしている。脚部は脚鹿部へラッパ状に広がっている。脚
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部内外面には絞りの痕跡がみられる。焼成はあまり良くなく脆い。明褐色を呈す。

墳丘出土遺初（22～30）

須恵器

杯蓋（22～25）　口径は13．0～14．2cm、器高は3．8～4．2cmを測る。22と24は天井部と体部との

芋F

害遥

三二二

冒∃∈≡碧

≡，－l‾

10cm
l L　．　－　L　；　　　　　　　l

Fig．13　第8号墳羨道部出土遺物実測図（1／3）
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境に弱い沈線がめぐり、口綾部内面端部に段または弱い沈線がめぐる。焼成は良好でよく焼き

締まっており硬質である。天井部はシャープな回転ヘラケズリにより成形されている。23と25

は22．24と比べやや小振りで、丸みのある作りである。口緑端部は丸くおさまる。焼成はいず

れも良好で、堅く焼き締まっている。色調はおおむね灰色～明灰色である。

杯身（26～28）　口

径は11．6～13．1cm、器

高は4．1～13．．2cmを測

る。鹿部はいずれも回

転ヘラケズリによって

成形している。ロ緑部

は内湾気味に立ち上げ

引き出された後、わず

かに内懐し、端部は丸

くおさまる。26はへラ

記号が外面に施されて

いる。焼成は28がやや

軟質であるが他は良好

で堅く焼き締まってい

る。色調はおおむね明

灰色である。

壷（29）　口径7．6

cm、器高は8．5cm。胎

土は精良で焼成良好。

胴部は丸みがあり、肩

はやや下がったなだら

かなカーブを描いてお

り、張りは弱い。

口縁部は肥厚している。

土師器

杯（30）　口径13．3

cm、器高6．3cm。体部

中位からやや上部で弱

く屈曲し直線的に立ち

5言E

0　　　　　　　　　　　　10C田

1．Ⅰ．．；　　　　　　　！

Fig．14　第8号墳墳丘表土出土遺物実測図（1／3）
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上がる。器面が粗れているため調

整痕は不明。焼成不良。明褐色を

呈す。

石室出土遺物（31～35）

鉄製品

銑鉄（31～34）　図示したもの

は形態的に特徴のあるものである。

破片総数78点で、個体数で15点以

上あるものと思われる。31は広鋒

両丸造三角形式に属する。茎がわ

ずかに欠損している。現存長は

10．8cm、鋒長4．6cm。32は片丸造

辣箆被整箭式である。現存長は9．6

cm。鋒長4．4cm。33・34は関無両

．

・

，

■

ヽ

．

／／二，

－

l

l／

一　骨
0　　　　　　　　　　　　　10cm

1　－　．．．11・　・・　！

江「』転二轟暫
－

lL．＿・J　　　　35

Fig．15　第8号墳石室床面出土遺物実測図（1／3）
丸造嫌箆被堂箭式である。いずれ

も先端および茎端が欠損している。

現存長は33が6．4cm、34が7．3cm、鋒長は33が4．6cm、34が2．3cmである。

刀子（35）　はぼ完形であるが3つに折損している。全長は16・6cm、茎長は6・2cm、身長は10．

4cm、鋒厚は0．35cmであるO切っ先がわずかに反っている。茎には木質が若干付着している。

C群第9号墳閉塞石除去作業風景
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（3）柏原C群第9号墳

1）位置と現状（Fig・2～4、PL・1・2・10）

調査区の西南部に位置し、ほぼ真北へ延びる丘陵尾根筋の東南側斜面に占地している。墳丘

西側は第8号頃に接し、南端は第21号墳に接している。墳丘頂部は盗掘と石室の崩壊により陥

没していた。盗掘壙は墳丘北側から石室奥壁にかけて開けられ、石室床面下まで及んでいる。

石室の遺存状況はあまり良くない。現存の古墳頂部は、標高59．1mを測る。

2）墳　丘（Fig．3～5・12、PL・6・10・11）

地山成形　　古墳構築に伴う地山成形は、丘陵尾根筋の西側斜面の溝の掘削と、墳丘基底面

の地山整地が行なわれている。溝は、尾根筋に平行して設定され、第8号墳東側墳丘を約半分

ほど削平し、さらに第9号墳墳丘の北側まで及んでいる。平面形は三日月形を呈している。遺

存している溝の長さは約12．5mで、溝の上端と基底面との比高差は1・1mを測る。地山整地は

斜面の傾斜に沿ってほぼ平坦な面に仕上げられている。平面形は南北に9・5m、東西に約8・5m

のやや不整形な隅丸長方形である。断面形は台状で、三日月形の溝基底面との比高差は0．5～1．

0mを測る。斜面の傾斜が急になっている東南側には、幅0．55m、長さ3m程の直線的な溝が

掘削されている。削平面には木炭片をブロック状に含む凹凸面がみられた。古墳築造地点の木

立の伐閲と鹿部が整地作業に際して行なわれたことが、第8号墳同様推定できる。

墳　　丘　　墳丘は、地山整地面を基底として盛土が行なわれている。墳丘は本頃の立地の

関係上西南側の流失が目立つ。また、西側墳丘は第21号墳築造時に若干削平されている。盛土

の形成過程はは大きく三段階にわけられる。第1段階は、墓壙掘り方上端まで（石室腰石の裏

込め）で、第2段階は石室側壁から天井部までの裏込めと被覆で、第3段階が墳丘整形である。

第3段階の墳丘整形はBトレンチでその一部が認められた。第2段階の盛り土は叩き締めが十

分ではなく全体に軟質である。石室腰石の裏込めは、赤褐色粘質土、灰褐色粘質土の互層が観

察された。厚さ約5～10cm程で版築状に堅く叩き締められている。墳丘規模は、現存径が約1

0．5mで、復元径は約11．5～12mと思われる。高さは墳丘地山整地面から1．8～2．0mほどと考え

られる。

3）石室（Fig・4・16、PL・10．11）

石室は単室の両袖型横穴式石室である。西南に開口し、その主軸はN－54。30－Eをとる。天井

部、側壁上半部は石材が技かれ消滅しており、腰石が遺存しているのみである。とくに玄室奥

壁は腰石まで技かれており破壊が顕著である。石室右側壁は全長4．0m、左側壁は全長3．86m

を測る。
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Fig．16　第9号墳石室平面及び断面図（1／60）
0　　　　　　1 3m
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毒　　境　　地山整地面から約70～90cmの深さで垂

直に掘り下げている。羨道部床面は緩やかな傾斜をつ

けている。平面形はやや不整形な隅丸長方形で右側辺

5．26m、左側辺4．87m、奥壁側3．15mを測る。墓境の

西南端は羨道部端に一致し墓道掘り方に連結している。

玄　　室　　北西隅部の側壁腰石は盗掘によってや

や内側に迫り出しておりまた奥壁の腰石が技かれてい

る。玄室床面の平面形は長方形で奥壁幅1．75m、前幅

1．7m、右側壁2．42m、左側壁2．30mを測る。石室の構

築に用いられた石材は花崗岩である。腰石は約20～30

cm厚のやや大きめの板石をいずれも垂直に据えている。

50cm

Fig．17　第9号墳墳丘第4区供献土器
出土状況図（1／20）

石室壁体の構築状況は腰石から上の壁体が消滅しているため不明である。玄室床面には厚さが

2～5cmの板石や転礫を床面全体に敷きつめていたと思われるが、盗掘によって奥壁部分と右

袖周辺にわずかに残るのみである。墓壙床面と敷石間は丸い小石（川原石か）を多く含む褐色

粘質土により整地している。土質は堅く締まっている。右袖石の下に、須恵器杯（身）、提瓶が

出土している。

羨道及び閉塞状況　　羨道部は平面形がコの字形で、わずかに広がりながら開口している。

床面は梱石を据えた後にほぼ水平に埋め戻され整地されている。羨道部の壁体は墓壙斜面に一

抱えほどの石を小口を揃え4～6段積み上げ構築している。前幅0．85m、奥幅0・77m、長さ右

側壁1．6m、左側壁1・6mを測る。開口方向は玄室主軸にほぼ沿っている。閉塞は玄門部から行

なわれている。縦0．50m、高さ約1m、幅0．56m、厚さ0・35mの扁平な板石を梱石に接して立

て、下半部を真土で埋め戻した後に小礫を若干積み上げ閉塞している。

基　　道　　墓壙および羨道から連接して南へ延びている。石室主軸よりやや南にかたよっ

ている。長さ約3．3m、幅約2．1m（掘り方上端）を測る。出土遺物はいずれも墳丘祭祀用の須

恵器片が二次的な堆積でみられた。東南方向に向きを変え、第21号境の北側を抜けてさらに延

びていたと思われる。

4）周　溝（Fig．4・5、PL．11）

周溝は遺存状況が比較的良好で、第1区から墳丘第2区裾部で確認できた。第4区では第21

号頃から削平されており遺存していない。幅2・0m、長さ約10mほどを測る。黒灰色～黒褐色

粘質土を覆土としている。第．1区では墳丘祭祀に供された須恵器片が二次堆積で多数出土して

いる。なおこの中には、本来第8号墳の墳丘第3区での祭祀で用いられたものがかなり混入し

ているO
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5）出土遺物（Fig．19～23、PL．13～15）

出土状況　　遺物の出土量は今回調査した7基中ではもっとも多いが、本頃も盗掘を受けて

いるため遺物のほとんどは原位置を留めていない。石室内からは須恵器杯（身・蓋）、高杯、

提瓶2、長頸壷1などが、羨道・墓道からは須恵器杯（身・蓋）、甕、土師器高杯、杯、墳丘

からは先述の器種のはかに長頸壷、短頸壷、土師器甕、鉄滓などが出土している。これらの中

で墳丘第1区で出土した88．89や第4区で出土した80～87は、一括して供献されたもので、出

土状態からみて古墳築造時期に最も近い資料と考えられる。石室内から出土した36・41、羨道

から出土した42～44は造営期間の推定の手掛かりとなる遺物である。

石室内出土遺物（36～41）

須恵器

杯蓋（36・37）　口径は11．6～13．6cm、器高は4・2～5．0cmを測る。36はつまみがつく。つまみ

の周囲に櫛歯押捺文をめぐらしている。天井部と口縁部の境、またロ縁部内両端部には弱い段

を有する。37の天井部は丁寧なヘラケズリにより成形される。口縁部は丸くおさまる。いずれ

も焼成良好で、よく焼き締まっている。

諺居宅≡
－1・．・．．

．，，∵，、∴∴、〔

10C田

1．　－　－　－　；．．　　　　　1

Fig．18　第9号墳石室内出土遺物実測図（1／3）
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杯身（38）　口径11．9cm、器高4．6cmを測る。口縁部はやや内懐し端部は丸くおさまる。鹿部

はシャープなヘラケズリによって成形されている。焼成良好。

高杯（39）　杯部のみで、脚部は欠損している。口径11．6cm。鹿部とロ縁部の境には沈線が

めぐる。鹿部はカキ目仕上げ。焼成良好。黒灰色を呈す。

長頸壷（40）　口径9．7cm、器高17．8cmを測る。胴部最大径は肩部にあり、肩部には浅い凹線

が三条めぐる。頸部下端には突帯を貼付け、斜位の沈線を施している。頸部はやや開き気味に

口緑へ延び、口縁端部下でわずかに屈曲し直立する。頸部から肩部にかけて薄い縁灰色の自然

釉がかかっている。

提瓶（41）　口径7．0～7．2cm。器高17．3cm。把手が肩部に2つつくがいずれも欠損している。

口綾部外面には段を有し、頸部に櫛描き波状文を施す。波状文はやや粗く乱れている。頸部と

肩部、胴部にへラ記号がみられる。

羨道部．周溝出土遺物（42～45）

須恵器

杯蓋（42～44）　口径は11．3～13．1cm、器高は3．4～3．7cmを測る。42は平坦な天井部にへラ

切り離し痕をそのまま残す。いずれも口縁部は丸くおさめ、天井部と口緑部の境は不明瞭であ

る。焼成は42がやや悪いが他は良好で、よく焼き締まり硬質である。41は長めのかえりを持つ。

甕（45）　口径は約25cm。口縁部は肥厚し内面は浅く窪んでいる。胴部内面には同心円文の

叩きが、外面には平行叩きが残る。焼成はあまり良くなく脆い。灰白色を呈する。

墳丘（第1区）出土遺物（46～79）

須恵器

杯蓋（46～56）46は

口径6．4cm，器高4．0cm

を測り、長めのかえり

を持つ。47・49の口径

は8．7～9．5cm、器高は

2・5～3・5cmである。他

の口径は11．5～14．9cm、

器高は3．5～4・9cmを測

る。48はつまみがつき、

口縁端部内面には段を

有す。天井部とロ縁部

の境には明瞭な境はな

いが、弱い凹線がめぐっ

三三三さ±・

－．．－．．．－．－‾－／jiiT

10cm
上．．．－；　　　　王

Fig．19　第9号墳羨道．周溝出土遺物実測図（1／3）
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声賢
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Fig．20　第9号墳墳丘（1区）出土遺物実測図（1／3）
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ている。50・53・54は天井部とロ綾部との境に段を有し、口縁端部内面にに弱い段が認められ

る。いずれも焼成は良好で、硬質である。色調はおおむね灰白色～淡青灰色を呈す。その他は、

全体的に丸みを帯びた作りで、天井部からロ綾部にかけては境が明確ではない。ロ緑部も丸く

10cm
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おさまりやや厚手である。焼成はやや良好で、硬質である。色調は灰白色～灰色を呈する。

杯身（57～61．63～67）　口径は11・4～13．6cm、器高は4．1～5．2cmを測る。最大径のものは63

である。58が直線的な口縁端部に弱く段の名残を留め、型式的にやや古い様相を示しているの

に対して、その他は内湾気味に立ち上げ、口縁端部は丸くおさめている。口径に比して器高が

高いものは57・61・64・66である。焼成は、58・60・63が軟質で焼き締まりが悪いが、他は良

好で硬質である。

高杯（68・69・74・75）　68は口径8．7cm、器高7．2cmを測る。杯部は体部中央で弱く屈曲す

る。脚部は段を有し大きく開く。焼成はあまり良くない。69は口径11．3cmである。脚裾部は欠

損している。杯部鹿部にはへラ先押捺文を施文し、脚部には二段の三角形の透しを入れている。

74・75は有蓋高杯である。口径は74が13．0cm、75が12．0cm、器高は74が10．5cm、75が11．8cmを測

る。いずれも太めの脚部を有している。杯部の立ち上がりはやや長めに上方へ引き出されてい

る。

短頸壷（70～73）　大小ふたつのタイプがある。70．71は口径7・2～7．5cm、器高6・1～6・4cm

を測る。72・73は口径

8・6～9．2cm、器高8．0～

8．3cmを測る。いずれ

も鹿部は回転ヘラケズ

リ、体部から肩にかけ

ては目の細かなカキ目

で器面を仕上げている。

嘘（76～79）　口径

は12．2～13．7cm、器高

は14．3～16．1cmを測る。

いずれも休部は扇平な

球形をなす。76の頸部

はやや細身で、下部が

締まっている。頸部に

は、二条の沈線がめぐ

るもの（76）、カキ目

を残すもの（77）、櫛

描波状文を施文するも

の（78・79）がある。

焼成はいずれも良好。

0　　　　　　　　　　　　　10cm　80
L－1．．　－　；、　　　　．1

Fig．22第9号墳墳丘（4区）出土遺物実測図（1／3）
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なお78には鹿部にへラ記号を残す。

甕（88・89）　88は口径23・5cm、器高47・0cm。89は口径23．7cm、器高35．5cmを測る。88は端正

な卵形の体部で、中位よりやや上に最大径を測る。内面は同心円の、外面は格子目の叩き痕が

残る。89はかなり焼き歪みが顕著で、器形がかなり歪んでいる。頸部には丁寧な櫛目波状文を

施文している。

墳丘（第4区）出土遺物（80～87）

須恵器

杯蓋（80～82）　口径は13．5～14．1cm、器高は3．8～4．6cmを測る。いずれもシャープな回転

ヘラケズリで天井部を仕上げている。80はロ縁端部の内面に段を有し、天井部と口綾部の境に

は弱い段と凹線がめぐっている。81．82の口縁端部は丸くおさめている。

杯身（83～86）　口径は11・5～12．3cm、器高は3．3～5・1cmを測る。86以外はやや扁平な器形

である。作りはいずれもシャープで、硬質である。80と86、81と85、82と83がセットである。

土師器

高杯（87）　口径13．8cm、現存器高5．0cmを測る。杯部の鹿部は回転ヘラケズリで成形して

いる。口縁部は体部中位でわずかに外反している。胎土はやや粗く砂粒を含む。

Fig．23　第9号墳墳丘出土遺物実測図（1／6）

0　　　　　　10cm
l口　口！　　　！
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（4）柏原C群第11号墳

1）位置と現状（Fig・3～5、PL．2．16）

調査区の西北部に位置し、ほぼ真北へ延びる丘陵尾根筋からややはずれた東北側斜面に占地

している。墳丘東側は第12号頃に接し、西側～東側裾部は林道と今回の土取り作業によって消

滅している。墳丘頂部は盗録と石室の崩壊により大きく陥没していた。盗掘壙は墳丘頂部から

石室床面下までおよんでいる。壁体石材はほとんど抜き去られており玄室の遺存状況はあまり

良くない。現存の古墳頂部は、標高56．7mを測る。

2）墳丘（Fig・4・5・25、PL．16．17）

地山成形　　古墳構築に伴う地山成形は、丘陵尾根筋に直交する馬蹄形の溝の掘削と、墳丘

基底面の地山整地が行なわれている。馬蹄形溝は、墳丘西側から第12号墳西側墳丘中位を削平

し、墳丘第3区まで掘削されている。古墳前鹿部にあたる南側は花崗岩が露出している。林道

開設によ・つて消滅した西側端部の位置を推定すると馬蹄形溝は墳丘の約％を取り込むように設

定されていたものと思われる。両端部の推定長は約14．5mで、溝の上端と基底面との比高差は

1．2mを測り、かなり深く溝の掘削が行なわれている。

地山整地は斜面の傾斜に沿ってはぼ水平な面に仕上げられている。平面形はやや不整形な隅

丸方形で、南北に11・Om、東西に約12．5mを測る。断面形は台状で、馬蹄形溝の基底面との比

高差は0．3～0．5mを測る。整地面には木炭小片が比較的多く分布し、また木炭片をブロック状

に含む凹凸面が、第8・9号墳同様みられた。整地作業に際して古墳築造地点の木立の伐閲と

焼却が行なわれたことが推定できる。

墳　　丘　　墳丘は、地山整地面を基底として盛土が行なわれている。墳丘は今回調査した

7基中ではもっとも良好に遺存していた。墳形は円錐台状を呈している。盛土の形成過程は大

きく三段階にわけられる。第1段階は、墓壙掘り方上端まで（石室腰石の裏込め）で、第2段

階は石室側壁から天井部までの裏込めと被覆で、第3段階が墳丘成形である。第3段階の墳丘

成形はA～Cの各トレンチでその墳丘裾部に一部が認められた。第2段階の盛り土は墳丘中位

まで一挙に多量の土砂を盛土したものと思われる。各層は叩き締めが十分ではなく全体に軟質

である。石室腰石の裏込めは、小礫を含む赤褐色粘質土、灰褐色粘質土の互層が観察された。

厚さ約10～15cm程で版築状に堅く叩きしめられている。墳丘規模は、現存径が約12・Om、現存

高が地山整地面から2．1mである。復元径は約12．5～13mと思われる。高さは墳丘地山整地面

から2．5～3・Omほどで、今回調査した7基中ではもっとも規模が大きい。
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Fig．24　第11号墳石室平面及び断面図（1／60）
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3）石　室（Fig・24、PL・16）

石室は単室の両袖型横穴式石室である。西南に開口し、その主軸はN－30。30－Eをとる。天井

部、側壁上半部、奥壁、東側壁腰石は石材が技かれ消滅している。床面はほぼ全面にわたって

掘り下げられており、本来の墓壙床面は残っておらず、きわめて破壊が顕著である。石室右側

壁は全長4．83m（推定）、左側壁は全長4．83mを測る。

基　　境　　地山整地面から約30～60cmの深さでほぼ垂直に掘り下げている。玄室梱石の下

部には花崗岩が露出しているが、墓壙床面はこの岩盤の平坦面にあわせて掘削したものと思わ

れる。羨道部床面は緩やかな傾斜をつけている。平面形はやや不整形な隅丸長方形で右側辺

6．10m、左側辺6．20m、奥壁側4．55mを測る。墓壙の南壁は羨道部を取込み、墓道掘り方に連

結している。

玄　　室　東北隅部の奥壁．側壁腰石は盗掘によって抜き去られている。玄室床面の平面

形は長方形で奥壁幅2．51m（推定）、前幅2．51m、右側壁2・64m、左側壁2．95mを測る。石室の

構築に用いられた石材は花崗岩である。腰石は約30～40cm厚の大きめの板石をいずれも垂直に

据えている。石室壁体の構築状況は腰石から上の壁体が消滅しているため不明である。玄室床

面には板石や転礫を床面全体に敷きつめていたと思われるが、完全に破壊され本来の形状は留

めていない。梱石と右袖石付近にわずかに残っているのみである。

羨道及び閉塞状況　羨道部は平面形がハの字形で、わずかに広がりながら開口している。

床面は梱石を据えた後にはぼ水平に埋め戻され整地されている。羨道部の壁体は墓境内に斜面

大振の花崗岩を小口を揃え2～4段積み上げ構築している。前幅1．60m、奥幅0．80m、長さ右

側壁2．0m、左側壁1．6mを測る。開口方向は玄室主軸から東にやや偏っている。閉塞は玄門部か

ら行なわれている。高さ約0．7m、幅0．60m、厚さ0．25mの扁平な板石を梱石に接してやや内懐さ

せ立てかけ、下半部を粘質土を突き固めて埋め戻した後に長めの小礫を積み上げ閉塞している。

基　道　墓壙および羨道から連接して西南へ延びている。石室主軸よりやや東に偏って

いる。長さ約1．5m、幅約1．4m（掘り方上端）を測る。出土遺物はいずれも墳丘祭祀用の須恵器

片が二次的な堆積でみられた。墓道は西南方向に向きを変え、墳丘西側を技けていたと思われる。

4）周　溝（Fig．4．5、PL．16・17）

周溝は遺存状況が比較的良好で、墳丘第1区から第3．4区裾部で確認できた。幅1．5～2・0

mほどを測る。黒灰色～黒褐色粘質土を覆土としている。第12号境との境にあたる第3・4区

では墳丘祭祀に供された須恵器片が二次堆積で多数出土している。この中には、本来第12号頃

の墳丘第1区で祭祀で用いられたものがかなり混入している。なお周溝は、第3号焼土壌、第

4号土壌によって切られている。



第11号墳Bトレンチ（東壁）　　　　　　第11号墳A・Cトレンチ（南壁）

Bトレンチ（東壁）

1．表土層（腐植土）
2・表土床土層
3．褐色土層（軟）
4．赤褐色土層（軟）
5・灰黄褐色土層
6．暗褐色土層
7・灰褐色土層
8．褐色土層
9．灰褐色土層（砂粒やや目立つ）

10．灰褐色土層（9層と比べやや明るい）
11．灰褐色土層
12．明褐色土層
13．明褐色土十赤褐色土層
14．明褐色土十赤褐色土層
15．黄灰褐色土層

16．灰褐色土層（根でなくなっている）
17．赤褐色土層
18．赤褐色土層
19．黄灰褐色土層
20．赤褐色土＋黄褐色土の混合層
21．灰褐色土層
22・暗灰褐色土層（木炭が多く混入）
23．黄灰裾色土層（木炭片を含む）
24・黄灰褐色土層
25．赤褐色土層
26・赤褐色土十黄褐色土の混合土層
27・赤褐色土層

28．赤褐色土＋黄灰褐色土層
29．明灰褐色土層

A．Cトレンチ（南壁）

Fig．25　第11号墳墳丘土層断面図（1／60）

第12号墳Aトレンチ

1．補色土層
2．褐色土層

3．褐色土層（赤褐色土混入）
4．褐色土層
5．灰褐色土層

6．褐色土層
7．赤褐色七十灰褐色土層
8・補色土層
9．灰褐色土層
10．赤褐色土＋褐色土層
11・赤褐色土層ブロック
12．赤褐色土層ブロック
13．補色土層
14．赤褐色土層
15．黄褐色土層
16．灰褐色土層

19・灰一暗褐色土層
25．明黄灰褐色土層（上層に木炭片を含む）
26・赤褐色土層（地山面）

第12号墳Bトレンチ　　　　　第12号墳Cトレンチ
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

表土層　　　　　　　　　　　　1．褐色土層
灰褐色土層　　　　　　　　　　2．暗褐色土層（砂的）
灰褐色土層（若干の木炭片を含む）3．暗褐色土層（砂的）
褐色土層
褐色土層
灰褐色土層
明褐色土層
暗褐色土層

灰黄褐色土層
灰黄褐色土層
黒灰褐色土層（木炭片多し）
灰褐色．赤褐色土層
赤褐色土層

灰黄褐色土層
灰褐色土層
明褐色土層
黄褐色土層
赤褐色土＋灰褐色土層
赤褐色土＋黄灰色土層

暗黄灰褐色土層（地山面）

4．褐色十赤褐色土層
5．明補色土層
6．暗灰褐色土層
7．補色土層赤褐色土層

0　　　　　1　　　　　　　　　　　　3m

1・灰褐色粗砂土層
2．赤褐色粘質土層（混砂）
3．赤褐色粘質土層（やや黄色みが2より強）
4．灰黄褐色土層（木炭片がやや目立つ）
5・赤褐色砂土層
6．赤褐色砂土層（やや黄色）
7．灰赤褐色土層
8．灰黄褐色土＋赤褐色土層
9．灰褐色土層

10．灰黄褐色土層
11．時灰褐色土層
12．時灰黄褐色土層
13．時灰黄褐色土＋赤褐色土層

14．時黄灰色～灰褐色粘質土層（木炭片を含む）
15．時黄灰色～灰褐色粘質土層（木炭片を含む）
16．灰黄褐色＋赤褐色粘質土層
17．暗灰褐色土層（木炭片を含む）
18．暗灰褐色土層
19．赤褐色に黄灰色が混入
20．黄灰褐色に赤褐色が混入（赤みが21より強）
21．赤褐色、黄灰色土の混合土層
22．（上）黄灰褐色に赤褐色土が混入

（下）黄灰褐色（石、木炭片が混入）
23．赤褐色土に黄灰色が混入
24．赤褐色土に黄灰色が混入（軟質）

25．黄灰褐色土層（わずかに赤身）
26．黄灰褐色土層
27．褐色土層
28．黄灰褐色土層（裏込土）
29．赤褐色土層（裏込土）
30．褐色粘質土層

31．赤褐色土層
32．黄灰褐色土層
33．黄灰褐色土層（上面に木炭片を含む）
34．赤褐色粘質土層（よく締まっている）

8．黒褐色土層
9．黒褐色土＋明褐色土層

10・赤褐色土＋褐色土層
12．赤褐色土＋黄灰褐色土層
13・暗褐色土層
14．黄灰褐色土層
15．赤褐色土層ブロック
16．木炭

17．明褐色土層
18．赤褐色土層
19．赤褐色土＋黄灰褐色土層（鎖状に堆積）
20．黄灰褐色土層
21．赤褐色土層
22・黄褐色土層
23．赤褐色土層
24．時赤褐色土層
25．明黄灰褐色土層
26．赤褐色土層

Bトレンチ（西壁）

A．Cトレンチ（北壁）

0　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　3m

Fig．26　第12号墳墳丘土層断面図（1／60）



柏原C群第11号墳　－35－

5）出土遺物（Fig．27～30、PL．18・19）

出土状況　　盗掘を受けているために出土量は少ない。特に石室内からは、埋土より須恵器

小片が数点出土したのみである。墳丘からは須恵器杯（身・蓋）、高杯、嘘、甕、土師器甕、

高杯などが出土している。特に第1区墳丘下位から裾にかけて遺物がまとまって出土している。

周溝からは先述の器種のはかに須恵器脚付長頸壷．短頸壷．土師器杯も出土している。周溝第

4区では、本来第12号墳墳丘第1区で供献されていたと思われる遺物が多く出土している。

墳丘出土遺物（90～102）

須恵器

杯蓋（91～93）　口径は10・7～15．3cm、器高は4．1～4．4cmを測る。91はつまみを有する。いず

れも天井部と口縁部の境に弱い沈線がめぐり、口縁部内両端部に段または弱い沈線がめぐる。

91以外は焼成良好でよく焼き締まっており硬質である。天井部はシャープな回転ヘラケズリに

より成形されている。92の内面天井部にはシック痕が残っている。

杯身（94～99）　口径は12・0～13．6cm、器高は4．0～5．2cmを測る。口緑部はいずれも内湾気

味に受け部から延び、丸くおさまる。回転ヘラケズリはシャープで作りは良好である。ただし

99は厚手で作りがやや鈍い。95・98はシック痕をそのまま残している。96はヨコナデでナデ消

している。焼成は良好。暗灰色～灰色を呈する。

短頸壷（100）　口径8．5cm、器

高8．6cnを測る。鹿部はやや上げ

底気味で、全体に扁平な作りであ

る。直立する日録部はやや長めで

ある。肩部には自然釉が薄くかかっ

ている。焼成良好。明灰色を呈す

る。

高杯（101．102）　やや長めの

脚を有する。杯部はいずれも鹿部

にへラ先の押捺文、カキ目が施さ

れている。102の脚には細長い三

角形の透かしが三ヶ所切りこまれ

ている。焼成良好。堅く焼き締ま

り硬質である。

Fig．27　第11号墳墳丘出土遺物実測図（1／6）
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Fig．28第11号墳墳丘（1・2・3区）出土遺物実測図（1／3）
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周溝出土遺物（103～119）

須恵器

杯蓋（103～110）　口径は13．0～14．8cm、器高は3・1～4．4cmを測る。天井部とロ縁部の境が

不明瞭な丸みのある作りのもの（107・108）以外は、比較的明確に段または凹線がついている。

108以外はロ縁端部の内面には沈線または凹線がめぐる。焼成は良好。色調はおおむね褐白色

～灰白色を呈す。106．108天井部内面にシック痕を残す。

杯身（111～115）　口径は11．5～12．1cm、器高は3・5～4．9cmを測る。器形の特徴から2類に

分類できる。111～113は全体に厚手で扁平なつくりである。209．211は器高がやや高く作りが

シャープである。口縁部の立ち上がり角度も垂直に近い。焼成はいずれも良好で、堅く焼き締

まっている。

短頸壷（117）　口径7．0cm、器高6・7cmを測る。鹿部は回転ヘラケズリにより成形されてい

る。肩から口縁部にかけては回転ナデ仕上げ。ロ縁部はかなり内傾している。体部は扁平であ

る。焼成は良好。黒灰色を呈する。

ー≦竺≡

〔言∃匡

．

．

∈∃5
∈∃∈≒碧

10cm

－］去
1．1　－　－　1　　　　　　　！

Fig．29　第11号墳周溝出土遺物実測図（1／3）
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長頸壷（118）　口径11．2cm、器高20・9cmを測る。肩部は叩きの後カキ目調整、ナデ仕上げし、

浅い凹線を二条めぐらす。頸部はその中位でわずかに屈曲し反りを強めている。口縁部内面に

は沈線が一条めぐる。頸部から肩には自然釉がかかる。焼成は良好。堅く焼き締まる。

提瓶（119）　口径9．0cm、器高19．9cmを測る。頸部は直線的に外方に延び、ロ縁部は丸く肥

厚しやや強く外反する。休部は正円に近い。背部はヘラケズリ．カキ目調整され扁平に仕上げ

ている。色調は暗灰色。焼成良好。

土師器

杯（116）　口径

13．2cm、器高5．2cm

を測る。全体に厚手

である。内鹿部には

指圧痕が残る。内外

面ともナデ仕上げ。

鹿部は平底に近い丸

底。焼成は悪く脆い。

色調は褐色を呈す。

10cm

土．．．－吉　　　　　．二∃

Fig．30　第11号墳周溝出土遺物実測函（1／3）
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（5）柏原C群第12号墳

1）位置と現状（Fig．3～5、PL．2・20）

調査区の北部に位置し、ほぼ真北へ延びる丘陵尾根筋からはずれた北東側斜面に占地してい

る。墳丘西側は第11号墳周溝によって切られ、東側裾部は第22号墳周溝によって切られている。

真南に位置する第9号頃とは石室中央間で約15m離れている。墳丘頂部は盗掘と石室の崩壊に

より大きく陥没していた。玄室の遺存状況はあまり良くない。現存の古墳頂部は、標高56．48

mを測る。

2）墳　丘（Fig．4・5・26、PL．20．21）

地山成形　　古墳構築に伴う地山成形は、等高線に平行する馬蹄形の溝の掘削と、墳丘基底

面の地山整地が行なわれている。馬蹄形溝は、墳丘西側部分が遺存しており、馬蹄形西側は第

11号墳の地山成形時に、東側は第22号墳地山成形時にそれぞれ削平され消滅している。馬蹄形

溝は墳丘の約域を取り込むように設定されていたものと思われる。溝の上端と基底面との比高

差は0．25mを測る。

地山整地は斜面の傾斜に沿って平坦な面に仕上げられている。平面形はやや不整形な隅丸方

形で、南北に7．30m、東西に約7・50mを測る。前庭部は緩やかな斜面となっている。平面形は

やや不整形な隅丸長方形である。断面形は台状で、馬蹄形溝の基底面との比高差は約0．3～0．5

mを測る。第2区の旧地表面は他の面より窪んでいるため、黄褐色粘質土を埋め立て整地面を

平坦にしている。旧地表面と考えられる整地面は木炭小片が比較的多く分布している。また木

炭片をブロック状に含む凹凸面が、第11号墳同様みられた。整地作業に際して古墳築造地点の

木立の伐閑と焼却が行なわれたことが推定できる。

墳　　丘　　墳丘は、地山整地面を基底として盛土が行なわれている。墳丘は比較的良好に

遺存していた。盛土の形成過程は、第9・11号墳同様大きく三段階にわけられる。第1段階は、

墓壙掘り方上端まで（石室腰石の裏込め）で、第2段階は石室側壁から天井部までの裏込めと

被覆で、第3段階が墳丘成形である。第3段階の墳丘整形は明確に遺存していないが、B～C

の各トレンチでその墳丘裾部に一部が認められた。第2段階の盛り土は墳丘中位から上位にか

けてまで一挙に多量の土砂を盛土したものと思われる。各層は叩き締めが十分ではなく全体に

軟らかである。石室腰石の裏込めは、小礫を含む赤褐色粘質土と灰褐色粘質土を厚さ約10cm

前後で版築状に堅く叩き締めている。墳丘規模は、現存径が約9・50m、現存高が地山整地面か

ら1．4～1．6mである。復元径は約10．5～11mと思われる。高さは墳丘地山整地面から1．8～2．0m

ほどと思われる。

なお、墳丘第1区において、須恵器杯（身・蓋）による墳丘祭祀が行なわれている。
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3）石　室（Fig．31、PL．21）

石室は単室の両袖型横穴式石室である。南西に開口し、その主軸はN－46°－Eをとる。天井部、

側壁上半部は崩壊し大量の土砂とともに石室内に埋没していた。壁体は腰石から2～3段目ほ

どが遺存しているのみである。石室右側壁は全長4．42m、左側壁は全長4．46mを測る。

墓　　場　　地山整地面から約80～100cmの深さでほぼ垂直に掘り下げている。羨道部床面

はやや急な傾斜をつけている。平面形はやや不整形な隅丸長方形で右側辺5．60m、左側辺5・40

m、奥壁側3．45mを測る。墓境の南壁は羨道部を取込み、墓道掘り方に連結している。

玄　　室　　玄室の遺存状況は、7基の古墳中ではもっとも良好である。玄室床面の平面形

は奥壁が若干広い長方形で、奥壁幅2．0m、前幅1．8m、右側壁2．35m、左側壁2．33mを測る。

石室の構築に用いられた石材は花崗岩である。腰石は約25～30cm厚の大きめの板石をいずれも

垂直に据えている。この腰石の上に扁平な板石を積み上げている。墓壙床面上に小礫．木炭片

を多く含む褐色粘質土を厚さ約15cmほど埋め整地して、その上から扁平な板石や転礫を床面全

体に敷きつめている。盗掘によってその一部は剥ぎ取られているが、遺存状況は良好である。

玄室中央からやや南側の床面上に、直径約30cm程の範囲内に薄く赤色顔料が散布していること

が観察できた。ガラス小玉や、鉄鉄片が東側壁側に若干出土している。

羨道及び閉塞状況　　羨道部は平面形がハの字形で、広がりながら南南西にむかって開口し

ている。開口方向は玄室主軸から東にやや偏っている。羨道部床面は墓壙床面から連続した傾

斜角度で徐々にせり上がりながら墓道へ連接している。墓道壁体は扁平な花崗岩を小口を揃え

2～4段積み上げ構築している。前幅1・3m、奥幅0．85m、長さ右側壁2．1m、左側壁1．7mを測

る。閉塞は玄門部から行なわれている。高さ約0・61m、幅0．65m、厚さ0．22mの扁平な板石を

柱石に接してやや内傾させ立てかけ、墓道側から褐色粘質土で突き固めて埋め戻し、若干の小

礫を積み上げ閉塞している。

基　　道　　墓壙および羨道から連接して南西へ延びている。石室主軸よりやや東に偏って

いる。墓道は南方向をこ向きを変え、墳丘南側から第22号墳南側を技けていたと思われる。長さ

約0．8m、幅約1．7m（掘り方上端）を測る。出土遺物はいずれも墳丘祭祀用の須恵器片が二次

的な堆積でみられた。

4）周　溝（Fig・4・5、PL．20・21）

周溝は遺存状況が比較的良好で、墳丘第1区から第4区裾部で確認できた。幅約2．0m、深

さ20～28cmを測る。暗褐色～黒褐色粘質土を覆土としている。出土遺物はわずかである。第5

号焼土壌によって切られている。
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Fig．31第12号墳石室及び断面図（1／60）
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5）出土遺物（Fig．32～34、PL．22・23、Tab．2）

出土状況　本頃も他の古墳と同様遺物の出土量は少ない。石室内からは須恵器杯（身・蓋）

高杯片、長頸壷等のほかガラス小玉・鉄鏃が出土している。ガラス小玉と鉄鏃は石室埋土の水

洗選別によって検出した。玄門～羨道部にかけて須恵器杯（身・蓋）が出土している。墳丘第

1区からほ墳丘裾部にまとまって須恵器高杯等が出土。いずれも二次的に堆積したもので原位

置は留めていない。なおガラス小玉・鉄鏃は図示していない（PL，23、Tab2参照のこと）。

石室内出土遺物（120．122・124・125）

須恵器

杯蓋（122）　口径13．7cm、器高3．6cmを測る。天井部は回転ヘラケズリによる成形。器形は

扁平である。天井部と口縁部との境は弱い段を有し、口縁端部には非常に弱い沈線をめぐらす。

－

≡≡≡≡≡甕 l．llき
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5干∈
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0　　　　　　　　　　　　10cm
－　　l　－－－－．■－－．一一－／．・・・・・．．一・．．－

Fig・32　第12号墳石室・羨道・羨門出土遺物実測図（1／3）
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焼成は良好。灰白色を呈する。

杯身（120・124）　口径は11．4～12．8cm、器高は3．9～4．0cmを測る。鹿部はいずれも回転ヘ

ラケズリ。120の内鹿部にはシッタ痕が残っている。124はナデ消している。124の休部は受け

部下で強く屈曲し、立ち上がっている。全体に丸みがあり厚手である。ロ縁部はいずれも内偵

する。焼成良好。明灰色～灰色を呈す。

壷（125）　長頸壷もしくは短頸壷の鹿部片である。鹿部は厚く安定感がある。外面はヘラ

ケズリによって成形。焼成良好。色調は灰～黒灰色。

装身具

小玉（00368～00402）　ガラス製小玉は33点出土した。大きさは最小のもので径3、3％、

最大のもので径5．0％を測る。色調は黄色（00368～00369・00370～00373・00380）、透明な青緑

色（00386～00391）、透明な濃紺色（00374～00379・00381～00385・00392～00399．00401）赤

色（00400）がある。

羨道部出土遺物（121・123・126～133）

須恵器

杯蓋（121・123・126～128・133）　口径は13・5～14．2cm、器高は4．0～4．7cmを測る。いずれ

も天井部から口縁部の境には弱い凹線をめぐらし、全体に丸みのある作りになっている。口緑

端部は128以外はいずれも弱い段を有する。133は口縁端部内面側に沈線を強くめぐらす。123●

126の天井部内にはシック痕が残る。

127はナデ消している。焼成は123以

外は良好。色調は暗灰色～黒灰色を

呈する。なお133の天井部にはへラ

記号がある。また自然釉が薄くかか

る。

杯身（129～132）　口径は11．3～

12．4cm、器高は3．9～4・8cmを測る。

129は他と比べ器高が高い。他はや

や扁平な器形となっている。いずれ

も胎土は精良で焼成良好。132の内

面にはへラ記号がある。

墳丘出土遺物（134・135～137・

140・142～147）

須恵器

杯蓋（135・136・140・141）　ロ

0　　　　　10cm
l口口l　！

Fig・33　第12号墳墳丘出土遺物実測図（1／6）
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径は12・4～14．8cm、器高は3．2～4．8cmを測る。140以外はロ縁端部に段もしくは沈線を有す。い

ずれも口綾部と天井部との境に弱い沈線をめぐらしている。

杯身（137・142～145）　口径は11．9～13．1cm、器高は3．7～5．0cmを測る。143の口縁部は内湾

しながらほぼ直に立ち上がる。他は受け部が斜めに引き出され、口縁部は直線的に内傾してい

る。焼成は144が軟質で脆いが、他は良好。色調は灰色～青灰色。143・144は赤褐色。

高杯（146．147）　口径は12．8～13．4cm、器高は15．0～18・0cmを測る。146は焼成時の歪みが

大きい。147は脚部に長方形の二段の透かしを三方に配する。杯部底には櫛描波状文を施文。

焼成はいずれも良好。色調は146は暗灰色で、147が明灰色。

三耳付甕（134）　口径14．7cm、器高46．8cmを測る。ロ縁部ほ短く直立する。肩部には粘土紐

の一方のみを接合している。器形は卵形であるが、焼き歪みのため凹凸が激しい。体部には自

然釉が薄くかかる。

．．一一．．－．l‾‾‾一．

l　　　　　　　．

10cm
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Fig．34　第12号墳周溝・墳丘出土遺物実測図（1／3）



柏原C群第21号墳　－45－

（6）柏原C群第21号墳

1）位置と現状（Fig．2～4、PL．1・2）

古墳群の南西隅に位置し、第9号項と第6号項との間に占地する。西側の第6号頃と墳丘端

が接する。墳丘の東側は土取りのため、大きく削られている。墳丘上面は58．5m、東側裾で

56．2mを測る。石室は土取りの際に東壁が破壊されている。

2）墳　丘（Fig．3・4、PL．24）

地山成形　本墳は西から東に延びる丘陵の斜面に位置し、南側に開口する石室を構築した

ものである。地山成形作業は墳丘基底面を整地している。基底面の整形は主に石室構築のため

かあまり広い範囲で行ってはいない。東側にゆくにつれ、傾斜が増す。標高は約58．0mを測る。

墳　丘　墳丘は削平のため、ほとんど残っていない。盛土は西側で約0．5m、東側で約

0，3mの厚さを測る。墳丘は石室の墓壙に腰石を据えた後に、石室を構築しながら盛土してい

る。盛土は壁石の裏込め部分は比較的薄く積み上げるが、版築はなされていない。

本墳では墳丘の前面で墓道に直交するように外護列石か検出された。列石は墓道東側の墳丘
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Fig．35　第21号墳石室平面及び断面図（1／60）
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端に約2m分が残存する。高さ0．40cmを測る。石は人頭大の花崗岩で3段に積まれる。

墳丘の平面形は東、南側が削平を受けているため、不明瞭だが、円形を呈し、直径約7～8

mを測るものと思われる。

3）石　室（Fig．35・36、PL．24・25）

本墳の埋葬施設は主軸をN－4。－Eにとり、南側に開口する単室の両軸型横穴式石室である。石

室は天井石と右側壁石を欠失している。

石室は墓の内側に構築され、羨道部の先に墓道が続く。墓道は削平されている。石室は長方

形の玄室を有し、玄室の長軸部分に細長の羨道が連結する。左側壁で3．6m、右側壁で3．9mを

測る。石材には主に花崗岩を使用する。

玄　　室　　奥壁幅1．6m、前幅1．2m前後、左側壁で1．5mを測る。右側壁は不明である。壁

は幅60～100cm、高さ50cm程の転石を立てて腰石としている。奥壁に2石、左壁2石使用する。

腰石より上は人頭大の転石を持ち送りながら積み上げている。奥壁と側壁の隅角の壁体の構築

は腰石より上は三角持ち送り手法を用いる。天井石はすでに欠失している。残存する玄室の内

．．．．・／…・一．・．露－T
Bトレンチ（西壁）

第21号墳Bトレンチ（西壁）　　第21号墳A・Cトレンチ（北壁）
1．表土層

2．赤褐色粘質土層（やや暗い）
3．黄褐色粘質土層

4．赤褐色粘質土層（粗砂が多い）
5．黄褐色粘質土層（ややかたい）
6．黄褐色粘質土層
7．赤褐色粘質土層

第9・21号墳墳丘土層
58．00m l．赤茶色粘質土層（花崗岩風土混入）

2．茶色粘質土層
3．茶褐色粘質土層

4．暗茶褐色粘質土層（崩落土）
5．茶色質土層（もろい）
6．茶褐色質土層
7．灰褐色質土層（もろい）
8．褐色質土層（もろい）
9．黒色質土層

（1－5は21号項、6－9は9号墳）

Fig．36　第21号墳墳丘土層断面図（1／60）

赤茶色花崗岩バイライン土層
暗赤茶色花崗岩土層
赤茶色粘質土層
暗茶色粘質土層
褐色土層（もろい）
赤褐色土層（ややもろい）
灰褐色土層
灰色土層（よく乾燥している）

A・Cトレンチ（北壁）

0　　　　　　　1
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側の高さは約1．3mを測る。

玄門部は素型の両軸で、高さ約70～80CⅢの転石を立てて袖石としている。袖石幅は左が30cm

を測る。

床面には10～20cm程の転石が敷かれている。敷石は比較的良好に遺存している。

羨道及び閉塞状況　天井部は欠失し、両側壁とも腰石が残るのみである。羨道は玄室長軸

に対して、やや右向きにつく。羨道長は左側壁が1．7m、右側壁が2・1mを測る。幅は墓道側で

1．1mを測り、やや開く羨道である。壁は玄門から1石までは玄室の基底面と同じ高さに幅60

cm、高さ40cm程の転石を腰石とし、その上に人頭大の転石を積み上げていく。それより先、墓

道までほ人頭大の転石を地山から30～40cm浮いた所から積み上げている。天井石の架構の有無

による相違と考えられる。

床面には1カ所梱石が配置される。梱石は奥壁から1・5mにあり、2個の割石を組み合わせ

て閉塞石の根石としている。幅約50cmを測る。床面には敷石は認められず、直接地山となって

いる。墓道にゆくにつれて若干傾斜していく。

閉塞施設　　梱石を根石とした閉塞施設が存在する。拳大の転石を積み上げて閉塞するもの

で現存高40cm、幅100cmを測る。石積はほとんど崩れている。積み方は下部には大きめの石を、

上にゆくにつれて小さい石が使用されている。

基　　道　　墓道は羨道端から直線的に接続する。現存長1．0m、幅1．0m、深さ0．4mを測る。

墓道は地山を削って造られており、暗褐色粘質土が堆積する。墓道は南にゆくにつれて浅くな

り、断面形はU字形を呈する。

基　　境　　地山成形面は東から西に傾斜しており、掘り方はその傾斜に直行して掘りこま

れている。掘り方は玄室側では墓境の平面形は隅丸長方形を呈する。羨道付近になると徐々に

すぼまっていく。規模は全長4．5m、幅2・9m、深さ0．8mを測る。

4）遺　物（Fig．37～39、PL．26・27）

遺物出土状況　石室は天井石が取り去られ、側壁の一方が完全に失われているが、遺物は

比較的良好な遺存状態で出土した。玄室内の遺物は奥壁側で出土した。玄室からは須恵器、土

師器、耳環等が出土した。羨道からは須恵器、土師器、耳環等が出土した。墓道からは少量の

須恵器等と共に鉄津が出土した。この他、墳丘盛土中から須恵器、土師器等が出土した。特に

墳丘東側から多量に出土したが、型式的にみて本項よりかなり遡るのものが多く、これらは第

9号頃に本来伴うものと考えられる。

以上、石室出土の遺物と墳丘出土の遺物を列記すると以下の通りになる。

石室　　　　　　　　　　　　墳丘

装身具
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Fig．37　第21号墳出土遺物実測図（1／3）
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耳環　　　　　2

容器

須恵器　　　12 8以上

土師器　　1

鉄滓　　　　　3

石室内の遺物は比較的良く残っている。墳丘出土のものは破砕されているものが多い。以下、

遺物の特徴を出土地点に関係なく述べていく。

須恵器（148～169）

杯蓋（148～153）杯蓋は天井部が丸く、体部との境が不明瞭のもの（148～150）と内側に

かえりをもち、天井部に宝殊づまみがつくもの（151～153）とがある。前者はすべて墳丘から

出土した。148は天井部にカキ目を施す。日録端部はわずかに段がつく。高杯の蓋である。149

は口縁端部を丸く仕上げる。天井部の加こ回転ヘラケズリを施す。150は口縁端部を面取りす

る。天井部の宛に回転ヘラケズリを施す。後者は石室内で出土した。151、152は天井部に扁平

な宝殊つまみがつく。152は天井部にへラ記号がある。153は天井部を欠いている。

杯身（156～160）杯身は受け部をもつもの（154）ともたないもの（155～160）がある。

さらに後者には鹿部に高台がつくもの（159、160）がある。154は墳丘から出土した。受け部

は短く内懐して立ち上がる。端部は丸く仕上げる。底部の宛に回転ヘラケズリが施される。155

～157は石室、158は墳丘から出土した。158の休部は直線的に立ち上がる。ロ縁端部は丸く仕

上げる。鹿部はナデである。159、160は石室から出土した。体部は直線的に立ち上がる。鹿部

にはハの字形に開く高台がつく。いずれも、鹿部外面にへラ記号がある。

高杯（163～166）　高杯は有蓋のもの（163、165）、無蓋のもの（164、166）がある。163、

165は墳丘から出土した。杯部のロ縁部は内傾し、端部は丸く仕上げる。163は鹿部にカキ目を

施す。脚部は長脚の二段透かしである。長方形の透かしが二段に開けられる。中央には二条の

沈線が施される。164は墳丘、166は石室から出土した。166は杯の外面にへラ記号がある。

長頸壷（167、169）　いずれも石室から出土した。169は鹿部にはハの字形に開く高台がつく。

土師器杯（170）170は石室から出土した。丸底で、鹿部はヘラケズリが施される。

平瓶（168）　石室から出土した。休部は丸く、肩部は張る。休部上半にカキ目を施す。

装身具（Fig．38）

耳環（161、162）161は銅芯に金箔が施されて

いる。部分的に剥落しているが比較的良好に残って

いる。162は、銀芯である。161の外径は長径が2・2

cm、内径が2．1cm、162の外径は長径が2．1cm、短径が

⊂）161　　　　⊂）162

0 5cm

1．8cmを測る。　　　　　　　　　　　　　　　Fig．38　第21号墳出土遺物実測図（耳環．1／2）
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Fig．39　第21号墳出土遺物実測図3（1／3）
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（7）柏原C群第22号墳

1）位置と現状（Fig．3～5、PL．28）

調査区の北東部に位置し、丘陵尾根筋から東側の斜面に占地している。墳丘西側は第12号頃

に接し、北側～東南側裾部は自然崩落と今回の土取り作業によって消滅している。墳丘頂部は

盗掘と石室の崩壊により大きく陥没していた。現存の古墳頂部は、標高54．7mを測る。

2）墳　丘（Fig．40、PL．28）

地山成形　　古墳構築に伴う地山成形は、丘陵尾根筋に直交する馬蹄形の溝の掘削と、墳丘

基底面の地山整地が行なわれている。馬蹄形溝は、墳丘南側から第12号墳墳丘裾部を一部削平

し、北側の墳丘第3区まで掘削されている。溝両端は現存していないが、墳丘の約％を取り込

むように設定されている。両端部の推定長は約8mで、溝の上端と基底面との比高差は0．25～

0・45mを測る。地山整地は斜面の傾斜に沿って平坦な面に仕上げられている。平面形はやや不

整形な楕円形で、長軸が5m、短軸が3・75mを測る。断面形は台状で、馬蹄形溝の基底面との

比高差は0・3～0．5mを測る。

墳　　丘　　墳丘は、地山整地面を基底として盛土が行なわれているが、盛土のほとんどは

流失しており、盛土の形成の状況は不明である。復元径は6．5～7．0m、高さは地山整地面から

1・5mか。

3）石　室（Fig．40、PL．28）

石室は単室の両袖型横穴式石室である。東に開口し、その主軸はN－51。30－Wをとる。壁体は

腰石から1段目が遺存している。石室右側壁は全長2．66m、左側壁は全長2．68mを測る。

基　　壙　　地山整地面から約1・0～1．1mの深さで掘り下げている。平面形はやや不整な方

形で長さ4．2m、幅4．0mを測る。墓境の南端は羨道部端に一致している。

玄　　室　　平面形は奥壁がやや外湾する方形で奥壁幅1．62m、前幅1．47m、右側壁1．89m、

左側壁1．59mを測る。石材は花崗岩を用いる。腰石はいずれもやや内傾気味に据えられており

一抱え以上ある大石を小口を内傾させ積み上げている。玄室床面は敷石が部分的に残存してい

る。墓壙床面と敷石間は小石をやや多く含む明褐色粘質土により整地している。

羨道及び閉塞状況　　羨道は平面形がコの字形でやや広がり開口している。前幅0・75m、奥

幅0．6m、長さ右側壁0・77m、左側壁1．09mを測る。羨道壁体は墓壙内に玄室と同様な大石を据

え構築している。閉塞は玄門部から行なわれている。羨道部いっぱいに人頭大の礫石を積み上

げ閉塞している。

基　　道　　墓壙から連接して南へ延びている。長さ約0．53m、幅約1．2mで確認された。
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すでに削平されており墳丘外には墓道の痕跡は認められない。羨道部の方向性からみて、東側

斜面を下り、未調査の第16号墳の南側に抜けるものと思われる。

4）周　溝（Fig．4・5、PL．28）

周溝は遺存状況が悪く、墳丘第2区．3区で幅1．5m程が確認された。第5号土壌により切

られている。

5）出土遺物

石室内がかなり荒らされていたということもあり、遺物の出土量はきわめて少ない。須恵器

杯（身・蓋）片が、石室内埋土から、土師器片が、周溝から若干出土しているのみである。小

片のため図示しえないが、須恵器杯身片は、小田氏編年のⅢb・Ⅳ期に含まれる破片が出土し

ている。いずれも二次的な混入品である。

C群第22号墳石室遺存状況（南西から）
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Fig．40　第22号墳石室平面及び断面図（1／60）
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（8）焼土壌（Fig・41・、PL．29）
1）第1号土壌

第8号項の南東側に位置する。第9号墳周溝埋土を切り、掘削している。平面形は隅丸の羽

子板状を呈している。断面形は逆台形で、床面は平坦である。長軸は第9号墳周溝の傾斜に直

交して設定されている。埋土は木炭片、焼土片を多く含む暗褐色粘質土、黒褐色土である。壁

面は中位から上部が、2～3cmの厚みををもって赤褐色に焼けた状態である。主軸長1・6m、

幅1・28m、深さ0．36m前後を測る。

出土遺物は須恵器の小片が二次的に混入している。図示しうるものはない。

2）第2号土壌

第8号項から第11号頃の傾斜面に位置する。ちょうど真北へ延びる尾根筋上にあり、かなり傾

斜の強い地点である。平面形は隅丸の羽子板状を呈している。断面形は逆台形で、床面は中央

部がわずかに窪んでいる。長軸は斜面の等高線に直交している。壌土は木炭を多く含む黒褐色

土が床面上にあり、その上部には木炭層が約10cmの厚さでレンズ状に堆積している。傾斜の高

い側の壁（奥壁と呼ぶ。以下同じ）と両側壁の中位から上部が特に強く焼けており、3cm前後

の厚さで赤褐色を呈している。主軸長1．9m、幅1．23m、深さ0．28m前後を測る。

3）第3号土壌

第11号境の南側に位置する。第11号墳周溝が浅い窪み状になっている段階に掘削されたもの

で、周溝埋土を切って掘削している。平面形は隅丸の羽子板状の長方形。長軸は溝の傾斜方向

に直交している。埋土は全体に大量の木炭片を含んでいる。奥壁と両側壁は焼けて赤褐色になっ

ている。主軸長1．98m、幅1．35m、深さ0．38m前後を測る。

出土遺物は須恵器と土師器小片が数点出土しているのみで図示し得るものはない。

4）第4号土壌

第3号土壌の北側にL字形をなして位置している。第11号墳周溝を切って掘削している。全

面にわたって木炭片がみられ、特に第3号土壌の主軸上の北側部分には木炭片が層をなして堆

積しており、木炭を掻きだしたかのような状況であった。第3号土壌と関連した遺構であろう

と考えられる。

5）第5号土壌

第12・22号墳の墳丘および周溝を切って掘削されている。平面形は隅丸の羽子板状を呈する。
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断面形は逆台形。長軸は周溝壁斜面の等高線に直交している。壁は上記の土壌と同様な焼き締

まりがみられる。木炭片はわずかしか検出されていない。主軸長1．45m、幅1．33m、深さ0．24

m前後を測る。

第3号
1・暗灰色～黒灰色腐植土層、砂質土層
2．暗褐色砂土層
3．時～褐色砂土層
4・暗褐色土～暗灰褐色土層
5．暗褐色土層
6．黒褐色土層
7．暗褐色土層と赤橙色粘質土層
8．灰褐色土層
9．黒灰褐色土層
Ⅲ．赤褐色粘質土層（木炭片若干混入）
11．褐色土層（木炭片混入）
12．木炭層（黒色土層）
13・暗褐色土層

14．木炭層（暗褐色土層）
15．木炭層（褐色粘質土層）

8　　16．褐色粘質土層（木炭片を含む）
．

g
ヨ

（アミ部分は木炭分布）

∈

芯
．

誤

第2号

1．灰褐色土層0・5－1mmの小石を含む）
2・暗灰～黒灰色土層（木炭片を含む）

3・暗褐色土層（2％大の砂を含む）
4．黒色土層（木炭片を多量に含む）
5－　時灰褐色土層
6・赤褐色砂土層

椅■SSSi

／　　　　l　一／

第5号
1．暗褐色土層（木炭片を多く含む）
2．褐色土層
3．赤褐色土層
4．時灰「黒褐色土層
5．黄褐色土層
6．黄褐色土層
7．褐色土層
8．地山

0　　　　　　1　　　　　　2m

L⊥－Ⅰ11；　．　．j

∈

誤

認

Fig．41焼土壌（第1～5号）平面及び断面図（1／50）
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（9）小　結

以上、調査で得られた所見について述べてきたが、ここではC群の調査成果について簡単に

整理しておく。なお細かな時期比定や古墳群形成等の問題点については総括で検討したい。

1）今回調査した第6号・8号・9号・11号・12号・21号・22号墳はC群の中では最上位か

ら中位に位置する。いずれも標高54～60mを測る尾根筋上もしくはその近辺の東側斜面

上に占地し、石室は、東側谷部に開口する第22号墳以外は南に向き開口している。

2）墳丘規模は直径が8～13m、高さは2～3mを測る規模のもので、いずれも単室の両袖

型横穴式石室である（Tab・1）。出土遺物からみると（Tab・5）、全体的には、小田富士雄

氏編年の須恵器Ⅲa期からⅥ期にわたる時期がおおむね考えられ、実年代6世紀．半ばか

ら7世紀半ばにかかる約1世紀の造営期間が考えられる。

3）各古墳の周囲から、平面形が羽子板状をなし、側壁が焼けた土壌が確認された。うち4

基は傾斜面に対して主軸を直交させ、床面は傾斜しており、幅の広い側の壁（奥壁）が
／

特に強く火を受けており、いずれも木炭片を多く含むという共通点がみられた。

4）以上の遺構の直接の切り合い関係が明確なものは下記のとおりである。

第8号墳→第9号墳→第21号頃、第6号墳→第21号填、第12号墳→第11号填、第12号

墳→第22号填。第11号墳→第3号・第4号焼土壌、第22号墳→第5号焼土壌である。

第1号～5号焼土壌の時期は、時期比定の目安となるべき遺物が皆無であるため明確で

はないが、古墳周溝との切り合い関係からみて古墳営墓の最終時期と並行もしくはその

後のものと考えられる。その性格等については総括で述べたい。

5）出土遺物は、それぞれの古墳がかなり激しい盗掘に遇っているために、古墳被葬者を特

色づける資料に欠けた。第6号・21号項では耳環が、第8号・12号墳では鉄鏃．刀子な

どが若干出土しており、また第6号・9号頃では鉄津が墓道および墓境に供献されてい

ることなどが注意される。また墓道の両脇における墳丘祭祀の痕跡が、第9号．11・12

号項で確認された。
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3．柏原E群
（1）第1号墳

1）位置と現状（Fig．3PL．30）

本頃は西側に東北から入り込む谷を臨む丘陵の尾根筋に占地する。この尾根筋には本項が属

するE群の古墳が20基分布するが、本頃は一番高所部、墳頂で標高55．9mを測る地点に立地す

る。今回の調査の原田は土取り造成ということであったが、調査時点では本頃の墳丘際まで土

取り作業が進行しており、発掘作業を行う事が非常に危険な状況にあった。また土取りの為の

仮設道路が墳丘裾を削って作られていたり、墳丘盛土が流出し、天井石の一部が取り去られ、

石室部が土砂によって埋没し陥没しているなど、遺存状況は余り良く無かった。

Fig．42　柏原古墳群E群第1号墳現況地形測量図（1／200）
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2）墳　丘（Fig．42～44、

PL．31）

地山成形　　本頃は尾根筋を

平坦に地山成形して作り上げた

ものであるが、前述したように

土取り造成工事でかなり破壊を

受けていることや、調査範囲が

墳丘のみに限定されたことから、

通常認められる馬蹄形溝などの

地山成形地業は確認出来なかっ

た。ただし、基盤面（地山）の

花崗岩バイラン土面の高所部が

石室北東側にあることから、尾

根筋のやや高まり部分を造成し

たことが考えられるoその造成

範囲は、北側では玄室中心から

3．2mあたり、東側では3．5mあ

たりになる。基盤土は西から南

側に向かって低くなり、特に南

西側では花崗岩の露頭を技いた

為であろうか基盤面が乱れ、そ

の上に黄褐色から明赤褐色の余

り締まらない土が二次的に堆積

していた。

墳　　丘　　墳丘は基盤面か

ら黄褐色又は橙色土を主体とす

る土で盛り上げられている。残

存状況は不良な為確定は出来な

いが、現存規模は規定面で東西

7．8m、南北9．0mで、墳丘高は

最大で1m前後を測る。墳丘平

Fig．43　柏原古墳群E群第1号墳墳丘遺存状況測量図（1／150）

Fig．44　柏原古墳群E群第1号境地山成形状況図（1／150）



Fig．45E群第1号墳石室平面及び断面図（1／60）
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両は円形に近い形であろう。盛土造成作業は土層観察から大きく2段階に分かれる。第1段階

は側壁4～5段までの作業、この段階では裏込め作業と並行して行っている。裏込土は周りの

土よりやや締まらないが粘性の強い粘土を混入している。壁石の隙間には粘土をつめて目張り

している。この面の上面は砂混じり土でやや締めている。西側の1トレンチではこの面は再堆

積土のレベルに一致する。第2段階は天井石を載せ墳丘を一気に盛り上げる作業で、粘土が強

く柔らかい黄褐色土などで盛り上げている。上面には部分的に黒褐色腐植土の表土などが残っ

ている。

3）石　室（Fig・45、PL．31・32）

石　　室　　本墳の埋葬施設は主軸をN－59。－Eに取り、西南側の谷頭に向かって等高線に

斜交するように開く、単室の両袖型横穴式石室である。墓道．前鹿部は既に土取り等で消滅し

ているが、石室本体は天井石が2石残るなど遺存状況は良い。石室平面形は方形の玄室に狭長

な羨道がつくもので、右壁全長4．60m、左壁全長4．30mを測る。両羨道側壁には更に貼石状の

石がつきそれを入れると右壁5．0m、左壁で5．2mまで延びる。石室に使用している石材はすべ

て花崗岩である。

墓　　墳　　平坦に造成した地山成形面に南北長7．0m、東西幅5mを測る不整楕円形状の

石室掘り方を掘開している。この掘り方は玄室部あたりでは深く幅広いが、羨道部入口では浅

く狭くなる。墓壙は2段掘りで、西北から西側と東側に30～80cm幅のテラスを持つが、東北側

は狭くなりテラスを持たない。石室本体は2段目の掘り方内に余裕を持って構築している。こ

の2段目の掘り方は羨道部側では狭くなり、入口部近くで羨道原石に収束する。掘り方底面は

玄室部では腰石を安定させる為にその部分を一段掘り下げているが、羨道部ではそのまま安置

している。石室内基底面は羨道部分が一番高く、玄室や開口部分は一段低くなっている。

玄　　室　　奥幅1．65m、前幅1．70m、左壁長1．60m、右壁長1．80mを測り、右壁長が20cm

程長い。天井石はないものの遺存状況は比較的良好で、奥壁部は天端面まで残っていた。壁石

は腰石以上は持ち送りして積み上げているが、壁体の構成は奥壁と側壁でやや異なる。腰石は

各壁2石ずつ用いる。基盤面を一段掘り下げ、その中に腰石を埋置して安定させている。奥壁

では側壁より大振りな石を縦方向に埋置しており、左側の隙間が出来た部分は、二回り小さい

石材を2石縦に積み込み補填している。そして更に3段目迄は長さ40～90cmの細長い石材を2

石横位に積み、4段目は小振りな石材を雑然と積み上げ天端面としている。左右壁の原石は横

位に埋置し、その上は腰石よりやや小さい石材を5～6段まで雑に積み上げる。各壁石隙間に

は小礫を充填し補強している。壁面高は最大で床面から1・7m程である。玄門部の袖石は、羨

道部につながる腰石を代用している。その上には右壁には腰石とはぼ同大、左壁は小振りの石

材を積み上げている。左壁の2段目以上は土圧によるものか、かなりせり出していた。
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床面はかなり撹乱を受けてはいたが、部分的には敷石が残存している。敷石は長さ10～40cm

の不揃いな花崗岩転石を用いている。基盤から10cm程床土を置き、その上に敷きつめるが、か

なり雑然としており、粗れている感じを受ける。

羨　　道　　全体的に遺存状況は良い。奥幅は梱石部分で0．94m、開口部で1．3mを測り、

左側がやや拡がる状態を示す。腰石は右壁が3石、左壁が4石で開口部に近づく程、腰石基底

のレベルはせり上がっている。左壁の3石目は特に石材が大きく、長さ1．3m、高さ0．95m、厚

さ0．5mを測る三角形状の石材を用いている。2段目以上は両壁とも持ち送り気味に積み上げ

ているが、かなり雑でせり出しているものもある。梱石は玄門部に長さ50～55cm、幅20～25cm、

厚さ25cmの横長の石材を2石並べている。この梱石を置く為に基盤面を一段掘り下げている。

この梱石の上に一石長さ50cm、幅35cm、厚さ15cm程の台形状の石材があった。梱石の可能性も

考えたが、石自体水平でなく玄室内に内傾しており、床面より浮き上がり、軟質の土の上にのっ

ていることなどから、梱石とするにはやや疑問が残る。閉塞施設にしては羨道中央、腰石の2

番目から3番目の位置に、羨道幅一杯に長さ1．4mの範囲で認められた。最高残存高は約1m

を測る。積み方は玄室側と開口部側で異なる。玄室部では比較的大きな長方形の石材を小口積

みに垂直に面を整える。開口部側は小石を雑に積み上げている。また上面の石を取り上げると

基底の石は四辺をきちっと揃えていた。羨道床断面は浅いU字形を呈すが、地山面の上に黄褐

色粘土と橙色粘土の混合土を最大厚さ10cm程貼りつけ床面としていた。

4）遺　物（Fig．47～51、PL・33・34）

遺物出土状況　　既に盗掘をけている為か、遺物の出土は少なく、また完形のもの、原位

置を保つものも少ない。遺物は主に玄室床面から出土しているが、埋土中や墳丘出土のものと

接合したものもある。例えば176は玄室内出土の破片と墳丘出土の破片が接合している。玉類

などは玄室埋土を精査中出土している。出土遺物数は以下の通り。

須恵器は杯蓋6、杯身4、壷4、平瓶2、提瓶1、鉄製品は鉄鏃3、刀子2、装身具は耳環

1、勾玉2、小玉15などである。

装身具

いずれも玄室埋土や床面上から出土している。

耳環（183）　銅芯金張りのもので、径は2．6×2・4cm、断面は径0．7×0．9cmと楕円形である。

遺存状況は悪く金箔はほとんど残っていない。

勾玉（184・185）　いずれもコンマ形のもの。184は滑石製で長さ2．4cmを測る。断面は頭部

が中窪みの角が丸い長方形、他が楕円形である。色調は淡い青味がかった灰色。185は頭部片

で材質はガラスか。断面は楕円形で、色調は少し緑がかった乳白色を呈す。184よりやや小振

りである。
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小玉（186～200）186～189は土製。直径は4mm、6．5m、6mm、6Ⅲ、厚さ2mm、5mm、4．

5mm、5mmを測る。186は両端を擦っている。色調は外面黒色を呈すが、186は内面赤褐色を呈

す。190～192は滑石製の臼玉で、直径8Ⅲ、7mm、6m、厚さ4mm、2m、3Ⅲ、孔径は2ⅲ

前後である。191は断面算盤形を呈す。193～197は土製のもの。直径は5～7mm、厚さは3～

4mm、孔径1．5～3mmを測り、色調は外面黒色、内面暗赤褐色を呈す。形態は雑な調整で丸い

もの193・195・196、上下両面を擦って平坦面を作るもの194・195に分かれる。198は直径4mm、

厚さ2．5mm、孔径1．5mmを測る小形のもので、材質は土製。色調は外面黒褐色を呈す。胎土は良

質である。199・200はガラス小玉で直径3mm、3．5mm、厚さ1m、1．5Ⅲを測る。色調は199が暗

青色、200が明緑色を呈す。

鉄製品

鉄鏃（201・202．204）　いずれも関の部分を持つ茎部。201は閉塞部埋土から出土。201は

残存長4cmを測る。鏃身断面は長方形、茎部断面は方形を呈す。鏡がひどい。202は残存長4・7

cmを測る。木質が残る。204は刀子とも考えられるが、身の断面から見て、広根の斧箭式の鏃

とする。鏡がひどくかなり

膨れている。202．204は玄

室出土。

刀子（203・205）　いず

れも刀部片と思われる。20

3は残存長7．3cm、205は1．9

cmを測る。刀部断面は二等

辺三角形を呈し、厚みは20

3が3．5～4mm、205が4mm

を測る。表面は鏡がひどい

が、203は木質が全面に残っ

ている。

須恵器

杯蓋（171～174．206・2

07）　6個体出土した。17

1～174は玄室内。206はⅠ

区墳丘、207は羨道部出土。

171は口径（10．4cm）の割

には天井部が高く（3．6cⅲ）、

かつ口綾部が短く直立し、

‡二一；l

．L
10cm

177

l　．．　　l　　．　．　．　．　　l　　　　．　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　‾

Fig・47　E群第1号墳玄室内出土遺物実測図（1／3）
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天井部が平坦なもの。天井部にへラ記号がある。172～174は口径が12．2～12．7cmとやや大きく、

天井部が丸味を帯びる。172は口縁部がやや内偵する。173はやや外へ開く。174は内湾して外

反する。172と173にはへラ記号がある。206・207は口径が10．2cm、10．4cmと小さい。いずれも

端部が丸く口縁部が直立する器形。206は天井部がヘラケズリによってやや平坦を呈す。色調

は明赤褐色を呈す。207は天井部がやや丸味を帯び、天井部は回転ヘラケズリののち部分的に

手持ちヘラケズリ。

10cm

．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　．　．　　　　　　　　　　　　　．　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　－　　　　　　　　　　一一一．　．－　　　　－　　　　　　　　　　－　　　　　　　一一一．　　　－－　　－－

Fig・48　E群第1号墳玄室内出土遺物実測図（1／3）
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杯身（175～178・208）　4個体出土した。175～177は

玄室、208は閉塞部出土である。大きさと形態から3類に

分ける。Ⅰ類の175は口径8．6cm、受部径10．7cmを測る。立

ち上がりは比較的直立気味である。Ⅱ類の176．208はやや

大振りで、口径は10．1cm、10．6cm、受部径は12．65cm、12・2

cmを測る。いずれも立ち上がりの内偵は強いが、208は受

部の引き出しが176に比べ弱い。鹿部は、176がやや平底、

208がやや丸底で、へラ記号がある。208は焼きが悪く軟質、

色調は明褐白色を呈すOⅢ類は177で奈良時代の高台付杯

である。高台部から休部が明瞭な段を持たず開く器形。外

面は表面の磨滅が著しいが、内面は回転ナデである。焼き

は悪く軟質で、土師器風である。

183

・◎一　一◎一　一◎

よ　ゐ　占
186　187　188

◎一一．一一◎

品　あ　あ
192　193　194

G勾
螢

◎一一◎一一？／　1

①　c⊃　C⊃
189　190　191

－．一一③一　一◎
l l l

¢）（コ一　一の
195　196　197

－．一　一◎一　一⑥一

息蕊忘，』』m
Fig．49　E群第1号墳玄室内出土玉類

実測図（1／2）

壷（178・181．182・209）　4個体出土。178は口縁部を一部欠失するが、肩の張る体部か

ら口縁部が直立し、口端部がやや外に開く器形、口縁部に一条、体部上半に幅広の浅い凹線が

四条めぐる。体部では凹線下が右方向に走る手持ちヘラケズリを行う。鹿部にはへラ記号があ

る。181は復元完形で、締まり気味の頸部から外へ開く短い口縁部を持ち、口端部は肥厚し段

を持つ。休部上半にはカキ目、肩部との境には二条凹線がめぐる。体部下半から鹿部は回転ヘ

ラケズリののちナデ調整。鹿部にはへラ記号がある。182は181とほぼ同様の器形であるが、一

回り大きい。口縁部は肥厚し丸みを持った段を持つ。焼成は軟質で色調は灰色を呈す。209は

ロ縁部を欠失するが長頸壷と思われる。鹿部は平底であるが、わずかに上げ底である。体部外

面は細かいカキ目、鹿部はケズリののちナデ調整。外面は　　∈ヨ

自然釉がかかる。羨道部から出土した。

平瓶（179．180）　玄室より2個体出土。179は日録部

から体部の半分程を欠失する。体部は丸味を持って緩やか

に湾曲し、鹿部は平底をなすが、わずかに上げ底。やや外

開きのロ縁部は体部中心をはずしてつけられる。焼きは悪

く、器壁もやや磨滅するが、体外面カキ目痕、回転ヘラケ

ズリ痕が認められる。180はロ縁部を欠失するが、179より

一回り大きく、更に扁平な丸い体部がつく。体部下半から

鹿部にかけてカキ目。179は色調明褐色を呈す。

捏瓶（210）　墳丘より出土。小片から接合復元した。

口縁部と鹿部を欠失する。肩部には1対の粗略な耳を貼り

つける。休部前面は平坦、背面は丸味を持って張り出す。

骨2

ヽ

、、⊃～　　／

5cm

梓
帰
省l

l　　　　　　　205

！！／／　…　　5　！

Fig・50　E群第1号墳玄室内出土鉄器
実測図（1／2）
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10cm
1．．　－－　・；　　　　　　　！

一一＝［草も

Fig．51E群第1号墳羨道．墳丘出土遺物実測図（1／3）

体外面は全体にカキ目を施すが、前面の平坦面には指おさえ痕が残る。色調は外面は灰色から

黒色を呈す。

（2）焼土壌（Fig．52、PL．32）

第1号焼土墳

墳丘南側で表土除去後に検出した平面形が不整円形を呈す土壌で、規模は直径0．58×0．57m、

最大探18cmを測る。断面形は船底形である。壁面は西側を除いて焼けているが、焼け具合は悪

い。壁面には粘土を貼りつけたような状況はなかった。埋土は黄褐色土で、下層に炭化物を含
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むが、新しい時期の土である。遺物の出土はなかった。

第2号焼土壙

東側境界地で検出した平面形が不整方形を呈す土壌で、

規模は直径1．80×1．43m、最大深40cmを測る。断面形は逆

台形を呈すが、北側が若干深くなる。壁の焼け具合は弱く、

部分的に焼壁面が残る程度。埋土付暗褐色土で、下方に焼

土塊・炭化物を含む黒褐色土層が薄く堆積する。遺物の出

土はなかった。

（3）小　結

以上調査の概要について述べた。整理すると以下のよう

になる。
0　　　　　　　　1m

l口　吉．l　　　－．．」

（1）本項は尾根筋に分布するE群20基の中で最も高所　Flg．52　焼土堀（第1～2号）

に位置する。地山成形面を見ると周囲より一段高くなって　　　　平面及び断面図（1／50）

おり、本項は尾根筋の周囲より一段高くなった所を選んで造営したのかもしれない。

（2）　墳丘規模は土層状況や地山成形面の状況から見て、東西径7．8m、南北径9mを測り、

平面形は円形に近い。墳裾がかなり削られているので、本来はもう少し大きかったのであろう。

（3）　石室は南西方向寸こ開口する単室の両袖型横穴式石室であるが、墓道等は土取りで消滅

し確認できなかった。

（4）　石室平面形はほぼ方形の玄室に狭長な羨道がつく形態で、規模は右壁長4．60m（玄室

長1．80m＋羨道長2．80m）、左壁長4．30m（玄室長1．60m＋羨道長2．70m）を測る。玄室と羨道

の長さの比率は1：1・55、1：1．70となる。壁高は床面から最大で1．70mを測る。

（5）　出土遺物は少なかったが、須恵器の杯蓋・身の形態が小田富士雄氏編のⅢb期～Ⅳa期、

Ⅳb期、Ⅶ期の3時期に分かれることから、6世紀後半～末頃の初葬で追葬が2回程行われた

可能性がある。

（6）　装身具として土製の丸玉ないし小玉が10出土しているが、市内では土製の小玉類を副

葬する古墳はそう多くない。吉武塚原7号墳（35個）、早苗田D群10号墳（11個）、草場古墳群

6号墳（20個）．12号墳（21個）、柏原古墳群A－2号墳（7個）、堤ヶ満吉墳群1号墳（7個）

．7号墳（48個）、神松寺御陵古墳（21個）などがある。それぞれの古墳群の限られた古墳か

らまとまって出土している。このことはそれらの出土古墳の被葬者の階級性を表すものなのか、

それとも単に古墳の残り具合によるものなのか、土製小玉が土という性質上、残りにくく見つ

けにくいものなのか、今後の検討課題であろう。
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Ⅳ・総　　括

前章においてはC群・E群の各古墳および焼土壌について個別具体的にみてきたが、ここで

は発掘調査の成果を踏まえ、須恵器の編年作業、石室の構築．石室平面形の検討を行い、築造

時期と造営期間、群の形成過程などについて考察を加える。

1．須恵器について

すでにみてきたように、各古墳はいずれも盗掘や石室石材の抜き取りなどによって、本来副

葬されていた遺物のかなりの部分は失われていると考えられる。石室内の遺物は全般的に少な

く、また出土したものも墳丘や周溝内から2次的な混入品として出土した例がほとんどである。

したがって編年作業にあたってはかなり限られた資料で行なったことになる。

出土した須恵器のうちほぼ原位置を保ち、古墳の造営時期をより正確にうかがえるものは、

Tab．2のゴシック体で示した例がある。一括資料としては第8号墳羨道内出土品（Fig．13）と

第9号墳墳丘第4区出土品（Fig．17・22）があり、編年作業のポイントとなる資料である。編

年にあたっては、比較的型式差が認めやすく、量的にも出土例の多い須恵器杯身と杯蓋を中心

に分類作業を行ない、従来の編年観も加味して便宜的にⅠ～V類とした（Tab・2、Fig．54）。

Tab．2には出土土器の分類結果を遺物番号で表記し、杯については諸特徴をまとめた。Fig・54

はTab．2をもとに図化したものである。

全般的にみて型式的には従来の編年の枠を越えるものではないが、第Ⅱ類においては同型式

内における若干の形態的な特徴の差異が看取される。これを微妙な時期差とみるか、同時期に

おける製作集団、特に製作窯場、供給元の異なりを反映しているとみるかは今後の課題であろ

う。各類における杯の諸特徴はTab．2に記載したとおりである。なお杯に限って法量上の変

化をみると、最も大きなピークを示すのはⅡ－b類である。口径は蓋が14．5cm前後、身が12．3Cⅲ

前後、器高は蓋が4．4cmほど、身が4．5cm前後を測る。Ⅱ－a類がそれに次いで大きく口径は蓋が

13．7cm前後、身が11．9cm前後、器高は蓋が4．7cmほどで、身が4．5cm前後を測る。ついでⅠ類で、

口径は蓋が13．5cm前後、身が11・7cm前後、器高は蓋が4．9cmほど、身が5．1cm前後を測る。Ⅲ類

では口径は蓋が11．4cm前後、身が11．0cm前後、器高は蓋が3．4cmほど、身が2．9cⅲ前後を測る。Ⅳ

類では、口径は蓋が14．6cm前後、身が13．6cm前後、器高は蓋が3．6cmほど、身が4．3Cⅲ前後を測

る。器種の組成については資料が少ないこともあってその把握までにはいたらなかったが今後

補い組成を明らかにしてゆきたい。つぎに以上の編年案を従来の編年観と比較してみたい。北

部九州の須恵器の編年については小田富士雄氏による八女古窯跡群の調査成果などを踏まえた
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一連の研究があるが、最近では舟山良一氏などによる総括的な記述がある。これらを参考にす

ると、本古墳群のⅠ類はⅢ－a類に、Ⅱ類はⅢ－b類にⅢ類はⅣ類にⅣ類はⅥ類に比定できよう。

ただしⅡ－C類は法量の減少と製作手法の粗略化という点からⅣ類に入る可能性がある。

小田氏編年の実年代観については未だ若干の検討の余地を残しているが、C群．E群の各古

墳から出土した土器群は概ね6世紀前半もしくは半ばから7世紀後半頃に位置づけられよう。

2．石室平面形について

石室の分類　　ここでは古墳石室の形態的な特徴についてふれたい。石室構築の状況．平面

形態の特徴などからみれば、以下のように大きく3類に分けられる。

1　類：第8号墳

2－a類：第9号・12号填、2－b類：第11号填、2－C類：第22号・E群第1号墳

3一類：第6号・21号墳

1類とした8号頃は、平面形が羽子板状をなす長方形の両袖型石室で、袖石は貧弱で、「ハ」

の字形に開く羨道部は短くまた狭い。羨道床面は玄室から羨門に向かって徐々にせり上がって

おり、竪穴系横言式石室の名残を留めている特徴を有す。玄室天井石の架構は現存の石室床面

からそう高くないことが推定される。2類は正方形に近い平面形を有すものである。天井石架

構の技術的配慮から、石室壁体下部の原石も大きく、安定した構造を持つもので、袖石も発達

し大きく、玄室から羨道部にかけての壁体の持ち送りの手法や、玄室隅角部の壁体の構築には

三角持ち送りの手法を用いるなど技術的にも高い築造がなされている。羨道部が短く石室規模

の小さなa類と大型の石室のものb類、作りがやや雑で、羨道部が長く付くC類に分けられる。

3類は、全体に規模が小さくなり、長方形の玄室の短軸を石室の主軸として羨道を付設するも

ので終末期の古墳である。天井の高さは低く、したがって壁体下部の腰石も2類と比べ貧弱に

なっている。

これらの古墳石室は、1類→2類→3類の順に変化を遂げてきていることは、後述の古墳築

造の先後関係の項で明らかである。また出土遺物からみて1類は6世紀前半から半ばにかけて、

2類は6世紀半ばから後半にかけて、3類は6世紀後半から末もしくは7世紀初頭にかかる石

室の形態であるといえる。

便用尺の検討　　古墳の築造にあたっては、なんらかの企画性に基づいて施工が行なわれた

ことが推定されており、前方後円墳等の実測図をもとにしたコンピューター解析などにより使

用尺の検討が行なわれている。さらに築造企画性の問題は、単に古墳築造の土木技術上の問題

にとどまらず被葬者の系譜の手掛かりにも現在及んでいる。北部九州における後期古墳の平面

企画性についてはすでに柳沢一男氏の詳細な検討があり、検討の手掛かりとして、使用尺の抽

出がなされている。ここでは柳沢氏の手法を援用し、各古墳の使用尺について検討する。
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実測値をもとに各古墳石室の公約数を算出すると、第8号．9号．11号・12号頃では23～25

。Ⅲが求められた。同様に第6号・22号・E群第1号境では33cm前後の値が求められた。これに

基づき各古墳の石室平面図にそれぞれの値の方眼をかけて、操作したところFig．53に示したよ

うな結果が得られた。第8号頃は、石室全長12コマ（尺）のもとで、玄室が9コマ（尺）・奥

壁が5コマ（尺）、羨道が幅2コマ（尺）の企画性を持っていることがわかる。左袖石がやや

ずれ、左奥壁が1コマ分ずれているが右奥壁と右側壁が石室構築の基準になり、基準壁体の構

Fig・53C群・E群各古墳集成図（l／75）

（第21号境の使用尺については不明）
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築後におおむね合わせる形で残りの構築がなされたものと思われる。第9号頃は石室全長17コ

マ（尺）の企画のもとで、玄室が10コマ（尺）、奥壁が7コマ（尺）、羨道幅が3コマ（尺）と

なり、かなり整った企画性で平面形が構成されていることがわかる。以上のようにみると、23

～25cmの公約数を持ったグループの使用尺は柳沢氏のいう晋後尺（1尺＝24．5cm）にかなり近

いことが考えられる。また33cm前後の値が求められたグループは高麗尺（1尺＝35。ⅲ）に近

いことが推定される。この結果をみると、先に分類した石室の1類と2a．2b類とに晋後尺

が、2C類と3類に高麗尺が使用されたことになる。この使用尺の変化が何に基づくものなの

かを明らかにすることが今後の課題となろう。

3．古墳の造営期間について

古墳築造の先後関係　古墳の造営期間について述べる前に、調査によってえられた遺構間

の先後関係をみてゆきたい。遺構間の直接の切り合い関係が明確なものを簡単にまとめると下

類
小田氏
轟年案 ．

特徴
第 6

号撃
第 8
号墳

第 9
号墳

第 11
号墳

第 12
号墳

第 21
号墳

E 郡第

1 号墳
嘘 高杯 短頸壷 甕 その他

I ． Ⅲ a

蓋
．天井部と口縁部の境ほ明僚な段を有する。

・口縁端部は段、または洗練を有し、わずかに外反する。

14 、15、
16 、22、
24

36 、48、
53 、80

9 1、
103 、

105

122、
13 5、

140 ・

79

78

76，77

14 7

87（土輔 0
163

39，102

10 1
165

166

6，20，146

68
69
74

75
117
164

29

173

100

7 1

70

72
117

134

8 8
8 9
90

9

40
118

181
182

41

179

180，

210

119

8
21

7
16 7
168

169

身
・立ち上がりは長く、直立するか、やや内債する。

・一口緑端部は段を有 し、やや外反す る。
．受部は水平にひ きだされる。

19 58 、86

Ⅱ a

Ⅲ b

－蓋
．天井部と口縁部の境は明瞭な段を有する。

．口縁端部は段、または沈線を有す る。

47、50、51、

52、朗3 1、
82－

92 、93、

104、107、
109、110

121、123、
126、127、
133、136、
141

身
・立ち上がりは長く、直立するか、やや内懐する。

．口縁端部の段は消失 し、丸味をおびる。
．受部は水平 にひきだ される。

17、18、
28

38 、57、
66 、83

114 、

115

129、131、

137、・139、
143

Ⅱ b－

蓋
．天井部．と口固邸の境の蝕ま不明瞭である。

．口縁端部は丸い。

25 37、44、

46、55、
56、61

106 、

198

128、142、

144、145

1個、1嶺

・身
．立 ち上が りはやや短 く内債す る。

・ロ縁端部 は丸い。

・受部．はやや上向きにひきだされる。

59、60凪

朗、65、礼
85

鋸、95、第、
2 、卿 、
111、112、
113

120、124、
130、132、
144

Ⅱ C

蓋
．天井部 と口縁部の境の段墜消失す畠。

．天井部は丸味をおびる。
．口縁端部は丸い、もしくは弱い段を有する。

2 23 43、49 172、173、
174

身

．立ち上がりはより短かくなり、やや強く内債する。

．受部は上向 きにひきだされ る。
．法量の減少化がみ られる。

5 ． 26 、27

Ⅲ Ⅳ

蓋

．天井部は平 ら、もしくは平らに近 く、

体部は直線的になる。

．ロ縁端部は丸い、もしくは弱い段を有する。

1 4 2 150、206、
207

171

身

●立ち・上がりは極端に短くなり、強く内僚する。

．体部ほ丸味をおび、鹿部は平底 を呈
する傾向がみられる。

3 ．、4 208 175、176

Ⅳ Ⅵ

蓋
・天井部中央に擬宝珠型のつまみを有する。

・口縁端部は短 いかえ りを有する。

151、152、
153

身

・口縁部は外上方にの－び、端部は丸い。

．鹿部は平底を呈するか、 も，し．くは
「八」の字形の高台を貼付す る。

15狛 561

157、159、

1．60

Ⅴ 身
．高台は直線的に立ち上がる体部 と底

一部との境近 くに貼付 される。

177

Tab．2各古墳出土須恵器分類一覧表
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記のようになる。なお矢印は先→後を表す。

第8号墳→第9号墳→第21号墳

第6号墳→第21号墳

第12号墳→第11号墳

第12号墳→第22号墳

第11号墳→第3号．4号焼土壌

第22号墳→第5号焼土壌

地山成形時に第21号頃が第9号墳墳丘を、第9号頃が

第8号墳墳丘を切っている。

墳丘盛土の土層断面で確認できた。

第11号墳周溝が第12号墳周溝と墳丘を切っている。

地山成形により第12号墳墳丘が削平されている。

第11号墳周溝埋土を切って土壌が掘削されている。

第22号墳周溝埋土を切って土壌が掘削されている。

出土遺物からみた築造の時期と基営期間　　ここでは、須恵器の型式分類、石室平面形の検

討結果、および先にみた切り合い関係を踏まえて築造順を追いながら調査区内における群集墳

の形成過程を復元してみたい。

まず6世紀前半から半ばにかけて第8号頃が尾根筋の頂部に築造される。ついで6世紀半ば

頃に第9号墳が隣接して築造され、墓前祭を第8号墳ともども行いながら6世紀末まで墓とし

第6号墳 第8号墳 第9号墳 第12号墳　第21卑墳 E群細号墳

Ⅰ
1彦

Ⅱa
＼工、＿工

54
－、、＼

38

　＼

133

13会

＋ 意

Ⅱb

鱒C

／へ＼
－25

／ミミ土
23

ヽ l ヰ 5。

＼区57

寓 0．．
＼」／

178

「 叉　メ
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＼ル，Ⅴ
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∴

Ⅲ
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ル
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Ⅳ

－レしノ
8
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一年159

軋

Fig．55C群．E群出土須恵器へラ記号集成図

て営まれる。第9号墳築造にや

や遅れて第12号境が造られる。

その後第11号頃が西隣に作られ、

6世紀末まで墓として営まれる。

6世紀後半から末にかけて第22

号境が第12号境に隣接して造ら

れ、同じ頃に第6号頃が築造さ

れる。第11号墳・12号頃は出土

遺物からみると6世期後半まで

墓常の痕跡を留めるがその後は

放棄されている。ところでC群

のなかで最も墳丘規模の大きい

第16号墳（Fig．2）は、石室の

形態から第11号頃とほとんど同

じ時期に築造されたものと考え

られる。E群第1号境は第22号

墳と同じ頃に築造されその後7

世紀後半頃まで数回にわたる迫

葬と墓前祭が営まれる。また第

6号墳築造後まもなくして6世
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紀末から7世紀初頭に第21号頃が第6号頃に隣接して造られ、7世紀後半までE群第1号頃と

同様に追葬と墓前祭が営まれる。これらの古墳の造営が終焉を迎える前後の頃に、焼土壌が各

古墳の周囲に設けられている。その性格は不明だが、共通して木炭片を多量に含んでいること、

墳丘を避けその周囲に占地していることなどからみて、墳丘を対象にしたなんらかの祖霊祭祀

の痕跡かもしれない。いずれにせよ墓としての古墳の役割は7世紀末にはすでに放棄されてい

たとみることができる。

Tab．3　C群第12号墳出土小玉計測表

登 録 番 号

法　 量 （mm ）

色 由 ． 備 考 登 録 番 号

法　 量 （mm ）

色 調 備 考

直 径 厚 さ
子L径 直 径 厚 さ 孔 痙

00368

00369

00370

00372

00373

00374

00375

00376

00377

00378

00379

2 ．8

2・9

3．0

2・0

3．1

4．8

3．2

4．1

3．2

3．2

4．1

1・5

2．4

2．2

－2．0
2・9

3．7

4・1

3．2

2．1

2．．2／／

3 ．2

1．1

1．1

1．1

1・2

1．0

1 4

2．0

1・6

1．0

1 0

1．2

不 透 明 な 黄 色

〝

〝

〝

〝

透 明 な 青 緑 色

〝

〟

〝

〝

透 明 明 青 緑 色

非 常 に 細 い 縦 縞 あ り

〝

〟

〝

′′

気 泡 （丸 い ） 含 む

〝

〝

〝

〝

・〝

非 常 に 細 い 縦 縞 あ り

00386

00387

00 388

00399

00390

00391－

00392

00393

00394

00395　－

00396　 －

3．8

4 ．1

3 ．8

4 ・0

3 ・1

4 ．4

3．1

4 ．0

3・8

3．3

3．1

2．1

3．0

2 ．9

2 ．4

3 ．8

2．0

3．0

3．0

1．8

1．3

1．2

1．2

1．2

1 ．1

1．2

1・4

1．3

1・1

1・3

透 明 明 青 緑 色

／／

〝

〝

／／

〝

．　〝

〝

透 明 な 渡 紺 色

〝

〝

〝

〟

－　〝
不透 明な赤褐 色

気 泡 （丸 い ） 含 む

〟

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〟

〝

〝

気 泡 含 む 、 両 端 平 坦00380 2．9 2 ．6 0 ．8 不 透 明 な 黄 色 00397 2．3 2．1 1．0

0038 1 3．8 3 ．1 1 ・0 －透 明 な 青 緑 色 気 泡 （丸 い ）含 む

〝

〝

〝

〝

00398 3．8 2．1 1．4 気 泡 （丸 い ）含 む

〝

両 端 は 平 坦

0038 2

0038 3

3．1

3 ．0

3 ．1

2 ．9

1・・4

1・4

透 明 な 青 緑 色

〝

〝

〝

00399

00400

4．0

3．0

3．8

1．3

1．6

1．1

00384

0038 5

3 ．2

3 ．8

2 ．1

2．2

1 7

1．7

00年01 3．／8 1 8 1．0 透 明 明 青 緑 色 気 泡 （丸 い ） 含 む

（石製品00400以外はガラス製）

Tab・4　E群第1号墳出土玉類計測表

F ig ， P L ， 遺 物
名 称 －材 質

法　　 量 （m m ）
色 調

登 録

N O ・N O N O －直 径 ×厚 ・孔 径 N O

4 9 34 ， 18 4 勾 玉 長 2・4 cm 厚 0 ．5 c m 孔 0 ・1 c m 灰 白色 0 0 0 1 8

〝 〟 18 5　 － 句 玉 － 水 晶 か ガ ラ ス 長 1．5 cm 厚 0 ．5 c m 孔 0 ．2 c m 透 －・明 0 0 0 1 9

〟 〟 18 6 小 玉 土 製 ¢ 0．6 5 c m 厚 0 ．5 c m 孔 0 ．1 c m 暗 灰 褐 色 0 0 0 2 0

〝 〝 18 7 〝 〝 ¢ 0．6 0 c m 厚 0 ．4 5 C 甲 孔 0 ．1 c m 〝 0 0 0 2 1

〟 ／′ 18 8 〟 ／／－ ¢ 0．6 0 c m 厚 0 ．5 cⅲ 孔 0 ・15 c m 〝 0 0 0 2 2

〝 〟 － 1 8 9 〝 ． 〝 ¢ 0・4 5 c m 厚 0 ．2 cm 孔 0 ・1 c m 〝 0 0 0 2 3

〝 〝 1 9 0 〟 滑 石 ¢ 0・8 c m 厚 0 ．4 cm 孔 0 ．2 c 皿 灰 自　 － 0 0 0 2 4

／′ 〝 1 9 1 〝 〝 ¢ 0．7 c m 厚 0 ．2 －cm 孔 0 ．15 c m 〝 0 0 0 2 5

〝 〝 1 9 2 〝 1 〝 ¢ 0．6 c m 厚 0 ．3 cm 孔 0 ．15 c 灯 〝 0 0 0 2 6

〝 ／ケ 1 9 3 〝 土 製 ¢ 0・8 c m 厚 0 ．4 cm 孔 0 ．15 c m 暗 灰 褐 色 0 0 0 2 7

〝 〝 1 9 4 〟 〝
¢ 0．6 c m 厚 0 ．4 ／cm 孔 0 ・15 c m

〝 0 0 0 2 8

〝 〝 1 9 5 〝 〟 ¢ 0・6 一c m 厚 0 ・4 c m 孔 0 ．1 5 cm 〝 0 0 0 2 9

〝 〝 1 9 6 ． 〝 〝 ¢ 0 ・5 5 c m 厚 0 ．3 c m 孔 0 ・1 5 cm 〝 0 0 0 3 0

〝 〝 1 9 7 〝 〟 ¢ 0 ．5 5 c m 厚 0 ．4 c m 孔 0 ．1 5 cm 〝 0 0 0 3 1

〝 〝 1 9 8 〟 〟 ¢ 0 ．4 5 c m 厚 0 ・3 c m 孔 0 ・1 cm 〟 0 0 0 3 2

〝 〝 1 9 9 〝 ガ．ラ ス ¢ 0 ．4 c m 厚 0 ．2 c m 孔 0 ・1 c m ス カ イ ブ ル ー 0 0 0 3 3

〝 〝 2 0 0 ／′ －〝 ¢ 0 ．4 c m 厚 0 ．1 5 c m 孔 0 ．1 c 山 コノミル トブ ル ー 0 0 0 3 4
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おわりに　　以上調査の所見を踏まえて、柏原C群・E群について述べてきたが、他の古墳

群との比較検討を行なうにはいたらなかった。ここ数年来、今宿地区の埋蔵文化財の調査は増

加の一途をたどっており、当該地の考古学的成果が蓄積されている。特に古墳時代における群

集頃の生成とその展開の実態については、集落遺跡の調査成果も含めて考えられる状況になり

つつある。今回の調査成果が実態の把握の一助となれば幸いである。
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Tab・5　各古墳出土土器観察一覧表

凡　例

1．観察表の作成は、実測図と現物とを対照して行った。

2．遺物番号は本報告書の実測図の番号である。

3．登録番号は遺物を収蔵する際の番号で、5桁で記す。

4．法量の表記については、以下のように略した。

口：口径、器：器高　受径：受部径

立高：立ち上がり高　天径：天井部径

口縁：口縁高　　　　体径：休部最大径

基径：基部径　　　　脚径：脚部径

頸径：頸部径　　　　頸長：頸部長

なお、（）は復元値によるものであり、歪みの著しいものについてほ実測段階での復元図をもとに計測している。

C群第6号墳（9021）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9021

F i g

N o

P L

N o

遺 物

N o

種

類

器

種

法　　 量

（c m ）．
形 態 ・手 法 上 の 特 徴 そ の 他 備　 考

登 録

N o

8 5 1

・須
杯

蓋

－・口 ：・1－1．6 受径 ： 天 井 部 と体 部 の 境 は 不 明 瞭 。・ロ緑 端 部 は 丸 く 色 調 ：灰 黒 色 。

約 1／2残 存 0

器 ： 3．5 立高 ：

天径 ：－6．6

口線 ：

仕 上 げ る 。 天 井 部 の 1／2以 下 に 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ 焼 成 ：良 好 0 －
恵
器

調 整 。 胎 土 ：石 英 ．長 石 ．雲 母

を 含 む 。

〝 〝 2 － 〝 〝

口 ：12．4 受径 ： 天 井 部 と体 部 の 境 は 不 明 瞭 。 ロ縁 端 部 は 丸 く 色 調 ：灰 黒 色 。

．．

器 ： 3．5 立高 ：

天径 ：10－6

口縁 －：

仕 上 げ る 0 天 井 部 の 2／3に 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ調 整 。 焼 成 ：良 好 。

胎 土 ：石 英 ・長 石 ．雲 母

を 含 む 。

〝 〝 3 〟
杯

身

口 ：11．0 受径 ： 9．0
立 ち 上 が りは 短 く 、強 く内 傾 す る 。鹿 部 は や や 色 調 ：灰 黒 色 。

完 形 0

器 ： 2・9 立高 ： 0．15

天径 ：

口縁 ：

平 ら 。 鹿 部 の 1／2 に 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ調 整 。 焼 成 ：良 好 。

胎 土 ：石 英 ．長 石 ・雲 母

を 含 む 。

〝 ／／ 4 ／／ 〝

口 ：11．0 受径 ： 9．2
立 ち 上 が りは 短 く、鋭 く内 傾 す る 。 鹿 部 は 平 ら。 色 調 ：灰 黒 色 。

約 2／3残 存 0

．器 ： 3．1 立 高 一：，0・4

天径 ：

口縁 ：

鹿 部 の 1／2 以 下 に 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ調 整 。 焼 成 ：良 好 。

胎 土 ：石 英 を 含 む 。

〝 ／／ 5 ／／ 〝

口 ：13．・0 受径 ：10・8 立 ち 上 が りは 鋭 く 内傾 し 、受 部 ほ 短 い 。 鹿 部 の 色 調 5 灰 黒 色 。

約 3／4残 存 0

器 ： 3・6 立 高 ： 0・7 ．

1天径 ：

口縁 ：

2／3 に 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ調 整 。 焼 成 ：良 好 。

胎 土 ：石 英 ．長 石 ・雲 母

を 含 む 。

〝 ／／ 6 〝
言

口 ：11．7 受径 ： 杯 部 は 直 線 的 に 立 ち 上 が る ・。 鹿 部 と の 境 に は 色 調 ：灰 黒 色 。

約 1／4残 存 0

器 ：12．6 立 高 ：

脚 径 ：11．0 天径 ：

1基 径 ： 3．3 口緑 ：

凹 線 が 巡 る 。脚 部 は 筒 状 で 中 位 に 二 条 の・凹 線 焼 成 ：良 好 。

同
杯

を 有 す 。 胎 土 ：石 英 ．雲 母 を 含 む 。

〝 〝 7 〝

短
墾

望互

口 ：　 受径 ：． 休 部 は 扁 球 形 を な す 。 外 面 は カ キ 目 、 内 面 は 色 調 ：灰 黒 色 。

口 緑 部 欠損 0

器 ：　 立 高 ：

体 径 ：16．8 天径 ：

目線 ‥

ナ デ 調 整 。 焼 成 ：良 好 。

胎 土 ：雲 母 を 少 し 含 む 。
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Fig

N o

PL

N o

遺物

N o

種
類

器

種

法　　 量
（cm ）

形態・手法上の特徴 －その釉 備・考
登録

N o

8 5 8 〟

平
瓶

ロ：7．9受径：－ 口部は直－線的に開き、端部付近で内湾する。色調：灰黒色。 へラ記号有O

器：18．9立高：

天径：

口線：

休部は丸く、肩が張る。 焼成：良好o

胎土：石英・雲母を含む。
⑭

／／ 9 〝 甕

口：17．0受径： 口部ほ穏やかに開き－端部ほ肥厚－される。肩．色調：暗灰色。

ロ縁～

休部片0

器：　 立高：

天径－：

白線：

部はなで肩で、胴部中位に最大径がく／る。 焼成：－良好。

胎土：・長石．雲母を含む。

9 15 10
土 脚

ロ：11．8受径： 口部は内湾気味に開き、体部は丸く胴部上位 色調：茶褐色。

脚部欠損0

器．：　 立萄：

天径：

口緑：

に最大径がくる。脚部はラッパ形で、器面は 焼成：良好。
師
軍

壁

宜E

ヘラケズリを施す。． 胎土：石英．長石．雲母・

シャモットを含む。

／／ 〟 11 〝．杯

口：11．0受径： 口縁部は内湾し、端部は丸味をおびる。鹿部は－色調：明褐色。

鹿部－欠損0

器：（42）立高：

天径：

ロ縁：

丸い。外面はヨコナデ調整。 焼成：良好。

胎土：石英・長石・雲母

．を含む。

C群第8号墳（9105）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9105

13 8 1 4

須
杯
蓋

口 ：1 3．5 受 径 ： 天 井 部 内 面 は シ ッ タ垣 を ナ デ 調 整 。 色 調 ・：明 灰 色 。

．0 0 0 0 1
器 ： 4 ．9 立 高 ：

天 径 ：12 ．9

ロ縁 ： 2 ．3

外 面 2／3は 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ、他 は 回 転 ナ デ 調 整 。． 焼 成 ：や や 不 良 。
恵

器
口縁 一部 内 面 に 一 兵 の 沈 線 有 。 胎 土 ：－密 。

〟 〝 1 5 〝 〝

ロ ：14 ．5 受 径 ： 天 井 部 内 面 は シ ッ タ痕 を ナ デ 調 整 。 色 調 ：明 灰 色 。

0 0 0 0 4
器 ： 4．7 立 高 ：

天 径 ：1 3－．6

口線 ： 2．0

外 面 2／3は 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ、 他 は 回 転 ナ デ 調 整 。 焼 成 ：や や 不 良 。

天 井 部 は 低 く、 一口縁 端 部 は や や 外 反 す る 。 胎 土 －：密 0

〝 〟 1 6 ′′ 〝

口 ：1 3・9 受 径 ： 天 井 部 内 面 は シ ッ タ痕 を ナ デ 調 整 。 色 調 ：内 ・青 灰 色 、外 ・灰

0 0 0 0 6 －
器 ： 4・8 立 高 ：

天 径 ：1・2．5

口縁 ： 2．4

外 面 2／3は 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ、 他 は 回 転 ナ デ 調 整 。 色 。

天 井 部 は 車 や 高 く 、 ロ縁 端 部 は や や 外 反 す る 。 焼 成 ：良 好 。

胎 土 ：密 。．

〟 〟 1 7 〝 ．
杯
身

ロ ：1 1．7 受 径 ：1 3．8 内 鹿 部 は シ ．ッ タ痕 を ナ デ 調 整 。 色 調 ：明 灰 色 。

0 0 0 0 2
器 －： 4．7 立 高 ： 1－3

天径 ：

口琴 ‥

外 面 2／3 は 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ、 他 ほ 回 転 ナ デ 調 整 。 焼 成 ：や や 不 良 。

鹿 部 は 深 －く工 立 ち 上 が りは や ．や 短 く 、 内 懐 す

る。

胎 土 ：密 。

／／ 〝 1 8 〝 〝

口 ：1 3．5 受径 ：1 1・7 内 鹿 部 は シ ッ タ 痕 を ナ デ調 整 。 色 調 ：明 灰 色 。

0 0 0 0 5 ・
器 ： 4．9 立高 ： 1．5

奉径 ；

白線 ：

外 面 1／2 は 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ、 他 は 回 転 ナ デ 調 整 。 焼 成 ：や や 不 良 。

鹿 部 は 深 く、 立 ち 上 が りは 短 く 、 内 懐 す る 。 胎 土 ：密 。

〝 〝 1 9 ／ 〝 〝

ロ ：1 2－6 受径 ：1 4．5 内 鹿 部 は シ ヅタ 痕 を ナ デ 調 整 。 色 調 ：．内 ・明 灰 色 、外 ・白 ．．

0 0 0 0 7
器 ： 5．2 立高 ： 1．5

天径 ：

口輝 ；

外 面 2／3 は 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ、 （磨 滅 の た め 不 明 明 灰 色 。

瞭 ） 他 は 回 転 ナ デ 調 整 。 鹿 部 は 深 く丸 い 。 立 焼 成 －：や や 不 良 。

ち 上 が りは 短 く、 内 懐 す る 。－． 胎 土 ：密 。

〝　 － 〝 2 0 〝
言

口 ：．（12・3）受径 ： 杯 部 外 面 1／3は 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ。 他 は 内 外 面 と 色 調 －：明 褐 色 （酸 化 焔 焼

・脚 部 の 鹿 部

一 部 欠 損 。

0 0 0 q 3
杯 器 ： 4．6 立 高 ：

全 高 ：14 ・0天径 ：

脚 径 ：1 0．5 口緑 ：

も に 回 転 ナ デ 調 整 。 脚 部 は 内 外 面 と も しぼ り 成 ）。

環 痕 が み ら －れ る 。 焼 成 ‥軟 質 。 甘 い－。

胎 土 ：密 。白色砂粒 を含 む g

〝 〝 2 1 〝
堤

瓶

口 ：（61））頸長 ： 3．2 胴 部 片 面 は 回 転 力 キ ー巨上 片 面 は 回 転 へ ラ ケ ズ 色 調 ：明 褐 色 （酸 化 焔 焼

．ロ縁 部 欠 損 。

0 0 0 0 8
器 ：　 胴 厚 ： 9．4

胴径 ：1．4．8

リ成 形 。 頸 部 外 面 は ナ デ ツ ケ 調 整 。 頸 部 は 内 成 ）。

外 面 と も しぼ り痕 が み ら れ る 。 焼 成 ／：軟 質 。 甘 い 。

器 表 面 は 若 干 剥 離 ．して い る 。 胎 土 ：密 。白 色 砂 粒 を 多

く含 む 。
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14 8 22

須
杯

口：13・1受径： 天井部内面はナデ調整。 色調：青灰色。（外面一部に

．

00010
器：4．4立高：

外面2／3 ほ回転へラ切り離し。口縁部外面ほ 自然粕がかかる）

恵 回転ヘラケズリ成形　 口縁端部内面は段を有 焼成：堅緻
器 蓋 天径：12．7

口固：2．2

／○　　　　　　　　 言
す。

胎土：密°5兜の白色右

礫を含む。

〝 〝 23 〝 〝

口：13．0受径： 天井部内面は不整方向のナデ調整。 色調：明灰色。（外面一 へラ記号有。

00011
1器：4．1立高：

天径：12．6

ロ縁：1．7

外面2／3 ほ回転へラーケズリ。天井部はやや低 部黒色） ㊤

口尉残机／4。

く、口縁部は内傾し、端部はわずかに外反す 焼成：堅撤。

・る。　　　　　　　　　　　　　　 ・′－ナ・胎土：密。白色砂礫を含む。

〝 9 24 〝 〟

口：（14．2）受径： 天井部内面は不整方向ナデ調整。 色調：内．明灰色、外・自然釉

残存3／4。

00013
器：4．2立高．：

天径：13．9

口線：1．5

外面は回転へラ切り、（自然釉のため不明瞭）。 焼成：堅緻°

口縁端部内面隼弱い段有。 胎土：密。白色砂粒を多

く含む。

〝 －〝 25 〝 〝

口：13．0．受径： 天井部内面はヨコナデ調整。 色調：内外・黒原色、断．へラ記号有。

00014
器：／3．8立高：

天径：12・1

ロ線：1．8

外面2／3 は回転ヘラケズリ調整。中央に砂粒 明灰色。 ○

口鰍 β欠損。

が付着している。口縁端部は丸味をおび厚い。焼成：やや不良。

胎土：密。白色砂粒を多

く含む。

〝 〝 26 〝

杯．

身

口：12．2受径：14．0 内鹿部はヨコナデ調整。 色調：内．黒灰色、外・自 へラ記号有。

00012
器：4．1立高：1．0

天径：

ロ縁：

外面は回転ヘラケズリ調整 （自然釉のた／め不 然釉　 断．明灰色。 ①

明瞭）。立ち上がりは短く内傾し、受部は水平 焼成：堅撤。

にやや長く薄手。 胎土：密。白色砂粒を多

く含む。

〝 〝 27 〟 〝

ロ：11．6受径：13．8 内鹿部ほヨコナデ調整。 色調：内・暗灰色、外・自

00016
器：4．1立高：1．2

天径：

口縁：

外面は自然釉 （黄褐色）が厚くかかるため、 然釉、断．明灰色。

ヘラケズリ等は不明瞭。立ち上がりは短く、 焼成：堅撤。

内懐する。受部は長く、端部は丸い。 胎土：密。

〝 〝 28 〝 〝

ロ：13．1受径：14．8 内鹿部はシック痕をナデ調整。・ 色調：明灰色。

－00015
器：4．9立高：1．6

天径：

口縁：

外面2／3 は回転ヘラケズリ、他は回転ナデ調－焼成：やや不良。

整－。鹿部は深く、立ち上がりは内層する。受

部は短い。

胎土：密。

〝 〝 29 〟 壷

ロ：－7．6受径： 休部外面は1／2 は手持ちヘラケズリ調整。ロ 色調：黒灰色。外面内底

残存約2／3。

00009
器：－（8．5）立高：

体径：11．2．天径：

口緑：－

縁端部は丸味をおびている。 部に自然釉。

焼成：堅緻。

胎土：やや粗。白色砂

粒を多く含む。

．11 9 30

土
杯

口：13．3受径： 内面は一部ナデが残っているが、器表面が剥 色調：明褐色。

00017
器：6．3立高：

天径：

口縁：

離しているため、他は不明瞭。 焼成：不良。
師

器
鹿部は丸味をおびているため不安定。 胎土：やや粗．。白色砂

礫を多く含む。

C群第9号墳（9105）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9105

1 8 12 3 6

須
一一一．／．・．一一一／．言

口 ：－・11．6 受 径 ： つ ま み の まわ りに 櫛 （・11～ 1 2本 ） に よ る施 文 有 。 色 調 ：暗 灰 色 。

00 0 8 9
同
杯　　（ 器 ： 5．0 立 高 ：

天 井 部 外 面 中 位 は 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ 、 他 は 回 転 焼 成 ：－堅 緻 °

恵 ナ デ 調 整　 天 井 部 高 く　 ロ縁 部 は 内 懐 し 下 る 胎 土 ：密 。 白 色 砂 粒 多
器 蓋　　） つ郎痛 ：－1．1天 径 ：

つ離避 ：．3．5 口縁 ：

。　　　　　 言　　一　　　 　ヽ　　　　 P　　　　　　　　　　　　　　　 O
端 部 に 段 を 有 す 。 く含 む 。

〝 〝 37 〝
杯
蓋

口 ：13．0 受 径 ： 天 井 部 外 面 2／3は 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ、 他 は 回 転 ナ 色 調 ：暗 灰 色 。 外 ・黒 灰 へ ラ記 号 有 。

00 0 8 7
器 ： 4．2 立 高 ：

・天 径 ：11㌢1
口緑 ： 2．9

デ 調 整 。 色 （一 部 自 然 釉 ） ①

残 存 約 3／4

口 縁 部 は 内 懐 し 、 端 部 をま丸 い 。 焼 成 ：堅 緻 。

胎 土 ：密 °

〝 38 〟
杯
身

口 ：11．9 受 径 ：14．1 ／外 面 1／3 は 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ。他 は 内 外 面 と も 自 色 調 ：内 ・明 灰褐 色 、外 ・ へラ記号有（内）6

0 0 0 8 1
器 ： 4．6 立 高 ： 1・6

天 径 ：

口線 ：

然 粕 が か か る た め 不 明 。 自然 粕 、断 ・明灰 色 。 ㊦ 一

口緑部2／3欠乱

立 ち 上 が りは 直 立 し、 端 部 ほ 丸 い 。 焼 成 ：や や 不 良 。

胎 土 ：密 。3 ％ の 白 色 砂

礫 を 含 む 。
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18 39

須
宙

rこ．　－ 口：11．2受径：10．9

器：4．5立高：・2．4

内鹿部ほヨコナデ調整、外面中位はカキ目調整、色調：暗灰褐色。外．一

口縁部1／2楓 一一

00090

同
杯

他は一回転ナデ調整。

・虔つ一　面一　　一仙

部自然釉。

／／ビ／ヽ
器

／／‾－＼
身　　） 1封径：．2．4天径：

口緑：

鹿部は平ら。一口縁部は・や直立し埼両部は丸い。焼成：堅緻。

胎土：密。白色砂礫を多

く含む。

〟 12 40 〝

長
口：10．2受径：

器：17－9立高：．

体部外面下方は回転ヘラケズリ。他は回転ナ 色．調：灰～黒灰色。肩部

鹿部欠損。 00103

デ錮撃。頸部と体部の境にはへラによる御圧／ から下方自然釉。

頸 文を施した突帯を有す　 休部中位にはへラに 焼成．堅緻
＝ニl＝．彗E

体径：151．5天径：

頸長：6・6 口線：

。
よる浅い段を施す。

○
胎土：密。細粒を多く

含む。

休部・頭部と

も残存1／2。

〝 〃 41 〝
掟
，瓶

ロ：7・6受径：
口頭部は回転ナデのあと、櫛目波状文を施す。色調：黒灰色。（片面全／へ－ラ記号有。

00104
器：15．3立高：

胴厚：10・1天径：

口縁：

他は回転ナデ。体部片面は回転カキ目を施し， 体に自然釉）
一色

把手は1個欠乱

片面－はヘラケズリのあと、軽くナデ調整O ． 焼成：堅敵。

肩部には2個1対の把事を施す。

′／－＼

胎土：密。2％ほどの

砂粒を含む。

19 〝 42 〟
杯
蓋

口：11．2受径：
天井部内面中央はヨコナデ調整。－外面はほぼ 色由：赤灰褐色。 へラ記号有。

00074
器：3．4立高：

天径：9．7

口縁：1．9

平らで、回転切り離し。ロ縁部に至る中位は 焼成：堅緻。 ④

口縁割／炊乱

回転ヘラケズリ、他は回転ナデ調整。．

天井部は平らで、ロ縁端部は丸い0

胎土－：密。

〝 〝 43 〝 〝

／・口：12．5受径：
天井部内面中央はヨコナデ、外面1／2は回転へ 色調・：黒灰色。断・灰色。へラ記号有

00075
器：．3・8立高：

．天径：．10・9
口線：1．2

ラケズリ、他は回転ナデ調整。 焼成：良好。 0 ・

口縁部1／炊乱

口縁端部は丸味をおび、厚みがある。内外面 胎土：密。白色砂粒を多

とも小．石が溶着している。 く含む。

〝　－・〟 44 〝 〝

口：．・13・6受径：

器：3．8立高：

天径：11．7

口緑：2・7

天井部内面中央はヨ土ナデ、外面2／3は回転つ 色調：暗灰色。

口縁部1／13

欠損。

00085 ・

ラケズリ、他は回転ナデ調整。 焼成－：やや不良。

天井部内面中央は凹状をなし、外面は2／3ほ 胎土：やや粗。白色砂粒

どのところに段をなす。天井部は浅く扁平。 を多く．含む5

〝 45 〝 寧

口：．（25．0）受径：

器：　 車高：

天径：

口線：

内面は同心円文叩き。．－外面は平行叩きの後、 色調：灰ん暗灰色。

口細残存1／2。

00112

回転カキ目を施す。口縁部は内外面ともヨコ 廟成：堅緻。

ナデ調整。 胎土－：密。細砂含む。

20 ．12 ・46 〟
杯
蓋

口：6．4受径：

器：4．0立高：

．天径：10．1
月縁：1．1

天井部内面中央はヨコナデ、外面2／3は手持ち 色調：灰褐色。

00063

ヘラケズリ、他は回転ナデ調整O， 焼成：やや不良。

天井部は深く、かえり．端部はやや下方に張り 胎土：密。2究程の白色

出す。 小石を含む。

〝 〝 47 〟 〟

口：．8．7受径：

器：2．5立高：

天径：8．2

口縁：．1．9

天井部外面1／2は回転ヘラケズリ、他は由転ナ－色調：灰色。．内．外とも自然

口縁部1／4 ．

欠損。

00064

デ調整。－ 釉がうすくかかる。

口縁端部に弱い沈線を有する。 焼成：堅緻。

－胎土：密。4％の白色小石を含む。

〝 〝 48 〝

〟　　（
口：1．1．0受径： 天井部内面．中央ほ．ヨコナデ、他は回転ナデ。 色調：明灰色。

00065

つ
器：3．9立高：

つま礪：－0．7天径：10・6

ほヘラケズリ試　 され．ているが、　 、、、 態　 ：堅 。
ま
み

のため不明瞭。 胎土：密。白色砂粒を含

凹状のつまみを　 す1 む。
竺 つま釉：2．9口縁：2．0 ○

天井部は比較的平ら。口縁端部に段を有す。

〝． 〝 49 〝
杯．

蓋

口：9・5受径：

1 器：3・5立高：

天径：8・8

口緑：1・6

天井部外面2／3は回転ヘラケズリ、一他は回転ナ 色調：明灰色。（外．自

1／8欠損O

00091

デ調整．だが、内外とも自然釉がかかり不明瞭。錠　　 然釉）

口縁端部に一条の沈線がめぐ．る。 焼成：良好。

胎±：密。

〟 〝 50 〝 〝

口：14．2受径：

器土－　5．0立高：

天径：12．．8

口緑：2．9

天井部内面中央はヨコナデ、外面2／3は回転へ 色調．：内．灰褐色、外・明

口縁部

残存1／2。．

－00059

ラケズリ、他は回転ナデー調整O 灰色。

天井部は高く、・口縁端部に一条の沈線を有す 焼成：堅緻。

争。 胎土：密。

〝 〝 51 〟 〟

口：13・1受径：

器：．4．4立高：

天径：12．2

口線：．2．5

天井部内面中央はヨコナデ、外面1／2は画転べ 色調：暗灰色。

口縁部

残存2／3。

00069

ラケズリ、他は回転ナデ。－天井部はやや高く、・焼成：撃緻。

丸い．。 胎土：密。白色砂粒を多

，口縁端部に一条の沈線を有するo く含む。
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2－0 12 52

須

恵
器

杯
葦

口：14．0受径：

器：4．5立高：

天径：14．0

天井部内面中央にシック痕有。外面2／3は回転 色調：灰色。断．灰紫褐

00078

ヘラケズリ、他は回転ナデ調整されているが、 色。

外面はほぼ全触こ自然釉がかかるため、不明

瞭

焼成：堅緻。－

胎土・密　5駕の白色石

口緑：1．9
○

ロ縁端部に弱い段を有す。
。　　　　m

粒を含む。

〝 〝 53 〝 〝

口：14．9受径：

器：4．9立高：

天径：12．・8

口縁：2．6

天井部内面中央にシッタ痕有。外面2／3は回転 色調：内．明灰色、外・灰

00083

へラケ．ズリ、他は回一転ナデ調整。 色、断．灰褐色。

天井部ほ深く、比較的平ら1。ロ縁部はやや外 焼成：堅緻。

優し、端部には一条の沈線がめく・る。 胎土：密。

／／ 〝 54 〝 〝

口：13．9・受径：
天井部内面は一部ヨコナデも見られるが、小 色調：内・明灰褐色、外．へラ記更楕（内）。

00082器：4・0立高：
天径：－12．9

石が溶着し不明瞭。外面中央はへラ切り　調 明灰色。 e整で凹み、そのまわりを輪状にヘラケズリ、 焼成：やや不良。

他は回転ナデ調整。 胎土：やや粗。5％の白
ロ緑：2．，5 天－井部－は平らでロ縁端部内面に段を有す。 色石粒を含む。 蘭 ／4宛軋

〝 13 55 〝 －〝

ロ：14．7受径：

器：．－．3．8立高：

天径．：14．0

ロ縁；－　2．7．

天井部内面中央は土コナデ、外面2／3は回転へ 色調：暗灰色。

00084

－ラケ・ズリ、他は回転ナデ調整。 焼成：や－や不良。

天井部ほ浅く、口縁部はやや内湾し下る。 胎土：密。白色砂礫を

含む。

〝 －56 〝 〝

ロ：14．2受径：

器：4．0立高：

天径：13．1

口緑：2．3

天井部内面中央はヨコナデ、外面2／3回転へラ 色調：明青灰色。

残存約1／2。

00088

ケズリ、他は回転ナデ調整。 焼成：やや不良。

ロ縁部ほ内懐し、丸味をおびいている。天井 胎土：やや粗。1～5％

部は浅く扁平。 の白色．黒色石を

多く含む。

〝 13 57 ／ケ
杯
身－

口：11・4受径：13．6

器：4．6立高：1．4

天径：

口轡：

鹿部内面中央は不整方向のナデ、外面2／3ほ回 色調：青灰色。断．白

立ち上がり

1／8欠損。

00060

転ヘラケズリ、他は回転ナデ調整。・ 灰褐色。

鹿部．ほ深く、．立ち上がりほ長く、．直立する。 焼成：堅緻。

胎土：密。2％程の白色

1小石を含む。

〝 〝 58 〝 〝

ロ：12．7受径：15．4
鹿部内面．中央は－ヨコナデ。外面2／3は回転ベラ・色調：明灰色。外・自 へラ記号有。

00061
器：4．7立．高：1．6

天径：

ロ緑：

ケズリ、他は回転ナデ調整。 然釉。 ㊨

立ち上がり1／8欠乱

鹿部はやや浅い。受部ほ水平に長く一一、－下方に 焼成：やや不良。

丸味をもつ。 胎土：粗。白色小石粒

を多く，含む。

〝 〝 59 〟 〝

ロ：12．－3受径：14．3
鹿部内面．中央はヨコナデ、外面ほ回転へラ切 色調：明灰色。 へラ記号有。

00066
器：4．5立高：1．3

天径：

口緑：

り一、－他は回転ナデ調整。 焼成：堅緻。 ㊦

立ち上が。1／4欠軋

立ち上がりは直立し、薄手。 胎土：密。4．％の自色石

一粒を含む。

〝 〝 60 〝 〝

口：11．5受径：13．7－

器：4．1－立高：1－3

天径：

鹿部内面中央はヨコナデ、外面2／3は回転今ラ1色調：暗灰色。外．自

立ち上がり

00070

ケズリ後、輪状に回転ヘラケズリ。その他、 然釉。

回転ナデ調整－。 焼成：堅緻。

立ち上がりは丸味をもち、やや内偵し、受部 胎土：／密。白色石粒を

口縁： は長く、端部は上方鞋外反する。 多く含む。 3／1欠損。

〝 〝 61 〝 〝

口：12．0受径：14・7
鹿部内面は回転ナデ調整、外面は全体に剥落－色調：明褐色O

立ち上がり

残存1／8。

00073
器：4．5立高一：1．5

天径：

口緑：

しているため、不明。 焼成：不良。甘い。
鹿部はやや浅く、立ち上がりは長い。 胎土：密。2％の自色石

一粒を含む。

〝 62

土

〝

白：（12．0）受径：

器：5．2立高．：

天径：

口緑：

鹿部内面た放射状のへラあて痕有。 色調：赤褐色。．

残存1／2。

00106

外面は剥落し、不明瞭。 焼成：不良。軟質。

師

器
鹿部はやや平ら。 胎土：粗。3％ほどの白

色小石粒－を多く

含む。

〝 13 63

須
恵

器
〝

口：13．6受径：15．7

器：4．4立高：1．3

天径：

口縁：

鹿部内面中央はヨコナデ調整されているが、 色調：－淡灰褐色。

立ち上がり端部

ほとんど欠損O

00071

凸状をなす。外面は回転ヘラケズリ調整・。他は－焼成：不良。甘い。

回転ナデ調整。

鹿部はやや深く尖り、不安定。

胎土：率。

〝． 〝 64 〟 〝

ロ：12．3受径：14－．6

器：4．8立高：1．1

天径：

口緑土

鹿部内面中央は強いヨコナデ、外面は回転へ 色調：明灰色。

00072

ラ切りの後、輪状に回転ヘラケズリ調整。 焼成：堅撤。

他は、回転ナデ調整。

鹿部は深く、立ち上がりほ．短く内傾する。受

部は長く水平。

胎土：密。
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類

器
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法　　 量
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登録

N o

・20 65

須
杯

口：12．1受径：14．4 鹿部内面中央は不整方向のナデ、外面ほぼ全体 色調：明灰色。

残存約1／2。

00072．器：4．2立高：1．2
，回転ヘラケズリ。他は回転ナデ調整。 焼成：やや不良。－

恵 部は浅く　立ち上がりは短く　 内懐し　 端 胎土．／　 白色砂粒を
器 身 天径：

口縁：

　ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ　　　　　　　　　　　　　　ヽ
部は外反する。

○
多く含む。

〝 13 66 〝 〝

口：11．9受径：14．6 鹿部内面中央にシッタ痕有。外面2／3は回転へ 色調：明灰色。

00080
器：5．0立高：1・4

夫径‥

口琴：

ラケズリ、他は回転ナデ調整がみられるが、－焼成：堅撤。

外面は全面に自然釉がかかり不明瞭。 胎土：密。－白色砂粒を

鹿部は深く－、立ち上がりは長く、端部は丸い。 含む。

〝 〝 67 〝 〝

口：12．3受径：14．4 鹿部内面中央ほ・ヨコナデ、外面2／3は回転へラ 色調／：暗灰色。断．紫 へラ記号有（内も

00086
器：4．2立高：14

天径：

ロ緑：

ケズリ、他は回転ナデ調整。外面はほほ全体 灰色。 ㊦

立ち上が。1／2欠乱

に自然釉がかかるため、不明瞭。 焼成：堅緻。

立ち上がりは長く、受部端部は丸み－をおびる。胎土．：密。白色砂粒を

－多く含む。

21 〝 －　68 〟
高

杯

口：8．7着陸：・2．4 杯鹿部内面はヨコナデ、外面1／2は回転へラケ 色調：灰褐色。

残存約1／2。

00093
器：7．2立高：

脚径：7・0天径：

脚高：3．3口縁：

ズリ、他は回転ナデ調整。脚部は内外面とも 焼成：やや不良。

にしぼり痕有。 胎土：やや粗。白色砂

鹿部はやや深く、口縁端部は丸い。 粒が多く含まれ

る。

〝 〝 69 〝 〝

．　・
口：11・3受径：

杯部内面はヨコ－ナデ、他ほ回転ナデ調整。 色調：灰～暗灰色。・

00096
杯器：3．4立高：．

天径：

日録：

杯部外面にはへラ小口による押圧文が施され 焼成土やや堅緻－。

る。． 胎土：やや粗。白色細

粒を多く含む。

タ 〝 70 〝

短
口：7．5．受径：

休部にカキ目を施し、鹿部は回転ヘラケズリ、色調：．明灰色。．外・自

00067
器：6．．1立高：

体径：10・6天径：

口線：

－他は回転ナデ調整。 然釉。
墾

雲E

口縁部はややだ円形。－ 焼成：堅緻。

胎土：密。－白色砂礫を

含む。

〝 〝 71／ 〝 〝

口：7．2受径：
鹿部は回転．ヘラケズリ、口縁部から内面は回 色調：明灰色。外・自

残存約1／2。

00092
器：6・4立高：

体径：12・6天径：

口緑：

転ナデ。肩部はカキ目調整が施されているが、 然釉。

自然釉 （黒色）がかかるため、下方は不明瞭。 焼成 ：／堅緻。．

鹿部はやや平ら。 胎土：密。白色小石粒

を多く含む。

〝 〝 ケ2 〝 〟

ロ：9．2受径： 鹿部内面はヨコナデ、他は回転ナデ調整。外 色調：内†明灰色、外．

00094
器：8．0立高：

体径：14－．7天径：

面は体部中位はカキ目。鹿部は回転へラケズ 自然釉。

リ調整されているが、．外面全体に自然釉がか 焼成：堅緻。

かるため、下部は不明瞭。 胎土：・やや粗。白色、黒色石
口縁： 鹿部は丸味をおびているため、不安定。． の細粒を多く含む。

．〝 〝 73 〝 〝

口：8・6受径： 鹿部内面はヨコナデ。他は回転ナデ調整。 色調：明灰褐色。

口縁部1／3

欠損O．

00095
器：8．3立高：

体径：14．6天径：

ロ縁：

鹿部外面はヘラケズリ成形。眉部から下方に 焼成：堅緻。

かけて白．然釉がかかる。鹿部外面は丸味をお 胎土：やや粗o 白色小

びているため不安定。 石粒を．含む。

〝 〝－． 74 〝

有
口：13．0受径：15．3 杯部内鹿部は回転ナデ後、ヨコナデ調整、 色調：灰～暗灰色。

残存約1／5。

，00097
誉

同
杯

器：10．5立高：1．4

脚径：11．7天径：

口緑：

他は回転ナデ調整。 焼成．：堅緻。

杯部は焼きひずみのため、ゆがんでいる。

杯部鹿部は深く、立ち上がりは長く、内儀す

る。

胎土：密。．

〝 75 〝
言

口：：（11．9）受径：（13．6）一杯部外面は回転カキ目O　脚部との接合部は．ナ 色調：灰～暗灰色。

杯部1！2
釉 。

00b98
器：（11・8）立高：

脚径：12．5天径：

ロ縁：

デツケ、他は回転ナデ調整。 焼成：堅緻。
同
杯． 脚部端部ほ外下方にのび、平面をなす。 胎土：密。．白色砂粒を

多く含む。

〝． 14 76 〝 嘘．

口：12．2受径：
鹿部外面は回転ヘラケズリ。体部外面中位に－色調：・灰～暗灰色。

端部．・鹿部

一部欠損。

．00099
器：14．3立高：

胴径：8．0天径：

孔径：1．3 口緑．：

へラ小口による押捺文を施す。口頸部内外面－焼成：堅緻。

とも回転ナデ。外面下方にしぼり痕有。 胎土：密。砂粒を多く

鹿部は丸く不安定。内面に自然釉がかかる。， 含む。

ケ 〝 77 〝 嘘

トロ：13．7受径： 口頸部内面ほ回転ナデ、外面は回転カキ自調 色調：暗灰…黒灰色0・

口癖部

00100

盛 薫 芸霊； 整。 焼成：堅緻。

休部外面中位はカキ目、・鹿部外面は回転へ－ラ 胎土：密。細粒を多く

ケズリ調整。肩部には若干自然釉がかかる。 －　含む。

×－1．8 口縁．： 鹿部は凸状をなし、不安定。 ．一部欠損。
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20 14 78

須
恵

器

釉

ロ：12－．4受径： 頸部上方に櫛目波状文、休部上方にへラ小口 色調：灰～暗灰色。 へラ記号有（船。

00101
器：15．9立高：

体径：4 ．0天径：

口緑：

の押捺文を施す。鹿部は回転ヘラケズリ、他 焼成：堅撤。 （∋

口頸部残存1／3。

ほ回転ナデ調整。口頸端部はやや外反し、平 胎土：密。1％程の砂粒

面をなす。鹿部は丸い。 を多く含む。

〝 〝 79 〝 〝

口：（12．5）受径：

器：（15・3）立高：

体径：10．1天径：

口緑：

頸部上方外面に櫛目波状文を施す。体部外面1 色調：灰～暗灰色。

口縁部欠損。

00102

／2より下方から鹿部にかけてカキ目を施す。 焼成：堅緻。

他は回転ナデ調整。 胎土：密。1％ほどの砂

休部最大径ほ上部に求められ、やや扁平な球

体をなす。

礫を多く含む。

22 〝 80 〝
杯

一軍

ロ：14．1受径：

．器：4．6立高：－

．天径：1．3．3

口縁：2－5

天井部内面中央は不整方向ナデ調整。 色調：内．暗灰色、外・自

00056

外面2／3は回転ヘラケズリ、他ほ回転ナデ調整。 然釉、断．紫灰褐色。

ロ縁端部内面に段を有す。 焼成：堅緻。

胎土：やや粗。2％程の

白色小石粒を含む。

〝 〝 81 〝 〝

口：・13．5受径：

器－：－3．8立高：一

天径：13．1

口縁：1．8

天井部内面中央ほシック痕をナデ調整。外面2 色調：暗灰色。

00058

／3は回転ヘラケズリ、他ほ回転ナデ調整。 焼成：堅緻。

天井部ほ低く、ロ縁端部は丸い。 胎土：密。2％程の白色

小石を含む。

〝 〝 82 〝 〝

ロ：14・0受径：

器：－4．5立高：

天径：13．4

天井部内面中央はヨコナデの後工　シッタ、そ 色調：暗灰色。

ロ縁部

00062

の後、一指ナデ調整6 外面・1／2 は回転へラケ．ズ 焼成：堅緻。

リ、他ほ回転ナデ調整。 胎土：密。白色小石粒

天井部はやや深く、口縁部はやや垂直に下り を含む？

ロ縁：2・2 端部－ほ丸い。 1／4欠損。

〝 〝 83 〟
杯

身

ロ：12・3受径：14．6

器：4．6立高：－1．5

天径．：

ロ縁：

鹿部外面2／3は回転ヘラケズリ、他は回転ナデ 色調：白褐色。

00057

調整されているが、器表面がかなり磨滅して 焼成：不良。軟質。

いるため、不明瞭。

鹿部はやや尖っているため不安定。

胎土：密。

〝 〝 84 〝
杯
身

口：12．0受径：1－4・8

器：4．4立高：12

天径：

日録：

鹿部内面はヨ－コナデ、外面2／3は回転ベラケズ 色調：暗灰色。

00068
リ、他は回転ナデ調整。 焼成：堅緻。

立ち上がりほ比較的鋭く内懐し、受部との境 胎土：密。白色砂粒を

は凹状をなす。 含む。

〝 〝 85 〝 〝

口：11・5受径：14．4

器：3．3立高：1．0

鹿部内面ほヨ．コナデ、外面は回転へラ切り。 色調：青灰色、外・自然釉。

00076

他は回転ナデ調整されているが、外面全体に 焼成：堅緻。

・自然釉がかかるため　 不明瞭 胎土・密。白色砂粒を
天径：

口緑：

ヽヽヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ　　　　　　　　　　ヽ○
鹿部は浅く、平ら。立ち上がりと受部の境に

は沈線がめぐる。

含む。

〟 〝 86　－〝 〝

口：11．7受径：14．5

器：5．1立高：1・8

鹿部内面にシック痕有。外面2／3ほ回転へラケ 色調：外・明灰色、内．

00077

ズリ、他は回転ナデ調整。 断・明赤灰紫色。

立ち上がりは直立的でわずかに内傾し長い。 焼成：・やや不良。・
天径： 鹿部は深く、丸い。立ち上がりと受部の境に 胎土：やや粗。白色砂

ロ緑： は沈線がめぐる。 粒を多く含む。

〝 87

土

師
器

一一／L－一言「司
杯

杯口：13．8受径：

杯器：5・0立高：

天径：

口縁：

杯部鹿部は回転ヘラケズリ、脚部との接合部 色調：明褐色。

00105

はナデツケ、他は回転ナデ調整。 焼成：不良。軟質。

口縁部はやや外傾しながらのび、端部は丸い。胎土：密？白色、赤褐

色砂を多く含む。

23 14 88

須

1恵
器

甕

ロ：23．5受径：

器．：47・0立高：

胴径：43・6天径：

口線：

頸部内面は指によるヨコナデ、口頸部はヨコ 色調：灰～暗灰色。

00054

ナデ調整。休部外面は格子目叩き、内面は同 焼成：堅級。

心円文如きを施す。 胎土：やや粗。大粒の

自色石粒を含む。

〝 15 89 〟 〝

ロ：23．7受径：

器：35・5立高：

口頸部は内外面ともにナデ調整。頸部中央に 色調：明灰色、所 灰々褐色

00055

－櫛目波状文を施す。一体部外面は平行叩き、 焼成：やや堅緻。風化

内面は同心円文叩きを施す。 のためもろい。
胴径：17．2天径：

穿際：8．1口緑：

焼きひずみがひどく、ゆがんでし／・る。 胎土．：やや粗。大粒の

自色石粒を含む。



－82－

C群第11号墳（9105）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9105

F i g

N o

P L

N o

遺 物

N o

種

類

器

種

法　　 量

（c m ）
形 態 ・ 手 法 上 の 特 徴 ・そ の 他 備　 考
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N o

2 7 1 8 9 0

須

甕

ロ ：24．1 受径 ： 胴 部 内面 は 同 心 円 文 叩 き 、 外 面 は 平 行 叩 き を 色 調 ：灰 ．白色 ～ 灰 色 。

002 2 0
器 ：49．8 立 高 ：

頸 径 ：18－8 天径 ：

施 す 。 口縁 部 内 外 面 と も に ．ヨ コ ナ デ 調 整 。 外 焼 成 ：堅 緻 （風 化 の た
恵
器

面 に は カ キ 目を 施 す 。 口縁 端 部 内 面 ・に 弱 い 沈 め も ろ い ）。

線 を め ぐ らす O 器 形 は 均 整 の と れ た 卵 形 を な 胎 土 ．や や 粗 。 大 粒 の
胴 径 ：45．0 口縁 ： し 、焼 きひ ず み は な い 。 砂 粒 を 多 く 含 む 。

28 〝 9－1 〝

杯
蓋
／／、一一ヽ

口 ：10．7 受径 ： 天 井 部 外 面 1／3ほ 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ 、他 は 回 転 ナ

－・調 整　 外 面 ナ　　 状 ．つ ま み が　 く

色 調 ：暗 灰 色 、 外 ・ 自

001 9 6
〉つ
ま

器 ： 4．4 立 高 ：．

つまみ高： 0．7 天径 ：10．2

つまみ径： 2．9 口緑 ： 2．0

丁 目 。　 に は 凹　 の　　 み か つ 。 つ ま

み の 中 央 部 分 は わ ず か に 凸 状 を な す 。

然 釉 。

焼 成 ：堅 緻 b
み．／

一任

口縁 端 部 に 弱 い 段 を 有 す る 。 胎 土 ：密 。

〝 〝 ． 92 〟
杯

蓋

ロ ：15・．3 受 径 ：
天 井 部 内 面 中 央 ほ シ ー－ッタ 痕 を ナ －デ 消 し調 整 。 －色 調 ：明 灰 色 。

00 19 2 －
器 ： 4．2 立 高 ：．

天 径 ：14．9

外 面 中 央 注 へ ラ切 り未 調 整 。 そ の ま わ りを 輪 焼 成 ：や や 不 良 。

状 に 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ調 整 、 他 は 回 転 ナ デ 調 整 。 胎 土 ：や や 粗 。3 ％ ほ ど
口 縁 端 部 内 面 に 政 を 有 す 。 天 井 部 は 高 く 、 比 の 自 色 石 粒 を 含

口縁 ：－1．6 校 的 平 ら 。 む 。

〝 〝 ． 93 〝 〝

口 ：14 ．5 受 径 ： ・天 井 部 内 面 中 央 に シ ッタ 痕 。 外 面 中 央 は へ ラ 色 調 ／：暗 灰 色 、 断 ．暗

00 1 9 5
器 ： 4 ．1 立 高 ：

天 径 ：14．9

－切 り調 整 。 そ の まわ りを 輪 状 に 回 転 へ ラ ケ ズ 赤 褐 色 。

－リ調 整 、他 は 回 転 ナ デ 。 焼 成 ：．や や 不 良 。

天 井 部 は 高 く、．比 較 的 平 ら 。 口縁 端 部 に 弱 い 胎 土 ：密。5 ‰ ほ どの白色 ．
口縁 ： 2．1 段 を 有 す る o・ 赤 褐色石 粒を．含む 。

〝 〝 94 〝
杯
身

口 ：13 ．3 受 径 ：15．1
鹿 部 内 面 中 央 に シ ッ－タ痕 が あ ず か に 残 る 。 外 色 調 ：明 灰 色 。

残 轟 約 2／3 。

00 1 9 9
器 ： 4 ．2 立 高 ： 1・2

天 径 ：

言様 ：

面 は ほ ぼ 全 体 的 に 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ調 整 。 他 は 焼 成 ：や や 不 良 。

回 転 ナ デ 調 整 。 胎 土 ：や や 粗 。5 ．％ は ピ ー

受 郵 は や や 長 く、 端 部 は 上 方 に 外 反 す る 。 の 白 色 ．赤 褐 色 石

を 含 む 。

〝 95 〝 〝

口 ：13 ．6 受 径 ：15・8
鹿 部 内 面 中 央 に シ ッ タ痕 有 。 外 面 は は ぼ 全 体 色 調 ：灰 紫 褐 色 。

口 縁 部 は ほ

と ん ど欠 損 。

0 02 0 4
器 ： 5．2 立 高 ： 1．2

天 径 ：

口緑 ：

的 に 回 転 へ ラ切 り、 他 は 回 転 ナ デ 調 整 。 鹿 部 焼 成 ：や や 不 良 。

は 尖 っ て お り、 不 安 定 。 胎 土 ：や や 粗 。2 ％ ほ ど

の 白 色 砂 粒 を 多 ．．

く含 む 。

〝 18 96－ 〝 〟

・言 ：12 ・9 受 径 ：15．1
鹿 部 内 面 中 丸 まシ ッ タ の 後 ・ ± コ ナ デ 調 整 。

色 調 ：内 ・暗 褐 灰 色 o

00 1 9 4
器 ： 4 ・4 立 高 ： ．1．3

天 径 ：

そ の ま わ りを 輪 状 に シ ッ ク 痕 が 明 瞭 に 残 ／る 。 －　外 －．．灰 色 。
外 面 の 回 転 ヘ ラ ケ ズ リは 2 回 、 右 回 転 で 行 わ －焼 成 ：や や 不 良 。

れ て い る 。 整 形 時 は 左 回 転 。． 胎 土 ：密 。．2 ％ －ほ どの 白
口線 ： 鹿 部 は 中 朱 が 高 く 丸 底 で 不 安 定 。 色 小 石 を 含 む 。．

〟 〝 97 ／ケ 〟

言 ：12．9 受 径 ：．15．3 鹿 部 内 面 中 央 は ヨ コナ デ 。 外 面 1／2 は 回 転 へ ラ －色 調 ：暗青 灰色 。断 ・黒 灰 色

001 9 1
器 ： 4 ．4 立 高 ： 1．2

天 径 ：

口縁 ：

ケ ズ リ、他 は 回 転 ナ デ 調 整 。 外 ．自然釉 （黒 色）。

鹿 部 は 深 く 、や や 平 ら．。 焼 成 ：や や 不 良 。

胎 土 ：密 。2 m ／m ほ どの

白色砂粒 を含 む 。

〝 〝 98 〝 〝

ロ ：12．7 受 径 ：15．4
鹿 部 内 面 中 央 に ．シ ッ タ痕 。 外 面 2／3 は 回 転 ベ ラ 一色 錮 ：由灰 色（受部端 部 に

001 9 3
器 ：．4 ．－0 立 高 ：－ 1．4

天 径 ：

口緑 ：

ケ ズ リ、－他 は 回 転 ナ デ 調 整 。 自然釉 がか か る）。

鹿 部 は 浅 く 、扁 平 。 焼 成 ：堅 緻 。

胎 土 ：密 。2 ．窓 吟 ど め 白

色 小 右 を 含 む 。

〝 99 〟 〝

口 ：（12．0）．受 径 ：14．．4
鹿 部 2／3 に 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ調 ．整 。 内 ．外 面 と も 刹 色 調 ：赤 褐 色 。

残 存 約 1／2 。

ロ 縁 端 部
欠 損 °

002 0 8 ・
器 ： 4 ・2 立 高 ： 1．3

天 径 ：

口緑 ：．

落 し て い る た め 、不 明 瞭 焼 成 ：不 良 。 軟 質 。

鹿 部 は 浅 く 、比 較 的 平 ら 。 胎 土 ：や や 粗 。 白 色 砂

粒 を 多 く含 む 。

〝 18 1 0 0 〟

短
口 ： 8．5 受 径 ：

鹿 部 は 回 転 へ ラ ケ オ リ・、 他 は 回 ．転 ナ デ 調 盤 。 色 調 ；一明 灰 色 。

口．縁 部 ．肩部 ．

一部 欠 損 5

00 2 1 2
器 ： 8．6 立 高 土

体 径 ：1．4 ．4 天 径 ：

目線 ：

口 縁 部 は 比 較 的 長 く、 直 立 し 、端 部 は 丸 い 。 焼 成 ：堅 緻 。
墾

実

肩 部 に 自然 釉 が か か る 。 胎 土 ：－や や 粗 。1～ －3％ の

白 色 石 粒 を 多 く

含 む 。．

〟 〝 101 ． 〝
言

口 ：（11．5）受 径 ：
鉢 鹿 部 外 面 に カ キ 目 。 へ ラ 小 口 に よ る 押 捺 文 色 調 ：灰 ～ 暗 灰 色 O

杯部 残存 1／2。

00 2 13 －
器 ：（14．8）立 高 ：

脚 径 －：10．0 天 径 ：

を 施 す 。 内 面 は 不 整 方 向 の ナ デ 、 他 は 回 転 ナ －焼 成 ：堅 緻 。
同
杯 デ 調 整 。

脚 部 中 位 に 2 本 の 段 を 有 す 。 部 分 的 に 自 然 釉

胎 土 ：密 。．

口縁 ： が か か る 。 基 部 〝．1／3 。

〝 〝 102 〟 〟

口 ：11．0 受 径 ：
珎 鹿 部 外 面 カ キ 目 ．、櫛 目 押 捺 文 を 施 す 。 色 調 ：灰 色 ～ 暗 灰 色 。

002 14
器 ：14．1 立 高 ：

脚 径 ．： 9．6 天 径 ：

甲縁 ：

内 面 に は シ タ タ 痕 有 。 脚 部 外 面 は 回 転 カ キ ．目 。 焼 成 ：堅 級 。

他 は 回 転 ナ デ 調 整 。 脚 部 に は 三 方 に ス カ シ を

有 す 。部 分 的 に 自然 釉 が か か る 。

胎 土 ：密 。
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29 19 103

須

恵
器

杯
蓋・

口：14．8受径：

器：4．2立高：

天井部外面1／2回転ヘラケズリ、他ほ回転ナデ 色調：青灰色。

00190

調整。・ 焼成：やや不良。

天尭部と口縁部の境に比較的強い段がある。 胎土：密。2％ほどの
天径：12・7

口縁．：2．5

口縁端部に一条の沈線がめく・る。 ・白色砂粒を含む。

〝 ／／ 104 〝 〝

ロ：13．2受径：

器：4．3立高：

天井部内面中央はヨコナデ。外面1／2は回転へ 色調：青灰色。

口縁部わず

かに欠損。

00197

ラケズリ、他は回転ナデ調整。 焼成：堅緻。

口縁部はほぼ垂直に・下り、．端部は一条の沈線 胎土：やや粗。2％ほど
天径：13．1

口線：2．0

がめぐる。． の白色砂粒を含

む。

〝 〝 108－〝 〝

口：13．8受径：

轟：4．0－立高：

天井部内面中央は不整方向のナデ。外面1／2は 色調：暗灰色、断．明

残存約2／3。

00198

一回転ヘラケズリ、他は回転ナデ調整。 白灰色。

ロ縁部はやや外傾し　 端部は一条の沈線がめ 焼成：堅緻。
天径：1－3．0

口緑：－2．1

ヽ
ぐる。天井部外面全体に自然釉がかかる。 胎土：密。3％ほどの白

色小粒を含む。

〟 106 〟 〝

口：14．6受径：

器：（42）立高：

天井部内面中央にシッ．タ痕有。外面2／3は回転 色調：内・灰褐色、外・灰色。

残存約1／3。

00203

ヘラケズリー、他は回転ナデ調整。口縁端部内 焼成：やや不良。

面に弱い段を有す。 胎土：粗。2％ほどの
天径：14・1

口縁：1．8

薄手－である。 白色砂粒を多く

含む。．

・〝 19 107．〝 〝

口．：13．3受径：

器：3．1立高一：

天井部内面はほぼ全面に不整方向のナデ調整。色調：明灰色。

ロ縁部1／4

0020ケ

外面中央はへラ切り未調整、－そのまわりを輪 焼成：堅緻。

状に回転ヘラケズリ調整　 他は回転ナデ調整。胎土：やや粗。4％の自
天径：／12．3 o

鹿部は浅く、ほぼ平らで扁平。口縁端部内面 色粒を多く含む。

口縁：2・3 に段を有すb 欠損。

〝 108 〝 〝

口：13・0受径：

器：4．4立高：．

天井部内面中央はシッタ痕をナデ消し調整6 色調：内・灰紫褐色、外・明

口縁部3／4

00200

外面2／3 ほ回転ヘラケズリ、他ほ回転ナデ調 青灰色、断．邸清灰色。

整 焼成：やや不良。
天径：12．3 0．

天井部止やや低い。口縁部ほ．やや外債し、端 胎土：密。2％の白色石

口線：2．6 部止丸い。 粒を含む。． ・欠損。

〝 19 109 〟 〝

口．？．13．9受径：

器：（29）立高：

天尭部内面は不整方向のナデ調整。外面中央 色調：褐灰白色 外・一

口縁部残存

00206

はへラ切り未調整、その．まわりを輪状に回転へ r部自然釉。

ラケズリ調整 焼成：堅緻。
天径－・：1叩 C）

天井部は低く．、ほぼ平らで扁平。口緑端部内 胎土：密。1～3％の白色

ロ緑：2．3 面に段を有す。 小石を含む。． 1／2。

〝 〝 110 －〝 〝

ロ：13．2受径：

・器：4．3立高：－

天井部内面は不整方向のナデ。受部の内外面 色調：暗灰色。

残存2／3。

00211

ほ回転ナデ調整。外面1／2は回転ヘラケズリ調 焼成：良好。

整 胎土：やや粗。2％ほど
天径：12．3． C〉

口縁端部に－条の沈線がめく・る。
の白色小石、白・色

口緑：2．2 天井部はやや高い。 細粒を多く含む。

〝 ／／ 111 〝
杯／

身

口：（11・5）受径：－．13－9

－　器：3・6立高：1・5

鹿部内面ははぼ全面に不整方向ナデ調整。－ 色調：暗灰色、外・自然釉。

ロ縁部一部

欠損。

00201

・外面中央はへラ切り未調整。そのまわりを輪 焼成：堅緻。

状に回転ヘラケズリ調整　 他ほ回転ナデ調整。胎土：やや粗。3％ほど
天径：

口緑．：

。
鹿部は浅く、ほぼ平らで扁平。 の自色石粒が多．

く含まれる。

〝 〝 112 〝 〝

口：11．3受径：13．5

器：3．5立高：1．7

鹿部内面はほぼ全面に不盤方向ナデ調整。 色調：明灰色。

00202

外面中央はへラ切り未調整、そのまわりを輪 焼成：堅緻。

状に回転ヘラケズリ調整　 他は回転ナデ調整。胎土：やや粗。1～3％は
天径：

ロ録：

C）
鹿部は浅く、ほぼ平らで扁平。 どの自色石粒が

多く含まれる。

〝 113 〝 〝

口：（11，4）受径：13．9

器：＿4．1立高，1．6

天径：

口縁：

鹿部内面はほぼ全面に不整方向ナデ調整。 色調：褐灰白色、断・褐白色。

口縁部残存

1／2。

00205

外面中央はへラ切り未調整。そのまわりを輪 焼成：堅緻。

状に回転ヘラケズリ調整、他は回転ナデ調整。胎土：密。1～3％の白色

鹿部は浅く、ほぼ平らで扁平。 砂粒、6％の白色

石粒を含む。

〟 114 〝 〝

口：12．1受径：14・7－

器：（4．9）立高：1．5

天径：

口縁：

鹿部内面は畠コナデ、外面ほ回転へラ切り、 色調：黒灰色。断・自

鹿部欠損

口縁部残存
約3／4。

00209

・他は回転ナデ調整。 灰色。

鹿部は比疎的深く、受部は長く、端部は丸い。焼成：良好。

胎土：密。1～2％の白色

小石を含む。

〟 19 115 〝 〝

口：（11．9）受径：13．・4

器：4・6立高：1．4

鹿部内面はヨコナデ、外面ほ回転へラ切り、 色調：黒灰色。断・自

口縁部1／4

欠損。

00210

他は回転ナデ調整。 灰色。

外面全体に自然釉が厚くかかる。 焼成：堅撤。
天径：

口線：

lヽヽ
．鹿部は比較的深く、丸底。 胎土：密。2～5％の白色

石粒を含む。
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30 116
土

杯

口：13・2受径： 鹿部－内面に指圧痕、一口緑端部にかけてヨコナ色調：褐色。

残存1／3。

00218
器：5・2立高：

一天径：

口緑：

デ、外面鹿部までほ－ナデ調整。 焼成：不良。軟質。
師
器

鹿部は剥落しているため不明瞭。 胎土：粗。自色石粒を

多く含む。

〟 19 117
須 短

口：（70）受径： 鹿部内面中央はヨコ－ナデ、外面は回転へラケ色調：黒灰～褐灰色。

ロ縁部1／2 00217
器：6・7立高：

体径：13．3天径：

ズリ、 焼成．：堅撤。
恵
器

璽 他は回転ナデ調整。 胎土：－やや粗。1～3％の
彗亘 口縁部は短く、肩部ほ鋭く張り出している。 白色小石を多く 体部1／3

ロ線： 一部自然釉がかかる。 含む。 欠損。

〟 〝 118 〝

長
口：11・2受径： 肩部外面は、叩きの後カキ目ナデ詞撃。－鹿部 色調：灰～暗灰色。

鹿部欠損。

00215
器：20．9立高：

体径：17．．2天径：

頸長：．7．8ロ縁：

は回転ヘラケズリ、他は回転ナデ調整。 焼成：堅緻。
墾 口縁部には「条の沈線がめぐる。 胎土－：やや粗。1％ほど
当芝 一部自然釉がかかる。 の白色砂粒を多

く含む。

〟 〝 119 〟
提
瓶

ロ：（9．0）受径： 肩部内面に指圧痕有。胴部片面に回転カキ目、色調・：灰～暗灰色。

口縁部1／3

欠損。

00216器：19－9立高：

胴径：15．6天径：

胴厚：12！4口線：

口頸部内外面に回転ナデ調整。 焼成：やや不良。
ロ縁端部は外傾し、断面はやや三角形を成す。胎土：密。白色砂粒を

鹿部は若干平ら。 多く含む。

C群第12号墳（9105）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9105

3．2 22 12 0 ・

須
杯
身

口 ：11．4 受 径 ：13・8 鹿 部 内 面 中 央 は シ ァタ 痕 を ナ デ 消 す 。 鹿 部 外

・

色 調 ：内．艦 榊 抱 、外．明灰色。

鹿 部 欠 損 。

00265 ．
怒 ：（3．9）立 高 ： 1－2

天 径 ：

面 は ほ ほ 全 体 に 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ （3 回 調 整 ）。 焼 成 ：．や や 不 良 5
恵
器

他 は 回 転 ナ デ 調 整 。 鹿 部 は 平 ら の た め 女 定 し 胎 土 ：密 。 2～ 5％ の 自

て い る 。 全 体 的 に 丸 み を お び 、 シ ャ ー プ さ・に ．色 石 粒 を や や 含
口緑 ： ． 欠 け る 。 む 。

〟 〝 121 〝
杯

蓋

口 ：14 ・0 受 径 ：
天 井 部 内 面 ほ ぼ 全 体 に 不 整 方 向 の ナ デ 。 外 面 色 調 ：内．草灰色、外．明灰色～黒雌 0．

00269
－器 ： 4 ．4 立 高 ：

天 径 ：13．3

は 回 転 へ ラ 切 り、 他 は 回 転 ナ デ 調 整 ．。．外 面 全 焼 成 ：良 好 。

体 に 自 然 釉 が か か る た め 、 不 明 瞭 。 天 井 部 は 胎 土 ：やや粗0白色、黒色砂粒が多量

や や 高 く 、 口縁 端 部 に 一 条 の 沈 線 が め ぐ る 。 に含まれる。鉄分が多くふき
口緑 ： 1．・9 全 体 的 に 薄 手 －で 軽 い 。 だしている。’

〝 〟 12．2 〝 〟

口 ：13・7 受 径 ： 天 井 部 内 面 は 不 整 方 向 の ナ デ 、 外 面 中 央 は へ 色 ・調 ：褐 灰 白 色 。

口縁 部 2／3

0027 7
器 ： 3 ．6 立 高 ：

天 径 ：12．9

ラ切 り。 そ の まわ りを 輪 状 に 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ。 焼 成 ：堅 緻 。

他 回 転 ナ デ 調 整 。 天 井 部 は 低 く 、 外 面 中 央 は 胎 土 ：密 。1～ 2％ の 白色 、
凹 状 を な し、 平 ら で 扁 平 。 口 緑 端 部 内 面 に 弱 黒 色 の 砂 粒 を 多

口線 ： 2・2 い 段 を 有 す 。 く含 む 。 欠 損 。

〟 〝 123 〝 〟

口 ：13．6 受 径 ：
天 井 部 内 面 に －シ ッ タ痕 有 。 外 面 中 央 は へ ラ 切 色 調 ：．暗 灰 色 。

口縁 部 1 ／4

欠 損 。

0027 1
器 ： 4 ．3 立 高 ：

天 径 ：13・4 一

口緑 ： 1 7

り未 調 整 o そ の ま わ りに 輪 状 に 回 転 へ ラ ケ ズ 焼 成 ：不 良 。軟 質 。

リ、 他 は 回 転 ナ デ 調 整 。 口 縁 端 部 内 面 に 弱 い 胎 土 ：粗 。 白 色 小 石 を

一 条 の 沈 線 有 ．。 シ ャ ー プ さ に 欠 け る 。 多 量 に 含 む 。

〟 〝 124 〝
杯
身

言 ：12．8 受 径 ：15．7 鹿 部 内 面 中 央 は 不 整 方 向 の ナ デ 、 外 面 1／2 は 回 色 調 ：暗 灰 色 0

口縁 部 1／2

欠 損 。

00267
器 ：，4 ・0 立 高 ： 1・3

天 径 ：

口縁 ：

1転 ヘ ラ ケ ズ リ、他 は 回 転 ナ デ 調 整 。 鹿 部 は 浅 焼 成 ：堅 緻 。

く、 中 央 は や や 凹 状 を な す 。 胎 土 i．密 。1～ 2 ％ の 白 色

砂 粒 を 含 む 。

〝 1 125 〝

長
頸 1 口 ：　 受 径 ： 鹿 部 内 面 ほ ヨ コ ナ デ 。 外 面 は 鹿 部 よ り体 部 下 色 調 ：灰 ～ 黒 灰 色 。

残 存 2／3 5

002 7 8
壷　　（

体
型

器 ：　 立 高 ：

体 径 ：15．7 天 径 ：

口緑 ：

方 ま で 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ、 他 は 回 転 ナ デ 調 整 。 －・焼 成 ：堅 緻 。

最 大 径 は 休 部 上 方 に 求 め ら．れ る 。 胎 土 ：密 。1～ 3霊 の 自 色

石 粒 を 含 む 。

〝 22 126 〝
杯

蓋

口 ：13 ．5 受 径 ： 天 井 部 内 面 中 央 に．シ ッタ 痕 有 。・外 面 2／3 は 細 か 色 調 ：明 白灰 色 。

口縁 部 1 ／2

残 存 。

0026 1
器 ： 4 ．7 立 高 ：

天 径 ：1．3．5

口縁 ： 2．2

－い 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ、 他 は 回 転 ナ デ 調 整 。．天 井 焼 成 ：・や や 不 良 。 軟 質 。

部 ほ 高 く 、 口縁 端 部 内 面 に 一 条 の 沈 線 が め ぐ 胎 土 ：粗 。1～ 3 ％ の 白 色

る o 小 石 を 多 く 含 む 。

〝 ． 〟 127 ／ケ 〟

ロ ー：14．2 受 径 －：
天 井 部 内 面 年 産 全 体 に ヨ コ ナ デ 、 外 画 一は 回 転 色 調 ：青 灰 色 。

ロー縁 部 1／4

欠 損 。

00262
器 ： 4．3 立 高 ：

天 径 ：13．3

口縁 ： 2・3

へ ラ切 り、－・他 は 回 転 ナ デ 調 整 。 口 縁 端 部 内 面 焼 成 ：や や 不 良 。 軟 質 。

に 弱 い 段 を 有 す 。 胎 土 ：や や 粗 。1～ 3霊 の

白 色 、黒 色 砂 粒 を

多 く含 む 。－
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－

3 2 2 2 1 28
須

甕

口 ： 14 ・7 受 径 ：
天 井 部 内 面 中 央 に ヨ コ ナ ／デ 、 外 面 1／ 2 回 転 へ ラ 色 調 ： 黒 灰 色 。

残 存 約 1／ 2 。

0 0 2 7 3
器 ： （4 ．0）立 高 ：

ケ ズ リ ， 他 回 転 ナ デ 調 整 。 外 面 全 体 に 自 然 釉 焼 成 ： や や 不 良 。

恵 が か か る た め へ ラ 削 り 痕 は 不 明 瞭　 口 縁 端 部 胎 土 ． や や 粗 白 色 砂 粒
器 蓋 天 径 ：1 4 ・4

口 緑 ： 1 ，5

。
は 丸 く 、 内 面 に 弱 い 沈 線 が － 粂 め く・ る 。

0
を 含 む 。

／′ ／／ 1 2 9 〝
杯

身

ロ ： 1 1 ．・3 受 径 ： 13 ．7 鹿 部 外 面 2 ／3 は 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ 、 他 は 回 転 ナ デ 色 調 ： 明 黄 褐 色 。

残 存 2 ／3 。

0 0 2 6 0
器 ： 4 ．8 立 高 ： 1 ．5

夫 径 ：

口 緑 ：

調 整 。 立 ち 上 が り は 比 較 的 長 く 、 や や 内 懐 す 焼 成 ： 不 良 酬 脇 で 焼 か れ る 。

る 。 鹿 部 は 深 く 、 丸 い 。 胎 土 ： 密 。 3 ％ ほ ど の 白

色 小 石 、白 色 砂 粒

を 多 く 含 む 。

〟 ／／ 1 3 0 〝 〝

口 ： 1 2 ・2 受 径 ： 14 ．8

器 ： 4 ．1 立 高 ： 1 ．5

天 径 ⅰ

口 琴 ：

鹿 部 内 面 中 央 は ヨ コ ナ デ 。 立 ち 上 が り 部 内 面 色 調 ： 明 青 灰 色 。

0 0 2 5 7

に 不 整 方 向 の ナ デ 、 外 面 は 回 転 へ ラ 切 り 。 他 焼 成 ： や や 不 良 。

は 回 転 ナ ヂ 調 整 O 立 ち 上 が り は 比 較 的 直 線 的 胎 土 ： や や 粗 。白 色 砂 粒

だ が 、 鋭 さ に 欠 け る 。 を 多 く 含 む 。

〝 〝 1 3 1 〝 〟

口 ：1 2 ．4 受 径 ： 14 ・3

器 ： 3 ・9 立 高 ： 1 ．2

天 径 ：

口 線 i

鹿 部 内 面 全 体 は 不 整 方 向 の ナ デ 。 鹿 部 は 回 転 色 調 ： 暗 灰 色 ～ 灰 色 。

0 0 2 5 8

へ ラ 切 －り 、 他 止 回 転 ナ デ 調 整 。 鹿 部 ．外 面 ほ ぼ 焼 成 ： 堅 緻 。

－全 体 的 に 自 然 釉 が か か る た め 不 明 瞭 。 立 ち 上 胎 土 ： 密 0 2 ％ ほ ど の 白

が り は 直 線 的 で あ る 。 色 石 粒 を 含 む 。

〝 1 3 2 〟 〝

口 ：1 1 ・9 受 径 ： 14 ・3 鹿 部 外 面 は 回 転 へ ラ 切 り 、 他 ほ 回 転 ナ デ 調 整 。 色 調 ： 暗 灰 色 。 へ ラ記 号 有 （内 ）。

0 0 2 6 4
釉 ： 4 ．1 立 高 一： 1 ．3

天 径 ：

口 緑 ：

立 ち 上 が り は 薄 手 で 直 線 的 。 鹿 部 は 比 較 的 平 焼 成 ： や や 不 良 〇一 ㊦

残 存 約 1 ／ 2 。

ら 。 、胎 土 ： や や 粗 。1～ 3 ％ の

白 色 石 粒 を 多 く

含 む 。

〝 2 2 1 3 3 〝
杯
蓋

ロ ：1 5 ．1 受 径 ：
天 井 部 内 面 中 央 は ヨ コ ナ デ 。 外 面 2 ／3 は 回 転 へ 色 調 ： 明 灰 色 ～ 暗 灰 色 へ ラ 記 号 有 。

0 0 26 8
器 ： 4 ．9 立 高 ：

天 径 ： 1 4 ．9

口 緑 ： 2 ．4

ラ ケ ズ リ 。 他 は 回 転 ナ デ 調 整 。 外 面 全 体 に 自 焼 成 ： や や 不 良 。 軟 質 O （ 〕

口縁紬 1／接 乱

然 釉 が 薄 く か か り 不 明 瞭 。 口 縁 端 部 内 面 に 弱 胎 土 ： 粗 。1 ～ 3 ％ の 白 色 、

い 沈 線 が め ぐ る O 天 井 部 は や や 高 い 。 黒 色 石 粒 を 多 量

に 含 む 。

3 3 〝 1 3 4 〝

口 ：1 4 ．7 受 径 ：
休 部 内 面 は 同 心 円 文 ス タ ン プ 、 外 面 は 平 行 タ

や．一一．

色 調 ： 灰 色 。

0 0 2 5 6
茸

仲

甕

器 ：4 6 ．8 立 高 ：

胴 径 ：4 5 ・4 一天 径 ：

口 緑 ：

タ キ 調 整 。 口 頸 部 は ナ テ 調 整 。．眉 部 に は 部 分 焼 成 ：堅 緻 O

的 に 自 然 釉 が か か る 。 焼 き ひ ず み の た め 胴 部 胎 土 ： 良 好 。大 粒 の 白 色

中 央 が か な り ゆ が ん で い る 。 石 粒 を 含 む 。

．

3 4 2 3 1 3 5 〝
杯
蓋

口 ．： 13 ．5 受 径 ：

器 ： －4 ．3 立 高 ：

天 径 ：1 3 ．3

口 線 ： 1 ．8

天 井 部 内 面 は 不 整 方 向 ナ デ 、 口 縁 部 内 外 面 は 色 調 ： 内 ・黒 灰 色 、外 ・灰

0 0 2 6 3

回 転 ナ デ 調 整 。 外 面 は 回 転 へ ラ 切 り 。 天 井 部 色 、断 ．明 灰 色 。

は や や 高 く 、 口 縁 端 部 内 面 に 一 条 の 沈 線 が め 焼 成 ： 良 好 。 少 し 軟 質 。 ，

く“る 。 胎 土 ： や や 粗 。1 ～ 4％ の 白

色 石 粒 が 含 ま れ る 。

〝 13 6 〟 〝

口 ： （12・4 ）受 径 ：1 1 ・7
天 井 部 内 面 中 央 は 不 整 方 向 の ナ デ 、 外 面 1 ／ 2 は 色 調 ： 暗 灰 色 ， 断 ． 灰

残 存 1 ／4 。

0 0 2 8 1
器 ： （3 2 ）立 高 ： （1 用 ）

天 径 5

口 線 ：－（2 ．1）

回 転 へ ラ ケ ．ズ リ 、 ロ 縁 部 内 外 面 は 回 転 ナ デ 調 白 色 。

整 。 口 縁 端 部 に 深 い 段 有 。 －焼 成 ： 良 好 。

胎 土 －： や や 粗 。白 色 砂 粒

を 多 く 含 む 。

〟 2 3 13 7 〟
杯
身

臼 ： 1 2 ．0 受 径 ：1 4 ．4 鹿 部 内 面 は ば 全 体 に 不 整 方 向 の ナ デ 。 外 面 は 色 調 ： 内 ・黒 灰 色 、外 ・青 へ ラ記 号 有 （内 ）O

0 0 2 7 6
器 ：－4 ・4 立 高 ： ．1 ．5

天 径 ：

口 線 ：

回 転 へ ラ 切 り の 後 、 輪 状 に 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ 、 灰 色 、断 ．灰 白 色 。 ⑬ 1

ロ縁伽 1／ 接 乱

他 回 転 ナ デ 調 整 。 鹿 部 は や や 深 く 、 受 部 内 面 焼 成 ： 堅 緻 。

に 一 条 の 沈 線 が め ぐ る 。 胎 土 ： や や 粗 。2 ～ 5 ％ の 白

色 石 粒 を 多 く 含 む 。

〝 13 8 〝

臼 口 ： 1 2 ．7 受 径 ：

器 ： 4 ・0 立 高 ：

鹿 部 下 方 に カ キ 目 、 中 位 に 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ 、 色 調 ： 灰 ～ 黒 灰 色 。－

口 縁 部 1 ／ 5

欠 損 。

0 0 2 7 4

「司
1不 他 は 回 転 ナ デ 調 整 。 内 面 は 自 然 釉 が ほ ぼ 全 体

ア　　　　　　　　　 日　　　　　　　　　　　　　　 ア 〝、ナビ

焼 成 ： 堅 緻 。

ム　 ． ／　 2 打l － ．
　　（身

＼＿／／

基 径 ： 4 ．1 天 径 ：

口 緑 ：

に か か る た め 不 明 。 口 縁 部 は 上 外 方 に の ぴ 、

端 部 は 丸 い 。

胎 土 ・ 密 。 ‰ は と の 白

－ 色 石 粒 を 含 む 。

－〝 13 9 〝
杯

口 ： 1 2 ．7 受 径 ：1 4 ．8

器 ：．（4 ．3 ）立 高 ： 1 ．4

鹿 部 内 面 は ほ ぼ 全 体 に 不 整 方 向 の ナ デ 。 外 面 色 調 ： 黒 灰 色 。

残 榊 班 ／ 2 口 0 0 2 7 5

は 由 転 へ ラ 切 り 。 他 は 回 転 ナ デ 調 整 。 受 部 内 焼 成 ： や や 不 良 。 軟 質 。

側 に 一 条 の 沈 線 が め ぐ る　 立 ち 上 が り は ほ ぼ 胎 土 ・ や や 粗 白 色 砂 粒
身 一　 天 径 ：

口 縁 ：

　ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。
直 線 的 。

○
を 多 く 含 む 。

縁 端 部 ／は ほ

と ん ど 欠 損 O

〝 14 0 〝 〝

口 ： 1 3 ．2 受 径 ：

器 ： 4 ．8 立 高 ：

天 径 ：1 2 ．9

1 口 縁 ： 2 ．0

天 井 部 外 面 は 回 転 へ ラ 切 り 。 中 位 は 回 転 へ ラ 色 調 ： 明 褐 色 （外 面 一

残 存 約 2 ／3 。

0 0 2 5 9

ケ ズ リ 、 他 は 回 転 ナ デ 調 整 。 口 縁 端 部 内 面 に 、 部 黒 又 は 赤 色 ）

一 条 の 弱 い 沈 線 が め く・・る 。 天 井 部 は 比 較 的 平 焼 成 ： 不 良 鰍 賂 嘲 細 山 ・る。

ら 。 胎 土 ： 密 O 白 色 砂 粒 を 多

く 含 む 。
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須－
杯

ロ：14．8受径：

器：4．3立高：

天井部内面止不整方向のナデ調整、外面中央 色調：青灰色。

ロ縁部約

1／2欠損。

00266

はへラ切り、そのまわりほ輪状に回転へラ調 焼成：やや不良。

恵 整　 他は回転ナデ調重　 言縁端部は丸く　 内 胎土・やや粗白色砂粒を
器 軍 天径：14・0

口緑：2．0

。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ
面に－条の沈線がめぐる。

0
多く含む05光の白色

石も含む。

〝 142 〝
杯
身

口：1．1．9受径：14．6
鹿部内面は不整方向のナデ。外面2／3ほ回転 色調：暗黒灰色、断・明灰色－

残存約1／2。

00272
器：4．4立高：1．4

天径：

ワ縁‥

ヘラケズリ、他は回転ナデ調整。鹿部はやや 焼成：堅緻。
深－く、丸い。 胎土：密。1～5％の白

色石粒を含む。

〝 143 〝 〝

口：（12．0）受径：（14．0）

器：（43）立高：（1．6）

天径：

口縁－：

受部内、外面は回転ヘラケズリ調整。他は器 色調：明赤褐色～魂色。

残存1／2。

002白2

表面が剥落しているため不明。立ち上がりは 焼成：不良。軟質 （酸化

やや長く、直立している。－ 焔焼成）

胎土：・密。1～3％の－白色

赤色砂粒を含む。－

〝 144 〝 〝

口：（4．0受径：（14．0）

器：（3．7）立高：（1．3）

天径：

口緑－：

受部内、外面ほ回転ヘラケズリ調整。他は器－色調：．赤褐色。－

残存1／2。

00283

表面が剥落しているため不明。立ち上がりほ 焼成：不良。軟質。（酸化

やや長く、内傾している。受部もやや長く、 焔焼成）

水平。 胎土‥やや粗。1「3％の

白色砂粒を含む。

〝 23 －145 〟 〟

口：13．1受径：15．1－鹿部外面中央はへラ切り未調整。そのまわり 色調：青灰色。

口縁部約1／

3欠損。

00270
器：5．0立高：1．2

天径：

口緑：

は輪状に回転ヘラケズリ。他は回転ナデ調整。焼成：やや不良。

（回転ヘラケズリ．痕は剥落しているためやや不 胎土：やや粗。白色砂粒

明瞭。）鹿部はやや尖り、不安定。 を含む。

〝 〝 146 〝
言

口：　 受径：

器：15．0立高一：

脚径：（11・2）天径：

口緑：

杯鹿部内．面中央はヨコナデ、外面下方にカキ 色調：暗灰色。

杯部、底．部

残存2／3。

00279

目、他は回転ナデ調整。脚部全体にしぼり痕．焼成：堅級。
同
杯

有。脚部中位に段有。杯部はやや深い。全体

的にゆがんでいる。

胎土：密。

〝 〝 147 〝 〝

口：（12．8）受径： 杯鹿部外面中位に櫛目波状文。鹿部は回転へ 色調：灰白色。

口縁部はと

00280
器：18．0立高：

脚径：10・9天径：

ラケズリ、他は回転ナデ調整。杯内面、脚部 焼成：堅緻。

ほ部分的に自然釉がかかる。杯部はほぼ直線 脇士：．密。白色砂粒を含 んど欠損。

的に立ち上がる。．三方向に長方形スカシを有 む。 脚～鹿部残

口緑： す。 存1／2。

C群第21号墳（9021）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9021

37 －26 148

須
恵

器

杯
蓋

口 ：16．0 受径 ：

器 ：　 立高 ：

天径 ：13．2

口．縁 ：

天 井部 と休部 の境 の稜 は不 明瞭 。 口緑 端 部 に 色調 ：灰 黄色 。

天 井部欠損 。

段 を もつ 。天 井部 に はカ キ 目を施 す O 焼成 ：良好 。 ．

胎 土 ：雲 母 を含む 。

〝 〝 149 〝 ．〝

口 ：1－5，2 受径 ：．

器 ：　 立高 ：

天径 ：10．6

口縁 ：

天 井部 と体部 の境 は不 明 瞭 。 口縁 端 部 は 丸 く 色 調 ：灰黒色 。

約 2／3 残．存 。

仕上 げ る。天 井部 の 2／3 に回転 ヘ ラケズ リー調整 。 焼 成 ：良好 。

胎土 ：．石英 ．長石 ．雲 母

を含 む。

〝 150 〝 〝

口 ：10 ．8 受径 ：

器 ：　 立高 ：

天径 ： 9．0

口縁 ：

天 井部 と休部 の境 に短 く鈍 い稜 ．を なす 。 口縁 色 調 ：．灰黒 色。

約 1／4 残 存 。

端部 は へ ラに よる面 政 一り成形 。天井部 の 2 ／3 ．に 焼 成 ：良好 。

回 転ヘ ラ ケズ リ調 整。 胎土 ：石 英．長石 ・雲 母

を含 む。

〟・ 26 151 〝 〝

口 ：14 ．6 受径 ：10 ．6

器 ： 3．6 立高 ： 0 ．2

天痙 ：

口線 ：

ロ縁部 端部 は丸 味を おび 、内偵す るか え りを有 色調 ：暗灰 色。

完形 。

し、か え り端部 は丸 い 。扁 平 な宝珠 様 の つ まみ 焼成 ：良好 。

を有す 。天井部 に は扁平 の宝珠 。 胎土 ：石 英 ．長 石 ・雲 母

を含 む 。

〝 〟 152 〝 －－〝

口 ：15．2 受径 ：12．6 口縁部 ほ 、下 外方 に下 が り、 内 儀 す る か え り 色調 ：黄褐 色 。 へ ラ記 号有 0

器 ： 3・3 立高 ： 0．4

天径 ：

口縁 ：

を有す る。扁平 な宝 珠様 のつ まみ を有す 。 焼成 ：良好 5

胎土 ：石 英 ・長 石 ．雲 母

を含 む 。

⑦ ，

完形 。．－
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37 26 153

須
恵
器

杯．．
蓋

口：13．8受径：11．6

器：　 立高：0．2

天径：

口縁：

ロ縁部は下外方に下がり、端部は丸く、内傾 色調：黄灰色。

天井部欠損。

するかえり・を有す。 焼成：良好。

胎土：石英．長石・雲母

を含む。

〝 〝 154 〟
杯
身

口：15・6受径：13．4

器：4．5立高：1．1

天径：

口緑：

立ち上がりは短く、やや内傾する。端部は丸 色調：灰黒色。

約3／4残存。

く仕上げる。鹿部は平底。鹿部の2／3は回転へ 焼成：良好。

ラケズリ調整。 胎土：石英．長石・雲母

を含む。

〝 〝 155 〝 〟

口：13．6受径：

器：4．0立高：

天径：

ロ縁：

休部は直線的に立ち上がる。鹿部は平らで、 色調：灰褐色。

約5／6残存。

ナデを施す。 焼成：良好。

胎土：石英・長石．雲母

を含む。

／／ 〝 156 〝 〝

ロ：13．8受径：

器：2・9立高：

天径：

口緑：

体部は内湾気味に立ち上がる。鹿部は平らで、色調：黄褐色。

約1／2残存。

ナデを施すO 焼成：良好。

胎土：石英・長石．雲母

を含む。

〝 〝 －157 〝 〝

P ：13．2受径：

器：3．4立高：

天径：

口縁：

体部は直線的に立ち上がる。鹿部は平らで、 色調：黄灰色。

約5／6残存。

へラ切り未調整。 焼成：良好。

胎土：石夷・長石．雲由

を含む。

〝 〟 158 〟 〝

口：13．0受径：

器：3．7立高：

一天径：

ロ縁：

体部ほ直線的に立ち上がる。鹿部ほ平らで、 色調：黄灰色。

ナデを施す。 焼成：良好。

胎土：石英．長石．雲母

を含む。

〝 ／′ 159 〟 〝

口．：13・6受径：－ 休部は直線的に立ち上がる。．鹿部は平らで、 色調：灰褐色。 へラ記号有。

器：4．3立高：

底：．8．4天径：

口線：

ハの字形の高台を付す。 焼成：良好。－

胎土：石英．長石・雲母

を含む。

㊥

完形。

〝 〝 160 〟 〝

口：13・4受径： 体部は直線的に立ち上がる。鹿部は平らで、 色調：黄灰色。 へラ記号有。

器：4．5立高，

底：8．6天径：

口縁：

ハ・の字形の南台を付す。 焼成：良好。

胎土：石英・長石．雲母

牢含む。

・㊥

完形。

39 〝 163 〝
．＝1同
杯

口：16．6受径：13．8

器：　 立高：1．2

天径：

ロ緑：

立ち上がりは長く、内傾する。鹿部にはカキ目 色調：灰黒色。

脚部欠損。

を施す。長脚で、長方形のスカシを施す。－ 焼成：－良好。

胎土：石英．長石 ・雲母

－を含む。

〝 164 〝 〝

口：12．6受径：

器：　 立高：

天径：

口縁－：

口縁部は直線的に立ち上が・り、鹿部との境に 色調：黄灰色。

脚部欠損。

は稜をなす。脚部ほ筒状を呈す。 焼成：良好。

胎土：石英・長石・雲母

を含む。

〝 16．5 〝 〝

口：13．2受径：11．－2

器：16．0立高：0．8

天径：

口緑：

立ち上がりほやや短く、内懐し、受部端部は 色調：黄灰色。

脚部欠損。

丸い。長脚二段透L で、長方形の透しを施す。焼成：良好。

中位には二条の凹線を有す。 胎土：石英．長石・雲母

を含む。

〝 26 166 〟 〟

口：8．8受径：
口縁は直線的に立ち上がり、鹿部との境には 色調：灰黒色。 へラ記号有。－

器：7．5立高：

天径：

口縁：

稜をなす。脚部はラッ・パ形を呈す。 焼成：良好。

胎土：石英・長石．雲母

を含む。

0

／／ 〝 167 〝

長
堅

実

口：7．6受径：

器：13．5立高：

天径：

口縁：

茎部は細く、口頸部はは緩やかに外反し、端部 色調：黄灰色。

完形。

に至る。休部は扁球形をなし、底は平ら。 焼成：良好。

胎土：石英・長石・雲母

を含む。
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39 27 168

須
恵
器

平
瓶

口：8．6受径： 口頸部は内湾気味に立ち上がり、肩部は張り色調：灰黒色。

ほぼ完形。

器：16．8立高：

天径：

口緑：

出し、休部上位にカキ目を施す。 焼成：良好。

胎土：．石莱・長石．雲母

を含む0

〝 〝 169 〝

長
口：9．6受径： 基部は細く、口頸部け直線的に外反し、端部 色調：灰黒色。

完形。

器－：23．0立高：

・底：10．6天径：
口線：

一手至る。休部は球形を－なし、鹿部に．は八の字 焼成：良好。
堅

実

形の車台を付す0 胎土：石英．長石．．雲

母を含む。

〝 〝 170
土
師
器

一杯

口：10・4受径：

器：3．9－立高：

天径：

口縁：

丸底で、鹿部はヘラケズリを施す。 色調．：黄褐色。

焼成：良好。

胎土5石英．長石．－雲母

を含む。 ほぼ完形。

E群第1号墳（8972）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8972

4 7 3 3 ． 171

須
璧

口 ：10．4 受 径 ： 天 井 部 内 面 中 央 は 回 転 ナ デ 後 ・ 三 コ ナ デ 。 外 色 調 ：暗 灰 色 。 へ ラ記 号 有 。

0000 9
器 ： 3．6 立 高 ：

面 は 回 転 へ ラ切 り後 、 軽 く ナ デ 調 整 。 他 は 回 －焼 成 ：や や 堅 級 。わ ず か ㊤

残 存 4／5。

恵 転 ナ デ 調 整 0 天 井 部 は ほ ぼ 平 ら 。 焼 き ひ ず み に 自 然 釉 が か か
器 蓋 天径 ： 5．7

ロ緑 ： 0．8

の た め 、 言縁 部 は ゆ が ん で い る 。
）　ヽ

る 。

胎 ± ：密 。白色 砂粒 を含む 。

〝 172 〝 〝

口 ：10．0 受 径 －：
天 井 部 内 面 中 央 は ヨ コ・ナ デ ○ 外 面 2／3 は へ ラ 切 色 調 ：内 ・褐 色 、外 ．赤 へ ラ記 号 有 b

0 00 10
器 ： 3．8 立 高 ：

天径 ：12．2

白線 ： 1．0

り。天 井 部 は 丸 く、 口 縁 部 は や や 内 径 す る 。 褐 色 。 1（9

残 存 1／2。

埠 は 回 転 ナ デ 調 整 。 － 焼 成 ：や や 堅 緻 。

胎 土 ：密 。

〝 33 －173 〝 〝

口 ：12．9 受 径 ：
天 井 部 外 面 は 回 転 へ ラ切 り、 中 央 は へ ラ 調 整 。 色 調 ：灰 色 。 へ ラ記 号 有 。

0000 8
器 ：．3・8 立高 ：

天径 ：12．9

口緑 ： 1．4

他 は 回 転 ナ デ 調 整 。 天 井 部 は や や 尚 く 、 口縁 焼 成 ：堅 緻 。 ① ．
部 は や や 外 噂 す る 。 胎 土 ：密 。白色 砂 粒 を わ

ず か に 含 む 。

〟 〟
1ラ4 〝 〝

口 ：12・7 受径 ：
・天 井 部 内 面 中 央 は ヨ コ ナ デ 。 外 面 は 回 転 へ ・ラ 色 調 ：灰 色 ～ 薄 く暗 赤

0000 3
器 ： 4．2－立高 ：

天径 ：12．6

ロ縁 ： 1．1

切 り、 他 は 回 転 ナ デ 調 整 。 口 縁 部 は 丸 味 を お 褐 色 が か か る O

び 、端 部 内 面 は 凹 状 を な／し、 わ ず か に 外 反 す 焼 成 ：や や 堅 撒 。

る 。 胎 土 ：密 。白 色 砂 粒 を 含

む 。

〟 〝 ． 175 〝
杯
身

口 ： 8．6 受径 ：－10．7

器 ： 3．1 立高 ： 0・9

天径 ．：

口固 ；

鹿 部 内 面 は ヨ コ ナ デ 、 外 面 は 回 転 へ ラ 切 り 、 色 調 ：暗 灰 ～ 灰 色 わ ず

口縁 部 1 ／－5－

欠 損 。

0000 2 ．

他 は 回 転 ナ デ調 整 。鹿 部 は や や 平 ら 。 立 ち 上 か に 赤 褐 色 が か

が り－は や や 直 立 す る 。 焼 成 ：堅 緻 。　　 か る 。

胎 土 ：密 。1～ 2％ の 砂 粒

を 含 む 。

〝 〝 176 〝 〟

口 ：／10．1 受径 ：12．7
－鹿 部 内 面 は －放 射 状 ．の ナ デ 、 外 面 は 回 転 へ ラ．切 色 調 ：灰 色 。

0000 1 ．
器 ： 4・0 立 高 ．： 0．9

夫径 ；

口線 ：

り後 、 軽 い ナ ．デ 調 整 。 他 は 回 転 ナ デ 調 整 。 底 焼 成 ：堅 緻 6

部 は 深 い 。 立 ち 上 が りは 短 か く 、 内 儀 す る 。 胎 土 ：密 。白 色 砂 粒 を 含

む 。．

〝 〟 177 〝

言
口 ：（15・7）受径 ： 鹿 部 内 面 よ り、 外 面 口 縁 部 ま で は 回 転 ナ デ 調 色 調 ：明 褐 色 。

残 存 2／3 。

000 0 5
票 器 ： 5・4 立 高 ：

離 痛 ： 0．5 天径 ：

産 経 ： 9．台 口縁 ：

整 0 －健 は 表 面 剥 落 の た め 不 明 6 南 台 は ハ リ ブ 焼 成 ：不 良 。軟 質 o酸 化
口
仲
杯

ケ だ が 、磨 耗 の た め 不 明 瞭 。 焔 焼 成 o

胎 土 ：密 。白色 砂 粒 を 含

む 。

48 　／′ 178 ′／

短
ロ ：（94）受径 ： 鹿 部 外 面 か ら 体 部 外 面 下 方 ま で 、 手 持 ち へ ラ 色 調 ：灰 色 ．。 へラ記号有（臥

0001 2
器 ：11．7．立 高 ：

頸 径 ： 3．3 天 径 ：

体 径 土15 ．－9 口緑 ：

ケ ズ リ調 整 。他 は 回 転 ナ デ 調 整 。 口 頸 部 中 位 焼 成 ：や や 堅 緻 。 Q
頸 に わ ず か に 凹 み 有 。 口 頸 部 は や や 垂 直 に 上 が 胎 土 ：密 。1究 ほ ど の 白

＝量ここ一男亘 り、端 部 は わ ず か に 外 反 す る 。 色 砂 粒 を 多 く含

む 。

〟 〟 179 〝
平
瓶

口 ：（7．9）体 径 ：15．5 ロ頸 部 外 面 は 回 転 ナ デ 、 休 部 中 位 か ら 下 方 は 色 調 ：明 褐 色 。

口縁 部 －は と

000 16 －
器 ：　 立 高 ：

頸 長 ： 5，7 天 径 ：

体 高 ：10 ・7 ロ線 ．：、

回 転 ？ ラ ケ ズ リ調 整 。 低 部 －は や や 凹 状 を な す 焼 成 ：不 良 。軟 質 。

が 、 ほ ぼ 平 ら。 焼 き ひ ず 土 が 顕 著 。 胎 －土 ；密 。 ん ど欠 損 。

休 部 1 ／2 欠

損 。
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類

器

種

法　　 量

（cm ）
形態 ・手法上の特徴 その他 備　 考

登録

N o

48 33 180

須
．平，

口：　 受径：

体器：11．6立高：

鹿部内面はナデ、外面はカキ目成形後、ナデ 色調：灰色。

口縁部欠損。

00007

調整。体部下半はカキ目調整。他ナデ調整。 焼成：堅緻。

恵 鹿部は平らで　 安定する　 鹿部と体部上位中 胎土． 1～2霊の白色
器 瓶 体底：9．2天径：

体径：19・3口縁：

　ヽ　　　　　　　　　　　　　　○
央に円板貼仲。休部中位に接合部有。

。　　　　　　m
砂粒を含む。

〝 〝 181 〝 －＝土ゴ．宝E

口：10．0受径：
内面より口頸部外面まで回転ナデ。体部中位 色調：灰～暗灰色。 へラ記号有（底）。

00013
器：11．3立高：

頸高：2．3．天径：

体径：－16．2口緑：

にカキ目調整。肩部は軽いナデ。鹿部より体 焼成：堅緻。 ⑦
部下方は回転ヘラケズリ調整。鹿部は丸く、 胎土：密。白色砂粒を含

不安定。シャープさに欠ける。 む。

〝 〝 182 〟 〝

口：11．5受径：

器：16・6立高．：

体径：18．3天径：

口緑：

体部中位はカキ目（肩部はカキ目後軽いナデ）。色調：灰色。

口頸1／3欠

損。

00014

その下より鹿部にかけて江ま回転ヘラケズリ調 焼成：やや不良。軟質。

整。その他回転ナデ調整。口縁端部は丸い。 胎土：密。白色砂粒を含

鹿部は丸く…．不安定。シャープさに欠ける。 む。

51 206 〟
杯
蓋

一口：（10．2）受確：

器：2．9立高：

天径：6．8

ロ線：1．1

天井部内面中央は不整方向のヨコナデ。外面2／色調：暗赤褐色。

残存1／12。

00011

3 は回転へラ切り他は回転ナヂ調整。天井部 焼成：．やや堅緻。

は吟ぼ平ら。口縁部はほぼ垂直に下る。 胎土：密。白色砂粒を含

む。

〝 34 207 〝 〝

口：10．4受径： 天井部内郵ま杯ナデ。外面は回転へラ切り後、色調：内・暗灰赤褐色、 へラ記号有（内）。

00004
器：3．4立高：

天径：10・1

ロ縁：1．0

・部分的に手持ちヘラケズリ。その後、軽くナ 外．黒灰色。 1⑦

残存2／3。

テ調整。他は回転ナデ調整。全体的に丸味を・焼成：堅緻。

おび、ロ縁部はわずかに内偵する。 胎土：密。白色砂粒を含

む。

〝 〝 208 〝
杯

身

口：－10．6受径：12．2
鹿部内面はていねいなナデ。外面は回転へラ 色調：明褐白色。 へラ記号有。

00006
器：3．7立高：4・5

・天径：

口縁：

切り。他は回転ナデ調整。鹿部は深い。立ち 焼成：－不良。軟質。酸． ㊦

残存1／2。

上がりは短かく、内懐する。 化焔焼成。

胎土：密。白色砂粒を含

む。

〝 〝 209 〝

長一
口：（710）受径：

器：（13．7）立高：

口頸部外面は回転ナデ。体部外面ほ回転カキ 色調：灰～黒灰色（部分

口縁部欠損。

00015

目。鹿部はナデ調整。休部は張り出しながら 的に自然釉がかかる）。

頸 下り　最大径は上方に求められる　 鹿部は平 焼成．堅緻
＝土ゴ・宜E 体径：16．0天径：

底径：10．6 ロ縁：

　ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0
ら。

○
胎土：密o大粒の自色石

粒を含む。

51 34 210 〝
提
瓶

口：　 受径：
胴部片面はタタキの後、回転カキ目（10～12条）。色調：灰～暗灰色。 へラ記号有（頸部）。

00017
器：（狙0）立高：

体厚：15．3天径：

体径：21・3口緑：

片面は回転ヘラケズリの後、接合後、カキ目 焼成：堅級。
） 寸し

胴部中位～鹿部欠乱

調整。．平坦な面には指圧痕有。円錘形の把手 胎土ご密。白色砂粒を含

の痕跡有。 ，む。



図　　版

C群第12号墳調査作業風景（北東から）



PL．1

（1）柏原古墳群C・E群遠景（南から）

（2）柏原古墳群C群近景（南から）



PL．2

（5） （6）

（1）柏原古墳群．今宿平野を臨む

（南から）
（2）C群第6号．22号墳調査前現況

（南から）
（3）C群第9号墳調査前現況（南から）

（4）C群第11号墳調査前現況（南から）
（5）C群第12号墳調査前現況（南から）
（6）C群第21号墳調査前現況（南から）



PL．3

（1）C群第6号・22号墳墳丘遺

存状況（南から）

（2）C群第6号墳墳丘遺存状況

（南から）

（3）C群第6号墳石室遺存状況

（北から）



PL．4

（1）C群第6号墳石室及び

閉塞状況（北から）

（2）C群第6号墳羨道部構築

状況（南から）

（3）C群第6号墳石室内耳環出土状況（東から） （4）C群第6号墳羨道部須恵器出土状況（東から）



PL．5

C群第6号墳出土遺物（1～8・10～13・集合写真）



PL．6

（2）C群第8号墳石室及び閉塞状況（南西から）

（1）C群第8号．9号墳墳丘遺

存状況（南西から）

（3）C群第8号墳石室完掘状況（北から）

（4）C群第8号墳石室及び地山
成形状況（南西から）



PL．7

（1）C群第8号墳閉塞状況（北から）

（3）C群第8号境地山成形状況（西から）

（2）C群第8号墳石室墓場状況（北から）

（4）C群第8号噴石室内北東隅鉄鏃．刀子出土状況（南西から）

（5）C群第8号墳石室完掘状況
（南から）



PL．8

C群第8号墳出土遺物（14～23．集合写真）



PL．9

C群第8号墳出土遺物（24－30．35．00027～00044）



PL．10

（2）C群第9号墳石室（南西から）

l－草．主三〒‾l貫き
．－・／／，彿

一能，∵．ⅰ、ご・事．，．十㌢亭主二l．二．

（3）C群第9号墳墳丘第1区遺物出土状況（南西から）

（4）C群第9号墳石室床面敷石遺存状況（北から）

（1）C群第8号．9号墳墳丘

遺存状況（南東から）

（5）C群第9号墳石室完掘状況（北東から）

（6）C群第9号墳羨道部構築状況（西から）



PL．11

（1）C群第9号墳石室墓場及び前庭部

地山成形状況・墳丘祭祀状況

（南西から）

（2）C群第9号墳石室墓壙及び地山
成形状況（北東から）

（3）C群第9号墳石室墓壙及び地山
成形状況（北西から）



PL．12

C群第9号墳出土遺物（36～54）



PL．13

C群第9号墳出土遺物（55・57～61・63・64・66～74）



PL．14

76（1／4）

79（1／4）

77（1／4）

C群第9号墳出土遺物（76～86．88）

78（1／4）

83

88（1／6）



PL・15

C群第9号墳出土遺物（89・集合写真）



PL．16

（1）C群第11号．12号墳墳丘遺

存状況（南南西から）

（2）C群第11号墳墳丘及び周溝

遺存状況（南から）

（3）C群第11号墳石室遺存状況

（南から）



PL．17

（1）C群第11号墳羨道部閉塞状況

（石室内部から、北から）

（手前の大石は、地山中の花崗岩）

（2）C群第11号墳墳丘除去後の石室遺存
状況及び石室墓壙（北東から）

（3）C群第11号墳石室遺存状況及び地山
成形．墓壙遺存状況（南から）



PL．18

C群第11号墳出土遺物（90～94．96～98・100～102）



PL．19

C群第11号墳出土遺物（103～105．107．109・110～112．115．117～119・集合写真）



PL／20

（1）C群第12号墳墳丘遺存状況

（南西から）

（2）C群第12号墳石室及び床面

敷石遺存状況（南東から）

（3）C群第12号墳羨道部

土層堆積状況（南西から）



PL．21

（1）C群第12号墳石室羨道部及び石室構築状況（南西から）

（2）C群第12号墳石室及び地山成形状況（南西から）

（3）C群第12号墳第2区墳丘下遺物出土状況（北西から）　（4）C群第12号墳第1区墳丘下遺物出土状況（南西から）



PL・22

C群第12号墳出土遺物（120～124・126～131．133・134．集合写真）



PL．23

C群第12号墳出土遺物（135・137・141・145－147．00351～00362．00368～00402）



PL．24

（1）C群第21号墳墳丘及び石室遺存

状況（南から）

（2）C群第21号墳石室遺存状況

（北から）

（3）C群第21号墳石室遺存状況
（西から）



PL．25

（1）C群第21号墳石室及び床面遺存状況（北東から）

（2）C群第21号墳石室奥壁構築状況（東から）

（4）C群第21号墳石室内遺物出土状況（南西から）

（3）C群第21号噴石室内遺物出土状況（南東から）

（5）C群第21号墳石室南西隅遺物出土状況（南東から）



PL．26

C群第21号墳出土遺物（148・149．151～160・163・166・167）



PL．27

C群第21号墳出土遺物（168～170・集合写真）



PL．28

（1）C群第11．12．22号墳墳丘及び石室

遺存状況（南西から）

（2）C群第22号墳石室及び墳丘遺存状況

（南東から）

（3）C群第22号墳石室及び地

山成形状況（北西から）

（4）C群第22号墳羨門袖石及

び石室床面遺存状況

（東から）
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PL．30

（1）E群第1号墳調査前現況

（西北西から）

（2）E群第1号墳墳丘遺存状況

（西から）

（3）E群第1号墳墳丘土層断面

（西から）



PL．31

（1）E群第1号墳地山成形状況（西から）

（2）E群第1号墳羨道部閉塞状況（北西から）

（4）E群第1号墳羨道右側壁構築状況（北西から）

（3）E群第1号墳石室奥壁構築状況（西から）

（5）E群第1号墳石室内遺物出土状況（東から）



PL．32

（1）E群第1号墳羨道左側壁構築状況（南から）

（2）E群第1号墳羨道部遺物出土状況（北から）

（3）E群第1号焼土壌（西から）

（4）E群第2号焼土壙（西から）



PL．33

E群第1号墳出土遺物（171．173～182）



PL．34

E群第1号墳出土遺物（183～210・集合写真）
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